

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺はずっと自分に問い続けてきた。

　誰だれが悪いんだ？

　どうすれば良かったんだ？

　事故が起きたのは誰のせいだ？

　あの子が死んだのは誰のせいだ？

　俺のせいなのか？

　なぜだ。

　死なせたいはずがない。

　関係者は皆みな、人じん為い的な事故ではない、不幸な事故だったと言う。

　本当にそうなのか？

　デモンストレーションは、まだ時じ期き尚しよう早そうだと俺は答えた。

　しかし、実じつ施しされた。

　それは人為的な事故ではないのか？

　妻は俺のせいだと言う。

　確かに強く反対はしなかった。でも、俺のせいなのか？

　離り縁えんをし、俺は一人引き籠こもった。

　少し楽になった。

　そうだ、俺は元々他人との付き合いが苦手な人間だった。

　他人とのコミュニケーションは単なる機会の損失。限りある人生において、最も価値の高い資産は時間だ。

　貴重な時間を生かすことで、俺は優ゆう秀しゆうな技術者となった。若くして出世した。

　勘かん違ちがいしてしまった。

　会社に入り、大勢の人間とチームを組んで仕事を進める内に、勘違いをしてしまった。

　俺は、対人スキルも高いのではないかと。

　他人と上手うまくやっていけるんじゃないかと。

　今から考えれば愚おろかしいことに、結けつ婚こんをして、子供まで作ってしまった。

　若い頃ころから変わらずにいれば、こんなトラブルに巻き込まれることはなかったのに。

　こんな挫ざ折せつを味わうことはなかったのに。

　安らぎと、はらわたが千切れるような苦しみが、交こう互ごにやって来た。

　いっそ死んでしまおうか。

　いや待て。

　なぜ俺だけが、こんなに苦しまなければならないんだ？

　俺のキャリアを犠ぎ牲せいにして、あの子の命を犠牲にして、他ほかの連中は普ふ通つうに暮らしている。

　ほんの一時、沈ちん痛つうな表情を浮うかべて、型どおりのお悔くやみの言葉を述べて終わり。

　優秀で何の罪もない俺が苦しんでいるというのに。

　世間の立ち回りが上手いだけで、美味うまい汁しるをすすり、罪に問われない連中がいる。

　空っぽな俺の中に、突とつ如じよとして炎ほのおが燃え上がった。

　歯ぎしりをし、のたうち回り、全すべてを壊こわしたくなった。

　怒いかり。

　憎にくしみ。

　怨うらみ。

　それは、最強の感情であり、最強の動機であり、最強のモチベーションを生む。

　俺は、俺を地じ獄ごくに突つき落とした世界へ自ら落ちた。

　俺の怒りを思い知らせてやるために。

　俺をこんな理り不ふ尽じんで酷ひどい目に遭あわせた、人間全てに復ふく讐しゆうするために。

　汚きたない男の娘むすめを救うために生いけ贄にえになった、あの子の怨みを晴らすために。

　そして何より、俺のために。

　しかし、この方法には一つ問題がある。

　あの娘以外の大勢が巻き込まれるということだ。

　だが少し考えると、問題ないことが分かった。

　なぜなら、俺は地獄を味わっている。

　だったら、幸福な連中を不幸にすることに何の問題がある？

　幸せに暮らしていること自体が罪だ。

　どうせ俺は死ぬ。

　死ねば、それで終わり。その後の世界がどうなろうと、俺には一いつ切さい関係がない。

　だったら、一人でも多く道連れにした方がいいじゃないか。

　それに、今は人じん畜ちく無む害がいな羊であっても、成長すればどのみち悪あく魔まに変わる。

　ならば今のうちに処理しておいた方がいい。

　むしろこれは正義だ。

　そう考えている内に、羊が悪魔に変へん貌ぼうすることに興味がわいた。

　子供は真っ白だ。天使のような生き物だ。

　それがどうしたら、大人などという醜みにくい生き物に変わってしまうのだ。

　その過程を観察したい。

　俺が造った世界の中で実験してみよう。

　天使が悪魔に変貌する瞬しゆん間かんを見てみよう。

　──そう思って、

　俺は長い時間をかけて準備をした。

　そのために、したくもない人付き合いをさらにすることになった。

　だが、その甲か斐いあって、非常に面おも白しろいものが見られた。

　死の恐きよう怖ふと絶望。

　そして天使たちは見事、悪魔へと変貌を遂とげた。

　素す晴ばらしい。

　だがここからが本番だ。

　あの子を生贄に生き延びた少女と、その仲間たち。

　奴やつらはしぶとい。なかなか外げ道どうに堕おちない。

　俺にはもう時間もあまり残されていないというのに。

　警察も、馬ば鹿か共も、俺の居場所を突き止めようと躍やつ起きになっている。

　もうあまり悠ゆう長ちようなことはしていられないかも知れない。

　残念だが、直接この手で断罪を──、

　扉とびらが開いた。

「ああ、こんなところにいたのか」

　──一いち之の宮みや洸あきら。

　２Ａギルドのリーダーであり、『ファーストパレス』の社長の息子むすこ。何の疑いも抱いだかずに、俺に話しかけてくる。

「もうすぐゼラギエルとの面会の時間だ。下のホールに集合してくれ」

　承知したと答えると、一之宮はすぐに出て行った。

　愚かな奴だ。

　あんな奴は放ほうっておいて良い。問題は天国に向かう連中だ。

　悪魔の祭さい壇だんから外部への通信は、絶対に阻そ止ししなければならない。

　だがそれも一興。

　希望が目の前で絶望に変わる瞬間をくれてやる。

　天国で地獄を味わうというのも、皮肉が利きいていてなかなか良い。

　俺は内心ほくそ笑えみながら部屋を出て、２Ａギルドの待つホールへ向かった。
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　式しき場ばを倒たおした俺たちは、悪魔の祭壇の残ざん骸がいと十四基の墓標を残して帰路に就ついた。魔王軍が進軍したルートを逆に辿たどり、エルフの国アルズヘイムへ向かう。

　山を越こえて海側の壁かべに辿り着くと、そそり立つ石の壁に大きな穴が穿うがたれていた。

　ヘルゼクター率いる先行部隊が壁を乗り越えた後に、後ろを守る部隊が暇ひまにあかして壁に穴を掘ほったらしい。おかげで壁を乗り越える必要がなく、帰りは非常に楽だった。俺たちはすぐに船に乗り込み、出航した。

　エルフの女王ウルリエルと、ダークエルフの女王ゼラギエルが待つヴァイスクローネ城までは、一日程度の船旅となる。

　船室が限られていることもあり、凛り々り子こと雫しずく石いしは俺の召めし使つかいとして使用する──ということにして俺の部屋へ連れてきた。

　俺の部屋なら二人も安全だし、今後のことについて相談も出来る。まあ、この組み合わせに若じやつ干かんの不安がないわけではないが。

「──で、天国っていうのは、何なの？」

　応接セットのテーブルを挟はさみ、向かい側に座る雫石乃音のんは、偉えらそうに腕うでを組むと、これまた偉そうな口調で俺に尋たずねた。

　俺が魔王の鎧よろいを脱ぬぎ、人間──堂どう巡めぐり駆流かけるの姿になっているせいか、雫石には魔王ヘルシャフトに対する遠えん慮りよというものが微み塵じんもない。

「俺にも良く分からない。哀あい川かわさんなら知ってるかも知れないけど」

　或あるいは──壮そう馬まとか。

「哀川さん？　それって……？」

　俺の隣となりに座る凛々子が、俺の顔を覗のぞき込む。

　ああ、そういえばまだ言ってなかったっけ？

「俺の上司にあたる人で、ヘルズドメインの社員だよ。俺たち同様、巻き込まれてログインしちゃってるんだ。インフェルミアにいて、色々相談に乗ってくれる──」

「堂巡くんの性奴ど隷れいよ」

　てめぇええっ！　雫石っ!!　余計なこと言うんじゃねぇええええええ!!

　見ろ！　凛々子が感情の一切ない目で見つめてるじゃねえか！　恐こわい。

「へえ……詳くわしく聞きたいな。どういうこと？　駆流」

「い、いや……別に性奴隷ってわけじゃ……ただステイタスが奴隷ってだけで」

「私と３Ｐもしたでしょ」

　しずくいしぃいいっ!!　追い打ちをかけるんじゃねえよ！　勝ち誇ほこったような顔をしやがって！

　凛々子は大きく目を見開いて、雫石、そして俺を見つめる。

　その瞳ひとみの奥から黒い炎が燃え上がったような気がした。しかし、それは一瞬で消える。

「……そう。そうだったんだ」

「色々事情があったんだよ！　主に俺の正体をごまかす為ために、やむを得ず！　俺は敵キャラ扱あつかいだから、開始当初から死んだら終わり──」

「うん。いいよ、別にあたしがどうこう言える立場にないもんね。だって、あたしと堂巡くんは赤の他人だし」

　え!?　だって……あれ、呼び方？

「り、凛々子……？」

「やだな。あたしの名字は朝あさ霧ぎりだよ？　ちょっと馴なれ馴れしいんじゃないかな？」

　うああああっ！　凛々子が冷たいっ!!　もう俺たちはラブラブだと思っていたのに！

　これというのも……しずくいしぃいいいいいいっ!!

　怨おん念ねんの籠こもった視線を向けると、黒くろ髪かみの魔女は涼すずしい顔で微笑ほほえむ。その顔に「ああ、いい気味。気が晴れるわ」と書いてあるような気がしてならない。

「と、とにかく説明させてくれ。どうしても避さけられない事態の積み重ねなんだ。命がかかっていたから、その場を切り抜ぬけるためにどうしようもなく！」

　凛々子は顔を曇くもらせると、視線を避けるようにうつむいた。

「ううん。別に責めているわけじゃないの。怒おこっていないと言えば噓うそになるけど。魔王殺しの剣ホーリーグレイヴがあったら刺さしてたかも知れないけど」

　それってマジギレしてるじゃん！

「……それよりも、自分の方が許せなくて」

「え？　許せないって……別に凛々子は何も悪いことはしてないじゃないか」

「何だか、あたしがめぐるちゃんから全てを奪うばっちゃった気がして」

　──っ。

「何言ってるんだよ。事故だったんだろ？　凛々子だって被ひ害がい者しやで、何か悪意があったわけじゃない。何よりも、めぐるはそんなこと少しも思っていなかった」

「うん……ありがとう。でも、あたしの気持ちの問題だよ。結果的にあたしが生き残って、元の世界に戻もどって普通に幸せに暮らしてて。またここへ戻って来ても、もう一度めぐるちゃんを犠牲にして、あたしは生き残った……」

「凛々子……」

　その瞳に光るものがあった。凛々子は指先で軽く目の下に触ふれる。
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「だから……気持ちの整理がつくまでは、お願い……堂巡くん」

「……分かったよ。朝霧」

　凛々子呼びにも少し慣れたと思ってたけど……やはり朝霧の方がしっくりくるのが、ちょっと寂さびしいというか。まあ、今までずっとそうだったからな。

　本当はもう少し食い下がりたいところだが……朝霧の気持ちを考えると、無む理り強じいはしない方がいい。本人が言うように、俺に対して怒っているというよりは、めぐるに対する贖しよく罪ざいの気持ちが強そうだ。

「思いのほか、辛しん気きくさい話になったわね」

　この展開を想定していなかったのか、雫石は渋しぶい顔をしていた。

「まあ、あんたたちがイチャつこうが別れようが、どうでもいいけど……でも、今の最重要事じ項こうはこれからどうするかよ。そうでしょ？」

「ああ。確かにそうだ。俺たちはせっかく脱だつ出しゆつへの手がかりを摑つかんだんだ」

　フォルネウスによれば、天国に悪あく魔まの祭壇と同じものがあるらしい。ログインした状態で開発を続けるときの緊きん急きゆう用連れん絡らく装置と考えれば、何カ所かにあっても不思議ではない。

「それで天国はどこにあるのよ？　まさか一度死ぬってわけじゃないでしょうね」

「まさか。フォルネウスの話によれば、天国に一番近い島から天国に登れるそうだ」

「だったら話は早いわ。総力戦ね。敵が神なんて……ふふ、いかにもラスボスって感じじゃない」

　中二心が疼うずくのか、雫石はやけに嬉うれしそうだ。

「そうだな。でも、２Ａギルドを天国へ連れて行くのは……正直迷ってる」

「なに？　２Ａギルドは足手まとい？」

　そう言ってから、雫石は「そうかも知れないけど」と肩かたをすくめた。

「そうじゃない。だが、黒幕が紛まぎれ込んでいる。一いつ緒しよに行動するにはリスクが大きすぎる」

　場を沈ちん黙もくが支配した。

　──雫石が指し摘てきした墓標の数。あれは式場が殺したクラスメートの数を表している。俺たちの人数と合計すると三十七人。しかし二年Ａ組は三十六人だ。

　一人多い。すなわち、俺たちの中に二年Ａ組ではない誰だれかが紛れ込んでいる、ということだ。朝霧が手の平に数字を書く仕草をして、数え始める。

「えっと……あたしたち２Ａギルドが堂巡くんを含ふくめて十一人でしょ？　それからのんのんと黒の黎れい明めい団が五人。大おお原はらくんたちが六人。式場くんたち壁の向こうにいたのが十四人。合計すると……三十六、あれ？　一人数えてない？」

「赤あか上がみ壮馬。ほら、オルゼリア教を仕切っていたでしょ？　あの後、堂巡くんがモンフォールに幽ゆう閉へいしたみたいだけど」

　そう、雫石にその場面を見られてしまった。その時俺がヘルシャフトだということもバレた。痛つう恨こんの極きわみだ。

「そっか。赤上くんは教室だと、五ご間まくんとか今の黒の黎明団の人たちと一緒にいるイメージがあったから……」

「そういや朝霧は顔を合わせてなかったな。壮馬は……ある意味、危険な奴やつだからな。今は大人しくしてもらっている。あいつを救出するのは、脱出の目め処どが付いてからにしたい」

「そっか。じゃあやっぱり三十七人。一人多いんだ……」

　でも──と、朝霧が顔を上げた。

「それなら、どうしてあたしたちは不思議に思わないのかな？　だって、見ず知らずの人が紛れ込んでいて、気付かないはずがないよ？」

「確かにそうだ。けど事実は、一人多いことを示している。その事実に合うような仮説も、組み立てようと思えば出来なくはない」

「どんな仮説？」

「俺たちは今、物理的には存在していない。意識をデータ化した存在だ」

「うん。こうしていると、まるで現実と変わらないみたいだけど、本当はあたしたちはデータの塊かたまりなんだよね……」

「だから生きた人間と違ちがって、記き憶おくも単なるデータとして扱える。それゆえに、現実よりも記憶や認にん識しきの操作が容易だと考えるのが自然だ」

　実際、俺は半年間の記憶を失った。しかしめぐるの修正プログラムで、記憶のデータを復旧させることが出来た。

「まるっきり過去を入れ替かえると整合性が取れなくて大変な事になるが、単にクラスに一人追加するだけなら、不可能じゃない」

「となると、あたしたちとの思い出があまりない人、ということになるのかな？」

　さすが朝霧。頭が切れる。

「そうだな。クラスで孤こ立りつしてたり、他人との接せつ触しよくが少ない人物が怪あやしい──あれ？」

「それって、あんたじゃない」

　じっとりした目で雫石が見つめていた。

　くそう！　お前にだけは言われたくねえよ！　否定出来ないけど！

　朝霧までが、苦笑いを浮うかべているのがツライ。

「ほ、他ほかにも例えば、そうだな……俺は最近疑問に思っていることがあるんだが、有あり栖す川がわは男だと思うか？　それとも女だと思うか？」

　有栖川泉いずみ、通称アリス。雛ひな沢ざわに強要されて、いつも女性用の服を着ている美少年……のはずだった。俺の認識では。

「えっと……堂巡くんが何を言いたいのか分からないけど……アリスちゃんは女の子だよね？」

　すると雫石は片方の眉まゆを上げる。

「でも、言われてみれば何か引っかかるわね……そういえばあの服、雛沢さんに着せられてたんじゃなかったかしら？　確か強ごう引いんに……」

「うん。なるちゃんがもっと女の子らしくしろって。あれ？　でも、何でアリスちゃん、男の子の格好してたんだろ」

　やっぱりそうか。

　前に毒ぶす島じまが有栖川について話しているとき、こいつは有栖川を女として認識しているのでは？　と思ったことがあった。みんな有栖川に気を遣つかっていたわけじゃなく、本当に女だと認識していたのだ。

　雫石は瞳だけを俺の方に向けた。

「──それって、有栖川さん……くん、かしら？　あの子が黒幕だっていうこと？」

「それは分からない。けど、俺は有栖川を男だと思っていた。でもたまに女だったっけ？　と迷うことがあったんだ。でも、そんな勘かん違ちがいは普ふ通つうじゃ有り得ない」

「そうだね……あたしたちも、良く分からなくなってきちゃったよ」

「つまり、有栖川に対するデータが改かい竄ざんされた可能性があるってことだ」

　朝霧はぞっとした顔で声を震ふるわせた。

「そんなことが……出来るの？」

「そうでなければ説明が出来ない。もしかしたら、ログインしたときから俺たちの記憶や認識に関する情報を操作されていたのかもな」

「でも、そんなことされたら、あたしたち何も抵てい抗こうできないよ。全然違う人間にされちゃうかも知れないんでしょ？　それどころか、人間ですら──」

　不安そうな朝霧を、雫石がさえぎる。

「そうなっていないということは、相手も万ばん能のうじゃないってことよ。もし本当に神の如ごとき存在なら、もっとえげつないマネが出来るはずだわ」

　そう言って笑う雫石の方が恐おそろしい。

「でも……それじゃ、アリスちゃんが黒幕なの？」

「いや。そうと決まったわけじゃない。そんな分かりやすいボロを出すとは思えないし」

「囮おとりか或あるいは……私たちの疑ぎ心しん暗あん鬼きをかき立てるための道具なのかもね」

　その可能性はある。或いは、黒幕のアバターとの接触が多いせいで、影えい響きようを強く受けているとか……とはいえ、裏が取れないので想像でしかないが。

　でも、何だってそんな面めん倒どうなことをするんだ？

「なあ、もし雫石が黒幕だったとしたら、二年Ａ組に紛れ込むようなことをすると思うか？」

「そうね……恐れおののく姿を、特等席で見たければするでしょうね。それと、色々ちょっかいも出しやすいから楽しいんじゃない？　気まぐれにイタズラすれば、相手は慌あわてふためいて右往左往するのよ？　そんなの楽しいに決まってるわ。それこそ神のような、全能感も味わえるでしょうね」

「なるほど……鬼き畜ちく外げ道どうの思考トレースはさすがだな」

「どういう意味よ」

　ギロリと睨にらまれた。

　雫石は取り繕つくろうように、長い黒くろ髪かみをさらりとかき上げる。

「で、２Ａギルドに黒幕が紛れ込んでいるとして……だったら余計に、目の届く場所に置いて、見張っていた方がいいんじゃないかしら？」

「それも一理ある。しかし、もし次も悪魔の祭さい壇だんを破は壊かいされたら、俺たちに打つ手はなくなる」

「放置しておくと、２Ａギルドの連中が式場たちみたいになる可能性もあるわ」

　確かに。生き返ることが出来なくなった今、２Ａギルドは非常に危険な状態だ。今まで通りのコミュニティを維い持じできるか分からない。

　疑心暗鬼の果てに、ひたすら殺し合いを続けた式場たちの悲ひ惨さんな末路。

　それを考えると不安になるが──しかし、

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「何で言い切れるのよ」

「一いち之の宮みやがいる」

　雫石は虚きよを衝つかれたように、口を半開きにした。

「式場たちと２Ａギルドの差は、生き返るシステムだけじゃない。一之宮というリーダーが存在しているかどうかだ」

　一之宮は信しん頼らい出来る。俺はそう思っている。確かに何か隠かくしていることはある。だが、あいつはこんな策略を巡めぐらして、人を殺せるような奴じゃない。

　雛沢の死にあれだけ苦しみ、自じ暴ぼう自じ棄きになりながらも、あいつは残された仲間を救うために、もう一度立ち上がった。

「あいつはやっぱり、ヒーローだよ」

　朝霧が一之宮を疑っているのは知っているが、それでも俺は一之宮はシロだと思う。

「なによそれ……ちょっと萌もえるわね」

「……どういう意味だよ、雫石」

「てっきり、俺より恵めぐまれたイケメンリア充じゆうは死ね！　と考えているのかと思ってたわ」

「お前な……」

　まあ、確かに昔そう思っていた時期もあったから、はっきり否定しづらいけど。

「別に。あいつは恵まれているとは思ってるよ。金持ちだし、イケメンだし、性格はいいし。でも、ひがんだところで何も変わらないしな。俺は俺の出来ることをするだけさ。別にスポーツの順位を競きそってるわけじゃないんだ。他人のステイタスが上がろうが、下がろうが、俺の価値が変わるわけじゃない」

　朝霧が俺を見つめていた。その目が少し笑っている。

「……やっぱり、変わったね。堂巡くん」

「そうかな？」

「うん。それじゃ、あたしからも一つ──いいかな？」

「ああ。どうしたんだ？」




「黒幕は滝たき沢ざわ隆りゆう二じ」




　──は？

　俺と雫石は、呆ぼう然ぜんとして朝霧を見た。

　黒幕って……え？

　あまりに突然のことに、頭が回らない。

　何で朝霧がそんなこと……っていうか、それ誰？

　朝霧、お前は一体──、

「めぐるちゃんのお父さんだよ」

　──あ、

　俺は以前、めぐるにログインしているユーザー一覧を見せてもらった。

　あのとき一人だけ、権限の違うユーザーがいた。

　それはｒｙｕｕｊｉというユーザー名。

　滝沢……隆二。

　めぐるの父親だったのか。でも、それがどうして……？

「滝沢隆二は、次世代ＶＲシステムの開発責任者だったんだ」

「……何だって？」

「開発中の体験企き画かくで選ばれたのは、出資者になりそうだったお父さんの娘むすめであるあたし。あと歳としが近そうな子供のいる関係者──開発責任者だった滝沢隆二の娘であるめぐるちゃんが選ばれたの」

　雫石は立ち上がり、朝霧に詰つめ寄った。

「ちょっと、どういうことよ？　凛々子、あなた最初から全部知ってたの？」

「証しよう拠こはないよ。黒幕が滝沢隆二だっていうのは、あたしの想像」

「想像……にしては、確信しているような口ぶりだったけど？」

「前にね、鏡の仮面を被かぶった変な男が、あたしに接触してきたことがあるの」

　そして促うながすように、朝霧は俺に視線を送ってきた。

「朝霧と話しているところなら、俺も見た。式場がカルダートを襲しゆう撃げきする直前のことだ」

「鏡の仮面は名乗らなかった……けど、話す内容は事件の関係者じゃないと知らないことだし、事件そのものに深い怨うらみを抱いだいている感じがしたし……それと、口では直接罵ののしるようなことはなかったけど、あたしを憎にくんでいるのは伝わってきた」

　──そうだ。

「確かあの時、二人のうち助かるのが一人だけなら、どうする？　みたいなことを言ってたな。それって、朝霧とめぐるのことだったのか……」

　朝霧は、困ったように微笑ほほえむ。

「……やっぱり聞いてたんだ」

「途と中ちゆうからだけどな。だけど、奴やつは復ふく讐しゆうじゃなくて、研究者っぽいことを話してたな……」

「うん、復讐心じゃないって。人間の本ほん性しようが見たい、って」

「なによそれ。余計にタチが悪そうね」

　雫石は気持ち悪そうな顔で、吐はき捨てるように言った。

「私は俯ふ瞰かんから見てます、感情では動きません──みたいなことを、したり顔で言う奴は大抵その逆よ。自己評価が根こん拠きよなく高くて、感情で突つっ走るタイプだわ。言ってみれば、ザコね」

　容よう赦しやないなあ……お前。

「ザコかラスボスかは置いておいてだな……確証はないが、でも、めぐるの父親で次世代ＶＲシステムの開発者と考えると、つじつまは合いそうだな」

「でも、事故の直後、滝沢隆二は会社を辞やめてるの。だから、今のシステムには関かかわっていないはずなんだ」

　なに？

「それじゃ、開発者権限があるわけじゃないのか？　だったら、どうやって意識データを操作したり、俺たちの妨ぼう害がいをするような修正プログラムを追加したり出来たんだ？」

「分からない。けど……気になることがあるの。お父さんが電話で話しているのを、ちらっと聞いただけなんだけど『滝沢が業界に復帰した。ファーストパレスに入社したようだ』って」

「ファーストパレス？」

　聞いたことがないな。

「一之宮くんのお父さんの会社だよ」

「な……!?」

「システム開発が本業らしいんだけど、洸あきらくんのお父さんは元々ゲームマニアだったらしくて、新規参入するっていうことみたい」

　その会社に……滝沢隆二が。

「何やらきな臭くさくなってきたわね」

　雫石も鋭するどい目で宙を睨んでいる。

「どうかな？　堂巡くん。それでもまだ、洸くんを信用出来る？」

　そうか……朝霧が一之宮を警けい戒かいしていた理由はこれか。

　雫石も肩かたをすくめた。

「ヒーローの座から転落かしら？」

「それは……分からない。でも──」

　雛沢が死んだ後、引き籠こもっていたあの一之宮を、朝霧も雫石も見ていない。そして、『俺を巻き込むな』という言葉も聞いていない。

　仮に一之宮が黒幕だとして、どうしてあんな態度を取る。周囲を騙だますためか？

　そんな必要はない。悲しそうな態度を取って、涙なみだの一つでもこぼせばそれで十分だ。

「……分かった。一之宮には折を見て探さぐりを入れてみる。しかし、俺にはやはり一之宮が黒幕とは思えない。もしかしたら、何らかの関係があるかも知れないが……少なくとも、今の状じよう況きようはあいつが望んだものじゃないのは確かだと思う」

「どうしてそう思うの？」

　一之宮は一之宮で朝霧を怪あやしんでいる。そのまま伝えると、感情による対立が激しくなる可能性もあるし、あのダメダメな一之宮の姿を語るのも悪い気がする。

「何て言うか……男同士、サシで話したことがあってさ」

　雫石が咄とつ嗟さにメガネをかけた。レンズがきらりと光る。

「なによそれ。いやらしいわね。詳くわしく」

「雫石。お前の感覚には、たまにというか、頻ひん繁ぱんについて行けなくなるんだが」

　それと、ちょっと期待したような目はやめろ。
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　翌日、船はアルズヘイムに到とう着ちやくした。

　港には、ゼラギエルだけでなく、一之宮や有栖川といった２Ａギルドが──なに!?

　魔王ヘルシャフトとして、朝霧と雫石を従えて甲かん板ぱんに出ようとした俺は、慌てて回れ右をして船室に戻もどる。朝霧は驚おどろいた顔で俺を見上げた。

「ど、どうしたの？」

「まずい。２Ａギルドがいる」

「えぇっ!?　なんでっ!?」

「分からんが……確かにアルズヘイムは、式場から逃のがれて身を寄せる場所としては悪くない選せん択たくだ。海を挟はさんでいるしな」

「で、でも、どうするの？」

　雫石は面おも白しろくなさそうに腕うでを組んだ。

「魔ま王おう軍が入港したことは、もう隠しようがないんだし、堂々と出て行くしかないんじゃないかしら？」

「うむ……ではこうしよう。雫石は黒の黎れい明めい団として式場との戦いに参戦。俺……というか堂巡と朝霧は、アステルの町でヘルシャフトと偶ぐう然ぜん出会い、共きよう闘とうすることになった。そして堂巡は事後処理に協力して、まだ現地に残っている」

　ツッコミどころもあるかも知れないが、整合性を精査している余よ裕ゆうがない。

「へるさまー？　どうしたんだもん？」

　甲板からフォルネウスの脳天気な声が聞こえてくる。

「いや、何でもない。すぐに行く」

　俺は改めて甲板に姿を現した。

　桟さん橋ばしでは生き残った２Ａギルドの全員が俺を見上げている。

　一之宮、扇おうぎ谷や、レオンハルト、有栖川、悠ゆう木き、毒島、宮みや腰こし……えっと、や、山やま田だ？

　それぞれの瞳ひとみには、恐おそれと戸と惑まどいの色が見える。しかし俺の後ろから、朝霧と雫石が姿を現した途と端たん、それは驚きの色に変わった。

「凛々子っ!?　それに雫石さんも！」

　一之宮が声を上げると、他ほかの連中も口々に名前を呼び始めた。

　俺はヘルゼクターのアドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウス、それに朝霧、雫石を従えて、桟橋へ下りる。すると朝霧は、２Ａギルドの輪の中へ飛びこんでいった。

「みんな、無事だったんだね！　よかった!!」

「朝霧こそ、よく生きてたなーっ！　ったくよーっ！」

「オー無事トカ、奇き跡せきカヨ!?　スゲエヨ!!」

「ボクも心配してたんだ……よかった」

　毒島は何かを探すように、船の甲板に視線を走らせた。

「それで……その、アイツは？　堂巡……は一いつ緒しよじゃないの？」

「うん。ちょっと戦いの後片付けというか……少し遅おくれてるの。無事だから心配しないで」

「そ、そう。別に心配はしてないけど……そう」

　どこかほっとしたような顔でつぶやいた。毒島も俺のことを心配してくれてたのは意外だったが、やはり嬉うれしいものだ。隣となりの宮腰が、どことなくイラついた顔をしているのが気になるが。

　朝霧の話を聞いて、一之宮の笑え顔がおが神しん妙みような表情に変わる。

「戦いというと……式場とか」

「うん……そのことで、みんなに話すことがあるの。壁かべの向こうで、式場くんたちに何があったのか」

　朝霧は俺の方を振ふり向き、問いかけるような目をした。

「うむ。久し振りの再会だろう。行くがいい」

「ありがと。ヘルシャフト」

　背中を向け去って行く朝霧に、２Ａギルドの連中が質問を浴びせかける。

「おいおい！　何だよ、今の!?」

「あ、朝霧さんって、ヘルシャフトの仲間になっちゃったの？」

「式場くんと戦う為ために手を組んだの。前にサタンを倒たおしたときと一緒だよ。だからあたしは一応魔王軍の指揮下に入ってるんだ。だから、この後みんなとは少し別行動になるかも」

　さりげないやり取りの中で、この後、俺と一緒に天国へ向かうための布石を打っている。相変わらずそつがない。

「ヘルシャフト様」

　声のした方へ顔を向けると、ダークエルフの女王ゼラギエルがお付きの者を引き連れて、やって来るところだった。

「ゼラギエルか。出で迎むかえご苦労」

「無事のご帰き還かん、心よりお慶よろこび申し上げますわ」

「うむ。ゼラギエルもよく留守を守ってくれた。それで、あの人間共は？」

　俺とゼラギエルは、去って行く２Ａギルドの背中を見つめた。

「はい。ウルリエルが、あの人間共はヘルシャフト様と知らぬ仲ではない。ヘルシャフト様であれば、きっと留め置くように言うはずだと強く主張するものですから……いけませんでしたでしょうか？」

　さすがウルリエル。お見通しということか。

「いや、問題ない。むしろ妙な動きをされると困る。このまま、ここへ留め置くのがいいだろう。それで、奴らはいまどこに住まわせているのだ？」

「はい。新たに建築致いたしました、夕ゆう霧ぎりの森の居住区を与あたえておりますわ」

　ならば、後で行ってみるか。

　一之宮から話を聞き出さなければならない。それに──、

　俺は並んで歩く、九人の背中を順番に見つめてゆく。

　──あの中に潜ひそむ、黒幕をあぶり出さなければ。
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　ヘルゼクターと共にエルフたちの歓かん待たいを受けた後、部下たちには戦いの疲つかれを癒いやすように言い置き、俺は一人で自室に戻ることにした。

　このヴァイスクローネ城には、俺の部屋が用意されている。しかし部屋でくつろいでいると、ゼラギエルかウルリエルがやって来るかも知れない。そうなれば朝まで解放してはくれないだろう。俺は部屋の前を素す通どおりし、そのまま城を抜ぬけ出すことにした。

　すっかり日が傾かたむいている。夕焼けの空には、森が黒いシルエットを映していた。

　その森に入り、巨きよ木ぼくの陰かげで魔王の鎧よろいを脱ぬぐ。堂どう巡めぐり駆流かけるの姿になった俺は、ゼラギエルから聞いた夕霧の森へと向かうことにした。

　オルゼリアとの戦いで焼き払はらわれた森を再生し、そこに新たに街を造り上げたと聞いている。その名の通り、夕方になると霧がかかって幻げん想そう的な雰ふん囲い気きになるそうだ。

「お……あれか」

　巨木を利用した街が広がっていた。直径十メートルを超こえる巨木をくりぬき、その中に多くの店が造られている。幹に開けられた穴から光が漏もれる姿は、まるでビルのようだ。

　さらに幹から伸のびる枝を足場として、木々をつなぐ回かい廊ろうを張り巡めぐらせ、さらにその上にも積み上げるように建物を造っている。木で出来た、巨大で豪ごう華かな空中都市だった。

「堂巡くん」

　意外なことに、街の入り口に朝あさ霧ぎりが立っていた。

「朝霧、どうしてこんなところに？」

「そろそろ来るんじゃないかな、って思って」

　そう言うと、懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「はい、これ。みんなの部屋割り」

「ああ……サンキュ」

　用意がいいな。何だか見み透すかされているみたいだ。

「正面のあの大きな木が、あたしたちの泊とまってるところ。木の中にも部屋があって、ホテルみたいだよ」

「助かるよ。メシは食ったけど、休む間もなくてさ。一休みしたら、動こうと思う」

「洸あきらくんと話をするんだよね？」

「ああ、そのつもりだ。でも、他のみんなとも、改めて話をしようかと思ってる」

　俺たちがエグゾディア・エクソダスに閉じ込められた事故を起こした黒幕。

　鏡の仮面。

　その正体は、滝たき沢ざわ隆りゆう二じ……というのが最有力だ。

「俺たちが天国へ向かう前に、目星が付けられればベストだからな」

「……でも、危険だよ？」

「気を付けるよ」

　軽く手を上げて、俺は目の前にそびえる巨木のホテルへと向かった。
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　一応、俺にも部屋の割り当てがあった。行ってみると、部屋はエルフらしく上品で落ち着いた雰囲気のインテリアだった。ベッドの上に横になり、深い溜ため息を吐つく。

　アドラとサタナキアには、天国への侵しん攻こう準備を命じておいた。明日あしたから始めるとして、恐らく出発は三日後あたり……か。

　それまでに、２Ａギルドの様子を窺うかがい、怪しい奴やつがいないか探さぐる。

　今まで自分が怪しまれないように気を付けていたのに、今度は朝霧以外の２Ａギルドを疑うことになるとは皮肉なものだ。

　さて、誰だれから当たるか？

　そう思い悩なやんでいると、ノックをする音が響ひびいた。

　向こうから来た!?

　というか、誰だ？　朝霧じゃないとすれば、一いち之の宮みやくらいしか来そうな奴はいない。

　最初から大物が相手か。にしても、よく俺がここへ来たと気付いたな。

　俺は緊きん張ちようを感じながら、ドアを開けた。

「あ、ひ、ひさしぶり……じゃん？」

　まさかの毒ぶす島じまメグだった。

　予想していなかったので、返事も出来ずに固まってしまった。すると毒島は困ったような笑みを浮うかべた。

「え、え～っと、さっき堂巡が歩いてるの見えたから、追いついて来たんだって思って。い、一応確かく認にんしに？　みたいな？」

　少し挙動不ふ審しん気味に手をぱたぱた動かしながら、視線をさ迷わせる。たまにチラチラと俺の顔を窺うように見る顔は少し赤い。

「あ、ああ……ちょっと魔王軍の後片付けを手伝ってて」

「そ、そうなんだ」

「ああ。えー……」

「……」

「……」

　話すこともなく、見つめ合ってしまう。

　どうしたらいいんだ？　っていうか、こいつは何をしに来たんだ？

「あ、あのさ……入ってもいい？」

「え？　ああ。いいけど」

　ドアを大きく開き、中へ招き入れる。しかしソファもないので、ベッドに座ってもらうことにした。なので俺は立ったまま。

「堂巡も座ったら？」

「いや、このままでいいよ」

「でも、話しづらいし……」

　並んで座るのは、それはそれで話しづらいのでは？　と思ったが、こんなことで押し問答もバカらしい。俺は毒島の隣に腰こしを下ろす。

「それで……何しに来たんだ？」

　そう訊きくと、突とつ然ぜん火が付いたようにまくし立てた。

「ちょ……そんな言い方ないじゃん！　せっかく心配してやったんだから！」

「言い方って、ただ訊いただけで──って、心配してくれたのか？　お前が？」

「わ、悪い？」
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　毒島は顔を真っ赤にして、腕うでを組んだ。寄せて上げられた胸の谷間に、思わず目がいってしまう。

「いや……ありがとう」

「へ？　う、うん……その……あ！　さっき朝霧さんから話聞いたよ。式しき場ばと他ほかのみんなのこと」

　そうか。朝霧が伝えてくれたのか。

「なんか……信じられないっていうか。だって教室で一いつ緒しよにバカなことしてたみんなが、そんな殺し合いとか……なんかウソみたいで、ありえないってゆーか」

「俺もそう思うよ」

　間接に話を聞いただけでも、ショックだろうな。にわかには信じられないのも無理はない。信じたくない、という方が近いかも知れないが。

「大変だったね……堂巡も」

　え？　まさか、そんな気を遣つかうようなセリフが毒島から出てくるとは。

「あーいや……そんなことないさ。大変なのはみんな一緒だろ。毒島の方こそ、あれから大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　一応お返しにそう訊くと、毒島の顔がぱっと花が咲さいたように明るくなった。

「う、うち？　うん。ここに来てからは、もう快適そのものってゆーか。平和だし。ってゆーと、堂巡が戦ってるときに、何してたんだってハナシだけど」

　後半は申し訳なさそうな顔で肩かたをすぼめた。

　何というか……本当に、くるくる表情の変わる奴だな。

「そんなの気にする必要ないだろ」

「あ、あのね？　うち……その堂巡に言わなきゃいけないことがあって……」

「俺に？」

　こいつも、何か秘密を持っていたのか？　一体何についてだろうか。まさかとは思うが、黒幕と何かつながりが……？

　急に胸の中に危機感が湧わいてくる。俺のところへいち早くやって来たのは、口を封ふうじるため？　この状じよう況きようでは助けも呼べない。

「堂巡……」

　毒島の顔から笑えみが消えた。まっすぐ見つめる瞳ひとみからは、感情も、考えも読み取れない。

　こいつ──っ!?

「ゴメン！」

　勢いよく頭を下げられた。

「──は？」

　がばっと顔を上げると、毒島は少し泣きそうな顔でじっと見つめてきた。

「バカにするようなこととか、色々言って。本当にゴメン。謝る。この通り！」

　音を立てて両手を合わせると、拝むように目をつぶる。

「お、おい。どうしたんだよ急に？」

　毒島は顔を上げる。その顔には少し怯おびえたような、不安な様子が見える。

「堂巡は、今までうちらの知らないところで、色々してくれてたんだよね？」

「……色々って」

「アキラと朝霧さんから聞いたし。前だってみんなをまとめるために憎にくまれ役になってたけど、一人でこの世界のことを色々探ってたりとか。朝霧さん助けたり、オルゼリアの時も、今回の式場のことだって……ツライこと全部、堂巡が引き受けてくれて……」

　……ああ、そういうことか。

　別に俺の正体に気付いたとか、そういうことじゃなかったので、ほっとした。

　毒島の話を聞く限りでは、朝霧は俺がヘルシャフトとして動いていた時のことを、イイ感じで堂巡に置き換かえて話をしたようだ。

　正直、そんなアピールしなくても、とは思うが……もう手て遅おくれか。

「別に大したことはしていないよ。たまたま、そういう立ち位置にいたってだけで」

「そんなことないし！　すごいって！　そんなのうち無理だし！」

　うーむ、あの毒島にこう持ち上げられると、何とも居い心地ごこちが悪い。それに……頰ほおを赤くして、うるんだ瞳で見つめられていると、なんか誤解してしまいそうだ。ここは一いつ旦たん、話を切り上げるとしよう。

「実はこの後、一之宮と相談しないといけないことがあるんだ。申し訳ないけど……」

「あ！　そ、そうなんだ。ゴメンね！」

　毒島は飛び上がるようにして立ち上がった。

「そうだよね、これからのこととか、色々相談があるんだよね？　うちジャマになったりしないから！」

「いや、別に邪じや魔まなんかじゃないって。ただ用事があったから……こっちこそ悪いな。せっかく来てくれたのに」

　一応気を遣ってそう言うと、毒島はすごく嬉うれしそうな笑顔を見せた。

「ううん。こっちこそ急に来ちゃって……でも、話せてよかった、かな」

　その表情があまりにも可愛かわいらしくて、俺の胸がドキッと弾はずんだ。

「じゃ……またね」

　挨あい拶さつと、甘い香かおりを残して、毒島は部屋を出ていった。

　……毒島ってあんなに可愛かったっけ？
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　毒島にああ言った以上、一之宮のところへ行かざるを得なくなった。

　部屋を出て、朝霧がくれた部屋割りを確認する。どうやら一之宮の部屋は、結構上の方らしい。

　どうやって話を進めるかな……。

　そんなことを考えながら、ツタで出来ているような螺ら旋せん階段を上ってゆく。

「おーっ、堂巡じゃん。よーやく着いたのかよ」

　階段を上がった先に、ちょっとした休きゆう憩けいスペースがあった。そこにソファがいくつか置かれていて、扇おうぎ谷や、レオンハルト、山やま田だが座っている。

　……一之宮より先に、こいつらの話を聞いておくか。

「ああ。船がなかなか出なかったんだ。さっき着いたばかりだよ」

　俺は空いているソファに腰を下ろした。何となく輪になって座るような形になる。

「ソレデ式場タチの話ッテまじナノカヨ!?」

　相変わらずのキャラＴシャツ姿でレオンハルトが身を乗り出した。同じように、扇谷と山田も息を吞のんで俺の返事を待っている。

「ああ本当だ。もちろん死体を確かく認にん出来るわけじゃないが……式場は墓まで建ててたよ」

「マジかよー」

　扇谷は倒たおれるようにソファの背に寄り掛かかり、手で目を覆おおった。

「恐こわい話だよね」

　山田の感想は普ふ通つうだった。だが、誰だれにも否定出来ない事実でもあった。

「オゥ……ナンデそんなコトニ、ナッテンダ？」

「朝霧から聞いてるだろうけど、相手に殺されるかも知れないって疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいったんだよ。殺される前に殺す。それで頭がいっぱいになって殺し合ったんだ」

「ったく。バカな奴やつらだぜ……」

　苦々しい顔で、扇谷は吐はき捨てるようにつぶやいた。

「でも、オレたちだってもう生き返ることは出来ない。一歩間ま違ちがえれば、奴らと同じ運命を辿たどることだって有り得るんだ」

「ヤーッ！　自分のミは自分デ守ルってやつデスカーッ!?」

「そうだよね……油断しないようにしないとね」

「お前らバカじゃねーの？」

「へ？」

　扇谷が呆あきれたような顔でふんぞり返った。

「何でオレたちがあいつらと同じなんだよ？　オレたちゃもう二年近くもつるんでるんだぜ？　仲間の年季が違うってんだ」

　扇谷は宙を見つめ、そこにいない誰かに話しかけているかのようだった。

「大体、仲間が信じられねーなんて、ありえねーだろうが。こんな世界で、唯ゆい一いつ信用出来るのが仲間なのによ。わけわかんねーよ」

　レオンハルトは惚ほうけたような顔で、独り言のようにつぶやいた。

「……そう、か。なるほど、そうだよな。確かに」

　そのニュアンスは、いつものヘンテコ外人っぽいイントネーションではなく、ネイティブのように自然だった。

　そういや、レオンハルトは前にも流りゆう暢ちように日本語を話したことがあったよな？

「なあ、お前って実は普通に日本語話せるのか？」

「え？　ああ……バレたか」

「っ!?」

　よく見るとイケメン面づらのレオンハルトを、俺はガン見した。

　まさか、こいつが──？

「はあっ!?　何だよオマエ!?」

　扇谷が心底驚おどろいたような顔で、レオンハルトの肩を摑つかむ。

　レオンハルトは片目をつぶって、舌を出した。イケメンなので、その仕草が妙みようにキマっている。

「変な外人キャラが受けるかなと思って……やっぱアニメやゲームだと定番だろ？　でも、つい気を抜ぬくと地が出ちゃって」

「なんじゃそりゃあ!?　現実はアニメやゲームの世界じゃねーんだぞ!?」

　そこで扇谷にツッコんだのは、まさかの山田。

「いや、ここはゲームの世界だから。ほら、さっき朝霧さんが言ってたじゃん。予想通り、ゲーム世界だって」

　ザ・普通の山田にツッコまれるのは、かなりの屈くつ辱じよくだ。

「う、うるせええ！　そーゆーことじゃねーんだよ！　言いたいことはよ!!」

　テンションの上がる扇谷とは対照的に、レオンハルトはヤレヤレとばかりに首をすくめて、いかにも外人っぽいリアクションをした。

「いやぁ、だってクラスに外人が一人だし。やっぱカタコトでしょ」

　思わず俺もうなずいてしまった。

「確かに。で、実は日本語ペラペラってオチだよな」

「あぁあああっ！　るっせぇえ！　何の話だったか、忘れたじゃねぇか！」

「扇谷は大した奴だって話だよ」

「おお──あ？　んだよ、急に」

　きょとんとした顔で俺を見つめた。

「そう思ったからだよ。まあ、ちょっとアホだけどな」

「るせえ！　ほっとけ！」

　いかん。つい言ってしまった。

「悪い。ちょっと調子に乗って言い過ぎた」

「あ？　何で、そんなんいちいち謝んだよ」

「だって……怒おこったろ？」

「あー、んなのは勢いだろ？　ノリだよノリ。オレたちゃ何度も命ギリギリのところをくぐり抜けて来たんだぜ？　そんな程度の悪口くらいで、どうにかなるモンじゃねーだろ。そんなのいちいち気にしてたら、仲間じゃねーぜ」

　なるほど、これが扇谷の仲間に対する想おもいか。

　外部の人間には警けい戒かい心しんを抱いだくが、一度仲間と認識すれば全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置く。

　らしいといえば、らしい。

　ある意味、羨うらやましい。

「……確かにそうだな。俺たちは仲間だもんな。気を遣つかいすぎるのも変だよな」

「そーゆーこった」

　ご機き嫌げんに笑う扇谷に釣つられて、俺も微笑ほほえんだ。

　──しかし、

　そんなことを言いながらも、俺は全員を疑っている。

　扇谷みたいになれたら、どんなにいいだろうか。

　からから笑う扇谷に、今度はレオンハルトと山田がツッコむ。

　レオンハルト……実は普通に日本語を話せるのでは？　と前から思っていたが、やはりそうだった。だが、それだけだ。変なカタコトで喋しやべる理由も、コイツらしい。

　だが、もう一つ気になる点がある。

　オルゼリアの大聖堂で生活していたとき、劇場で俺は脅きよう迫はくの動画を観みた。

　あのとき、劇場を出たところに朝霧がいたので、てっきり俺は朝霧の仕し業わざかと思っていた。だが、もう一人あの映像を映すことの出来る奴がいた。それがレオンハルトだ。

　上映の操作方法を知っていたし、途と中ちゆうで帰ってしまったが、本当に帰ったと確認したわけじゃない。あの後、上映室へ行って脅迫映像に差し替かえることも可能だ。

　しかし証しよう拠こはない。それに、もし黒幕が開発責任者だった滝沢隆二だとしたら、システムに介かい入にゆうするのも簡単なのかも知れない。だとすれば、必ずしもあの場にいなくても、上映室の操作も可能だったのでは？

　そう考えると、劇場での一件は決め手にはならない。

　となると……、

　──山田吉よし宗むね。

　よく考えれば、不思議な男だ。

　何もかも平均値。目立たず、存在感がない。

　黒幕が姿を隠かくすのに、これほどうってつけの存在があるだろうか？

　なぜか名前もよく忘れてしまうのも、俺たちの認識をごまかしている影えい響きようなのでは？　と勘かん繰ぐってしまう。

　モブとして２Ａギルドに溶とけ込み、その実全員を抜け目なく観察し、どういう手を打てば、俺たちが一番苦しむのかを冷れい徹てつに判断しているのではないか？

　普段の山田とは正反対の存在が、その特とく徴ちようのない姿の中に隠されているとしたら？

　俺は三人と談だん笑しようしながら、そんなことを考え続けていた。
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　話が一段落したところで、俺は一之宮の部屋へ向かった。

　話の進め方に色々悩なやんだのだが、結局のところこう切り出した。

「飲みに行かないか？」

「いいな。行こう」

　そうして二人で飲み屋に繰り出した。

　エルフの街なので、飲み屋も静かで上品だ。ちょっと気取った大人のバーという雰ふん囲い気きで、俺としては少し気き後おくれする。

　綺き麗れいなエルフのお姉さんが席まで案内してくれて、とりあえずアルズヘイムのビールを頼たのんだ。すぐに運ばれてきたグラスには、泡あわの出る金色の液体がなみなみと注がれている。そのグラスを合わせてから、俺たちは地ビールを喉のどに流し込んだ。

「──で、何か話でもあるのか？」

　そう言った一之宮には、どこか覚かく悟ごが出来ているように見える。だから俺も、思い切ってストレートに訊きくことにした。

「滝沢隆二とこのゲーム世界、そしてお前の父親が経営する会社、ファーストパレスとの関係を知りたい」

　一之宮はさほど驚く様子もなく、苦笑いを浮うかべた。

「凛り々り子こが話したんだな」

「……まあな」

「念のために訊いておくが、滝沢というのはヘルズドメインからうちの会社に転職した男……ということでいいんだな？」

「知らないのか？」

「名前まではな。でも親父おやじから話は聞いた。次世代ＶＲシステムの開発者を引き抜いたってな」

　一之宮は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「そうさ、俺は最初からここがどこか知っていた。なぜこうなったのかまでは分からないが、大体の想像はついた。結局のところ、みんなを騙だましていたんだ」

「……でも、仕方がなかったんだろ？」

「そう言ってくれるのはありがたいが……でも事実だ」

「俺は黙っていて正解だと思うけどな。もしお前がそんなことバラしてたら、誰もお前のことを信用しなくなっていたかも知れない。リーダーのいない２Ａギルドは烏う合ごうの衆だ。いずれ、式場たちと同じ運命を辿っていたさ」

　しかし一之宮は渋しぶい顔をした。

「そう割り切れるものじゃない……でも、俺には責任があった。みんなを元の世界へ無事に連れて帰るという責任が」

「前から気になっていたんだけどな、どうしてそこまで責任を感じるんだ？　お前が何か直接関かかわっているのか？」

「まさか。だが、俺たちがここに閉じ込められたのには、間違いなくその滝沢という男が関わっている。だとすれば、俺も親父も無関係じゃない。会社の人間が起こした不ふ祥しよう事じなら、何とか解決しなければと思った」

「滝沢が関わっているという根こん拠きよは？」

「あの社会科見学の一週間前のことだ。開発主任が行方ゆくえ不明になった」

「その開発主任が滝沢か？」

「そうだ。それと開発用のサーバー一式。こいつは小規模だが、ヘルズドメインがエグゾディア・エクソダスで使用しているサーバーと同等の機能がある。しかも開発資料やデータが全すべて処分されていた」

　おいおい、それって……。

「利用されたのか。一之宮の親父さんの会社」

「と、俺は想像している。うちの会社のリソースと金を使って、擬ぎ似じ的なヘルズドメインのシステムとハッキングツールを作っていたようだ」

「ハッキング!?　何でそんなものを……」

「詳くわしくは分からない。だが、セキュリティのテスト用に必要だとか、そんな言い訳をしていたらしい」

　となると、滝沢はヘルズドメインのシステムを乗っ取る手段を開発していた……と考えるのが自然だ。それを使ってシステムに侵しん入にゆう。俺たちをエグゾディア・エクソダスへログインさせた後、自らもログインした。

　そして、俺たちの意識データに自分のアバターの情報を追加し、俺たちが違い和わ感かんを感じないようにする。二年Ａ組にいたフリをして、２Ａギルドの一員となり、俺たちを近くから観察していた。

　修正プログラムのＳａｎｔａ─Ｘを適用したのも滝沢に違ちがいない。

　俺たちを追い込み、それを近くで見て笑っていたんだ。

　式場たちにはより過か酷こくな条件を与あたえ、殺し合いをさせた。

「社員がライバル会社のサーバーに侵入してトラブルを引き起こし、その結果大勢の人間を死に至らしめた。しかもそれに使われたツールやハードは、全てうちの会社のもの──なんてことになったら……」

　社会的に終わりだろう。

　だからこそ、一之宮は一人も欠けることなく、全員で生きて帰ることにこだわっていた。しかし現実は既すでに半分以上の人間が死んでしまった。

「それともう一つ、問題があった」

「それは？」

「凛々子だ」

　一之宮はビールをあおった。俺もつき合うようにグラスを空にする。すると一之宮はすぐにおかわりを頼んだ。

「あいつのことは昔から知っている。子供の頃ころから、お互たがいパーティに連れて行かれて、顔を合わせていたからな。幼なじみみたいなもんだ。だから凛々子に起きた悲劇も知っている。今回の事件が起きたとき、俺はまず凛々子を疑った。何らかの関係があるはずだと」

「関係というより、この事件は朝霧を狙ねらったものだと確信していたんだろ？」

　運ばれてきた新たなビールを一口飲んでから、「そうだ」と答えた。

「だがそれも言えなかった。凛々子のことを話せば、当然みんなこう考えただろう『朝霧、お前のせいで』とな」

「……だろうな」

「だから俺はそのことについても口を閉とざした。そして、この世界で共同体をつくり、大きな波風を立てずに過ごすことを第一に考えた。もちろん、ヘルズゲートによる自力脱だつ出しゆつの努力もしていたが、それは最優先じゃない。外の世界でも俺たちの救出に動いているはずだからな。むしろ、それまで揉もめずに過ごすことが重要だった」

「確かに。生きてさえいれば、助かる可能性があるからな……」

　一之宮が知っているのは、恐おそらくこんなところだろう。今までの話を聞いて思ったが、やはり一之宮には俺や朝霧の本当の事実は伏ふせておこう。そして、このまま２Ａギルドのリーダーとして、みんなの面めん倒どうをみてもらう。

　それが一番、生き残る確率が高い。

「堂巡、今の話を聞いて、お前はどうするつもりだ？」

「そうだな……とりあえず、お前と朝霧の話は他ほかの連中には黙だまっておく。言ったら大変な事になりそうだからな。それと、脱出の手がかりを探してみようと思っている」

「脱出の手がかり？」

「ああ。実は俺も一つみんなに隠していたことがある」

「何だ」

「俺は、ヘルズドメインで開発のバイトをしていたんだ」

「な──」

　一之宮は口を開いたまま、固まった。

「と言っても、末まつ端たんの末端だぞ？　データのパーツを作ったりとかさ」

「いや……そうだとしても、驚おどろいた。まさか、そんな偶ぐう然ぜんがあるなんてな……」

「そんな下っ端ぱのバイトだが、他の連中よりはこの世界のことが分かる。だから、色々動いてみようと思っている」

「なるほど……それで前々から一人で動いていたのか……だったらみんなで──」

　俺は手の平を向けて、一之宮の言葉を押し止とどめた。

「色々言い訳が苦しくなるだろ？　基本的にはさっきお前が言った戦略。生き残ることを最優先にして、救きゆう援えんを待つ。これがベストだ。だから俺の動きにつき合うことはない。ここにいれば安全だ。それにお前がいなかったら、他の連中をまとめる奴やつがいなくなる」

「しかし、死んだら終わりだぞ？　堂巡のレベルじゃ……」

「ああ、だから朝霧を連れて行く」

「凛々子を？」

「お前も顔を合わせづらいんじゃないかと思ってさ」

　しばらく口を閉ざして考えていたが、やがてうなずいた。

「分かった。だが、その代わりに訊きたいことがある」

「何だよ？」

「堂巡と凛々子はどういう関係なんだ」

　思わず飲みかけたビールを吹ふいた。げほげほとむせる俺を、一之宮は驚いたように見つめている。

「そこまで焦あせらなくてもいいだろ？」

「い、いや……急だったから」

「で？　本当のところはどうなんだ？」

「いや、その……」

　やべえ！　この手の話は専門外だぜ！

「ちょっと、いい雰囲気になって……でも、また距きよ離りが開いてしまったというか……」

「なるほどな。それで二人っきりで冒ぼう険けん旅行か……良く分かった」

「ちっ！　ちげーって！　そういうんじゃなくて、俺はみんなのためにだな……」

　くっそ。ニヤニヤしやがって。

「そういう一之宮はどうなんだよ？」

「俺か？　俺は今はそういうのは考えていないな」

「雫しずく石いしに気があるんじゃなかったのかよ？」

　今度は一之宮がむせた。

「……何で、雫石さんなんだ？」

「見てれば、何となくな」

　一之宮は残ったビールをあおって、音を立ててグラスを置いた。

「正直に言えば……まあ、惹ひかれてはいる」

「こう言っちゃ何だが、何でまた雫石なんだ？　あいつは確かに頭はいいし、美人だし、鋼はがねの精神力で、心臓が毛皮を着ているような図太い奴だが、社会不適合者だぞ？　お前ならもっといい物件が掃はいて捨てるほど集まるだろうに」

「彼女は……そうだな、確かに一時期好きだったことがある。でも今は好きというよりも……憧あこがれかな。うらやましいんだよ」
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「うらやましいって……どこが？」

　心の底からの疑問だった。俺の顔を見て、一之宮は苦笑いを浮うかべた。

「自由なところがさ。雫石さんは、自分の価値観だけを信じている。他人の評価なんて気にしていないし、他人の顔色を窺うかがうこともしない。他人との関係も、社会のしがらみも、何もない。全てを振ふり切って、己おのれの信じる道を突つき進んでいる。自分の好きなことを、好きなようにして生きている」

「確かに、良く言えばそうかも知れないが……」

「自分に対する絶大な自信がなければ、ああは出来ない。俺は雫石さんのように生きたいとは思わないし、出来もしないだろう。俺には背負っているものもあるし、両親や、友人や、様々な関係を大事にしたい。でもどこかで……雫石さんのように生きられたら、どんなにいいだろうか……って思っているんだよ。多分」

「そうか……」

　一之宮の熱い語りを聞いてみても、雫石に惚ほれる気持ちは微み塵じんも分からなかった。しかし、あいつの生き方に関しては、少し同意している自分に気が付いた。
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　一いち之の宮みやと飲んだ翌日、宮みや腰こしと有あり栖す川がわに話を聞く機会があった。

「は？　別にアンタと話すことなんてないんだけど。お金払はらうなら、話し相手くらいならしてあげてもいいけどね」

　毒ぶす島じまと違って、宮腰は相変わらずな感じだった。

「そう言うなよ。俺は一之宮の下した請うけみたいなもんだ。なにせ式しき場ばたちがあの有様だったからな。みんな不安を感じているんじゃないかって、一応様子を聞いて回ってるんだ」

　宮腰は朝あさ霧ぎりから聞いたであろう式場の話を思い出したのか、顔を引きつらせた。

「式場とかマジおかしいって。あんなの死んで当然。他のみんなはどうだったのか知らないけど、どっちにしろ聞くのも話すのもイヤ。はい終しゆう了りよう。これでいい？」

「気持ちは分かるがな……俺たちだって、もう生き返ることは出来ないんだ。あいつらを反面教師にしないとな。元の世界へ戻もどる方法が見つかるまでは、狩かりやレベル上げもせずに大人しくしているのが一番だと思うぞ。ここなら安全だから、不安やストレスも感じなくて済むはずだ」

　宮腰はわざと聞こえるように、舌打ちをした。

「アンタと話すのが一番ストレスだっつーの」

「……分かったよ。時間取らせて悪かったな」

　宮腰は、ふんと鼻を鳴らして立ち去ろうとして──立ち止まった。

「あとアンタ、メグにちょっかい出さないでくれる？」

「毒島に？　俺が？」

　何のことか分からない。すると宮腰はもう一度舌打ちをした。

「式場たちをどーこー言うのもいいけどさ、アンタこそ刺さされないように気を付けたら？」

　イマイチ何を言いたいのか分からない捨て台詞ぜりふを残し、宮腰は去って行った。

　捨て台詞はともかく、あいつが黒幕じゃないってことは、間ま違ちがいなさそうな気がした。教室にいたときから変わった様子もないし。

　しかし、黒幕が意識データを操作したとすれば、ログインする前の記き憶おくもあてにはならない。２Ａギルドに紛まぎれ込むために改かい竄ざんしたと思われる点は二つ。

　一つ目は、新たに用意したアバターを二年Ａ組の生徒だと認にん識しきさせること。

　二つ目は、そのアバターがログインする前から二年Ａ組に存在したという、偽にせの記憶を植え付けること。

　大おお幅はばに修正を加えると整合性に問題が出る。恐おそらくは、最低限の操作にとどめているだろう。全員、特に違い和わ感かんを感じていないということは、それらの改竄が上手うまくいっている証しよう拠こ。しかし、無理をしていることに変わりはない。どこかでボロが出るはずだ。

　例えば、ログイン前と後で、キャラがブレている奴とか──、

「……で、有栖川」

　有栖川は俺と宮腰のやり取りを、ハラハラした顔でずっと見つめていた。

「う、うん。ケンカになるんじゃないかって、心配したよ」

　不思議の国のアリスのような格好をして、大きな瞳ひとみで見上げている。可愛かわいらしさに一層磨みがきがかかった気がする。何も知らなければ、美少女だと信じて疑わないだろう。

「念のため訊きくが……有栖川は男だよな？」

　スカートの裾すそを摑つかみ、恥はじらうような仕草を見せた。

「う、うん……そう、だよ？」

「最近、２Ａギルドの中で、ガチで女の子だと思われてないか？」

「あはは……やっぱり？　そんな気してたけど」

　もし、有栖川の中に黒幕が隠かくれていて、俺たちの認識をごまかしているとしたら……それが、俺たちが有栖川の性別に混乱している理由なのかも知れない。

「女扱あつかいされることに抵てい抗こうはないのか？」

「分からない、けど……でも、嫌いやじゃないよ」

　有栖川は斜ななめ下を見つめたまま、返事をする。

「この格好は雛ひな沢ざわさんが着せてくれたもので……だから、この格好をしていると、雛沢さんのことを感じることが出来るんだ」

「そうか……形見みたいなものか。でも、いつも着ている必要はないんだぞ？」

「……うん。そうなんだけど……でも」

　何やらもじもじしている。頰ほおを赤くして、何か激しく葛かつ藤とうしているようだ。

「ボ、ボク、嫌きらいじゃないから。女の子の格好するの」

「……そうだったのか？」

　有栖川は恥ずかしさのあまりか、手で顔を隠してしまった。

「ねえ……軽けい蔑べつする？」

「いや、それは……個人の趣しゆ味みだし……」

「でも気持ち悪いと思わない？」

　そう言いながら、手を離はなして顔を上げる。大きな瞳に涙なみだがキラキラと光っている。

　やべえ。可愛い。

「……に、似合ってるから、いいんじゃないか？」
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「そ、そうかな。似合ってる？　ホントに？」

　にこっと微笑ほほえむと──余計に可愛い。

「ボク、女装が好きなんて、自分でも知らなかったんだ。雛沢さんに無む理り矢や理り着せられて、これ好きかもって初めて分かったんだ。雛沢さんは、見み抜ぬいていたのかな？　なんて」

　多分、単に面おも白しろがっていただけな気はする。しかし、どう捉とらえるかはその人次し第だいだ。有栖川が感謝しているのなら、そう思うのが正しい。

「それじゃ、女の子扱いされるのも嫌じゃないのか？」

「うん。どっちかというと……うれしいかも」

　上うわ目め遣づかいで、そんな恥ずかしそうに言うな。道を誤ってしまうだろうが。

「そ、それじゃ、またな」

「あ、堂どう巡めぐりくん。心の傷のことを心配しているなら……羽う衣い子こちゃんを気にしてあげて欲しいな」

「悠ゆう木きの奴やつ、まだ立ち直れていないのか？」

「うん……なんか、危ない気がする」

　俺は分かったと返事をして、小さく手を振る有栖川と別れた。

　有栖川は──保留。

　怪あやしくもあり、関係ないようでもあり、決め手がない。

　確かにこの世界へ来て大きく変化を遂とげた。だが、その要因は雛沢にあるし、教室にいた頃ころから、どこか女っぽかったしな……。

　しかし、あの可愛い見た目の中に、中年のおっさんのはずの滝たき沢ざわ隆りゆう二じが入っていると考えると寒気がする。

　有栖川が黒幕でないことを願った。
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　有栖川と会った後と、その翌日も悠木羽衣子の部屋を訪ねてみたが、閉じこもっていて扉とびらを開けてはくれなかった。

　仕方なく朝霧に頼たのんで、扉の外から呼び掛かけてもらったのだが、やはり扉を開けてはくれなかった。

「心配だね……」

「うーむ……どうしたものか」

　しかし、悠木が黒幕である可能性は低い。だからドライな言い方をするなら、放ほうっておいても差し支つかえない、とも言える。

　気弱で引っ込み思案なキャラは、身を隠すには丁度いいかも知れない。しかし、悠木の普ふ段だんの態度は、演技で出来るようなものだったろうか？　いかにも人見知りらしい、微び妙みような仕草や態度。俺と他ほかの連中、それに雛沢に対する態度の微妙な使い分け。そんな面めん倒どうなことをするだろうか？

　何より、雛沢が死んでからの行動はやり過ぎだ。もし悠木の中に黒幕がいるとすれば、あんな目立つような芝しば居いをわざわざするとも思えない。

「やっぱり、そっとしておこうか」

　俺は悠木が黒幕である確率は低いと判断し、そう朝霧に提案してみる。

「でも……心配だよ。自じ暴ぼう自じ棄きになったり、今よりもっと精神的に不安定になったら……考えたくないけど、自殺とか……」

　そうだった。今は自殺が出来るんだった。

「もっと考えたくないけど、破は壊かい的な衝しよう動どうが他の人に向くとか……」

　そうなれば式場の運命まっしぐら。悠木は２Ａギルドの火薬庫か。

「しかし、雛沢がいない今、あいつをなだめることが出来る奴なんて……」

　──待てよ。

　いるじゃないか。悠木が雛沢の次に親しく感じている存在が。

　しかし……あいつを連れてきたら、どういう結果になるのか想像もつかない。猛もう獣じゆうを二匹ひき、一つの檻おりの中に入れるようなものじゃないか？

　迷った挙げ句、俺は魔ま王おうの鎧よろいを身に着け、猛獣を呼びに行った。

「で、王様。ゆうきと話をすればいいのか？」

　グラシャは釈しやく然ぜんとしない顔で腕うでを組んだ。

「ああ、そうだ。奴は親しい仲間を失い、落ち込んでいる」

「まあ、分かるけどよ。でも、珍めずらしいことじゃねえだろうに」

　ぶつぶつ言いながら、悠木の部屋の扉をドンドンと叩たたく。その度たびに、朝霧の後ろに隠れている有栖川が、ビクッと震ふるえる。

「朝霧さん……な、何で、ボクが呼ばれたの？」

「えっとね、アリスちゃんに回復魔法をかけてほしくて」

「それって、グラシャが羽衣子ちゃんを……」

「うーん……その逆かなぁ」

　万が一拳こぶしで語り合う展開になった場合のために、連れてきたのだ。

「おーい！　ゆうき、出てこい!!」

　ややあって、天の岩戸──ではなく、扉が微かすかに開いた。

「おおかみ……さん？」

　すっげ、グラシャ効果。俺や朝霧が何を言っても無む駄だだったのに。

「ああオレだ。なんか落ち込んでるって話だからよ。来てみたんだが、どう──」

「うわぁああああああんっ!!」

　悠木は扉の隙すき間まをすり抜けるようにして突とつ進しんし、神速の踏ふみ込みでグラシャのみぞおちに見事なタックルを決めた。

「ぐおぅっ!?」

　組み付いたまま、廊ろう下かの壁かべに叩き付ける。

「有栖川、回復魔法」

「へ？　あっ！　は、はいっ」

　有栖川が魔法少女よろしくステッキを一ひと振ふりすると、一気に減ったグラシャのＨＰが回復した。

「わぁあああんっ！　狼おおかみさんっ！　狼さぁああああんっ!!」

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を、ぐりぐりこすりつけている。あれでも、地味にＨＰが減ってゆくな……。

　有栖川は、ある程度ＨＰが減るとその度に回復魔法をかけた。心温まる場面のはずなのに、気を抜く暇ひまがない。

「おぉい！　落ち着けってんだ！　ゆーきっ！」

「うぅっ！　あたし……あたし、大切な人が、目の前で殺されちゃって……何も出来なくて。それなのに仇かたきも討うてなくて……」

「ああ……なるほどな。そりゃムカつくよな」

「うん……みんな、みんな嫌い。なるちゃんを殺した式場も、あたしが殺したかった式場を殺したヘルシャフトも、見殺しにしたみんなも、何も出来なかったあたしも！　勝手に死んじゃったなるちゃんも！　みんな、みんな、大っ嫌い!!」

　グラシャは少し困ったような顔をしたが、溜ため息を吐つくと、悠木の背中を抱だきしめた。

「分かるぜ。オレにも覚えがある」

「……狼さんも？」

「ああ。オレのいた国は、戦いくさだらけだったからな。そんなのしょっちゅうだ」

　悠木は頭をグラシャの胸むな板いたに当てたまま、つぶやく。

「それ……辛つらいよね？」

「そりゃあな。だからムカつくときは暴れればいい。でも、いつまでもってワケにはいかねえ。オレたちゃまだ死んでねーからな。どっかで元通りにならないとな」

「……でも、納なつ得とく出来ない」

「そりゃ暴れ足りねえんじゃねーか？　久々に、いっちょやるか？」

　グラシャは体を離すと、拳を悠木に向けてニカッと笑った。

「……でも、そんな気持ちになれない」

「いいから行こうぜ」

　グラシャは強ごう引いんに悠木の肩かたを抱いた。

「あ……」

　悠木は目の周りが真っ赤に腫はれていたが、それよりも頰ほおの方が赤くなった。

「す、少し……だけなら」

「おうよ。じゃ、外でやるか」

　悠木は肩を抱かれたまま、廊下を歩いて行った。見ると、朝霧と有栖川が少し涙なみだぐんでいた。

「よかった……羽衣子ちゃん」

「そうだな。だが、すぐに追うぞ。それと朝霧、雫しずく石いしを連れてきてくれ」

「え？　どうして」

「……アシスト魔法も用意しておく。いざとなったら、あの二人に割って入るぞ」

　予想通り、実に激しいバトルだった。

「ったく、強くなりやがってよ！」

「はいっ！　狼さんのおかげです!!」

「バカ野や郎ろう！　まだまだ甘いぜ！　もっと来いやぁあ!!」

「はいっ！　いきますっ!!」

　グラシャは押され気味だったが、悠木のレベルを考えると、むしろ健けん闘とうしていると言っていい。今や高レベルとなった悠木の方が、グラシャを圧あつ倒とうしてもおかしくない。

　それなのに、実力が拮きつ抗こうしている。

　グラシャがレベルというシステムを越こえて、成長している……？

　それはともかく、見ている俺たちも一いつ瞬しゆんも気を抜けないので疲つかれた。二人のバランスを取るべく、雫石と有栖川がひっきりなしに魔法をかけ、朝霧が回復薬を買いに走る。

　そして一時間の死闘の後、二人は大の字になって地面に倒たおれた。

「やっと終わったか……」

　俺たちも地面にへたり込んだ。

　そんな俺を、寝ね転ころんだままの悠木がじっと見つめていた。

「ヘルシャフト……」

「……何だ？」

　おいおい、まだ何かあるのか？　まさか俺に獲え物ものを取られた怨うらみを晴らすとかじゃないだろうな。

　しかし悠木は、晴れ晴れとした顔で微笑んだ。

「ありがとう……」

　意外な一言だった。

「なるちゃんの仇を討ってくれて」
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　そうこうする内に天国へ攻せめ込む準備が整い、出発の前夜となった。魔王軍の兵たちには酒と食い物が振る舞まわれ、勝利の前祝いの最中だ。

　俺は例のサウナ兼けん会議室で、ウルリエル、ゼラギエルと出発前の最後の会談を行った。

「出発の準備、色々とご苦労だった」

　ゼラギエルは一糸まとわぬ姿で椅い子すに座り、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「いえいえ、大したことはありませんわ」

　もはや定位置となった俺の膝ひざの上で、ウルリエルは険しい顔をした。こちらも当然のように全ぜん裸らだ。

「それにしても、神と戦おうとはな。勝算はあるのか？」

「分からん。相手の情報がなさ過ぎてな……ウルリエルは知っているのか？」

「私も知らん。管かん轄かつ外だ」

　つまり、天国も拡張パックの一部ということだ。

「ヘルシャフト様？　とにかく色々と準備しておくに越したことはありませんわ。他にも何なりと仰おつしやって下さいな」

「そうだ、一つだけ頼たのみたいことがあった」

　肝かん心じんな事を忘れていた。もし神が拡張パックのラスボスであるならば、相当ヤバい設定になっているはずだ。まともにぶつかったら、勝てるかどうか、かなり怪あやしい。

　その神に、唯ゆい一いつ対たい抗こう策があるとすれば──、

「魔法石を分けて欲しい。ありったけな」

　拡張パックと共に実装された、新しいガチャ。課金が出来るなら楽なのだが、残念ながらこのガチャには使えない。

　俺は説明文に載のっているアイテム例を眺ながめた。

　◯ワンターンキル。どんな相手も瞬殺できる（一度のみ）

　◯プラチナ・リフレクト。敵の攻こう撃げきを倍にして反射するシールド（使用制限あり）

　◯ＯＬＥサマナー。別のフィールドにいるプレイヤーを召しよう喚かんする（一度のみ）

　◯恥はずかしい水着（装備アイテム）

　◯ワールド・ツアー。世界中のどこへでも移動できるチケット（一度のみ）

　◯大人のおもちゃセット（アダルトモード専用）

　◯ビキニ・アーマー（装備アイテム）

　　等々。

　恥ずかしい水着やビキニ・アーマーに心こころ惹ひかれるが、やはりここはワンターンキルあたりを狙ねらいたい。

「承知致いたしましたわ。城内と近きん隣りんにある魔法石は全すべて集めさせます」

「面めん倒どうをかけてすまんな」

「そんな。ヘルシャフト様の頼みとあれば、喜んで従いますとも。でも、その代わり……」

　しなを作って、ゼラギエルが俺の隣となりへやって来る。そして、そのダイナマイツなボディを俺にすり寄せた。

「お留守の間、寂さびしくなりますから……今日はしっかりと可愛かわいがって頂きたいですわ♥」

　甘えるゼラギエルとは対照的に、膝の上のウルリエルは少し悲しげにつぶやいた。

「留守の間が……今生の別れになるやも知れんな」

「まあ、そんな不ふ吉きつなことを言うものではありませんわ」

　ウルリエルの青い瞳ひとみが、じっと俺を見上げる。

「いわば、神々の戦いが始まるわけだ。我われ々われを造りし者たちの」

　意味深な物言いだった。

「あら？　ヘルシャフト様は魔王でしょ。神々というのはおかしいですわ」

「良いのだ。この男は神でもあるのだからな。そう──いわば、神しん魔ま王おう」

　その称しよう号ごうは死亡フラグなんだけど!?

「まあ、ステキですわね♪　これからは神しん魔ま王おうヘルシャフトと名乗られては？」

「いや……それは控ひかえておこう」

　何だかサタンに親近感を覚えそうだ。

　だが、奴やつが戦いたがっていた神に俺が挑いどむことになった。やはり魔王は最終的に神と戦うさだめなのだろうか？

　そんな思し索さくを吹ふき飛ばす、隣で身を寄せるゼラギエルと膝の上のウルリエルの生々しい肉体。この柔やわらかさと、温かさは生身の体以外の何ものでもない。

　確かにこいつらはゲームのキャラクター。

　しかし、今や俺にとっては、生きている人間と変わらない。

　もはやこれは命なのではないか。

　俺たちは新たな生命をつくり、殺しているだけなのでは。このキャラクターたちに、俺は一体何をしてやれるのか。

「さ、夜は短いですわ。早く可愛がって下さいませ♥」

「うむ、同感だな。早く愛めでろ」

　今してやれるのは、それくらいしかないのか。

　この世界で、俺たちを何度も助けてくれた二人の女王。

　俺は心を込めて、彼女たちを慈いつくしもうと思った。
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　翌日、魔王軍は旗き艦かんであるヘルザード号と四隻せきの軍艦、十五隻の輸送船で出発した。

　可能な限りの兵と船を集めた結果、約一万六千の兵で戦いを挑むことになった。

　結局２Ａギルドは連れて来なかった。元二年Ａ組で同行しているのは、朝霧と雫石のみである。

　連れて行くリスクの高さと、２Ａギルドが参加することによる戦力アップを天てん秤びんにかけ、リスクを取ることが出来ないと判断した。

　黒幕の暗あん躍やくだけでなく、戦闘においても命を失う危険がある。少人数であれば気を配ることが出来るが、全員となると難しい。

　その代わりと言っては何だが、一之宮には「２Ａギルドは絶対に一人で行動させないようにしてくれ」と頼んできた。安全のため、と言えば聞こえはいいが、要はお互たがいを監かん視しさせるためだ。加えてゼラギエルにも、２Ａギルドの全員を見張るように伝えてある。何か怪しい動きがあったら、すぐに知らせてくれる手はずだ。

　ひとまずこれで、天国の攻略に集中出来る。

　天国に一番近い島への道案内はカルハリアスに頼んである。一いつ旦たん、ログレス大陸とバルガイア大陸の間に浮うかぶ島で合流する予定である。

　二日か三日もあれば、天国に一番近い島へ上陸が可能だろう。

　それまでは、しばしの休息だ。

　アルズヘイムでも休息を取ったのだが、２Ａギルドの全員に聞き込みをしたりして、色々と気を揉もんでいたせいか、あまり休んだ気がしなかった。

　それに引き換かえ──、

「ログレス海かい峡きようの海の幸さちアヒージョ、アルズヘイム風ウッドポークのスタミナ焼き、エルフのミルクリゾット、壁かべの向こうの温野菜です。ご賞味下さい」

「へるさまーっ！　これ、すごく美味おいしいんだもん！　全部食べていいんだもん!?」

「バカ野郎！　オレ様のにまで手を出すんじゃねえ！」

「ああ……ロヴァルリンナのワイン……久しぶりです。この宝石のような輝かがやき、華か麗れいな香かおりなのに、複雑でしっかりした味わいに、優ゆう雅がなのどごし……これぞエルフのワイン。素す敵てきです」

　こいつらといると心が安まるなあ……。

　甲かん板ぱんに机を出し、俺とヘルゼクターだけのディナーだ。波も穏おだやかで、皿がひっくり返る心配もない。見上げれば満天の星。そして甲板には魔法による明かりが灯ともり、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　こいつらとなごんでいる姿を、朝霧や雫石に見られるのは少し抵てい抗こうがある。よって、二人には別の船に乗ってもらった。魔王として振ふる舞っている姿が恥はずかしいのか、それともＡＩキャラと生きた人間のようにつき合っているところを見られたくないのか、或あるいは俺とこいつらの間には誰だれも入れたくないのか──理由は自分でも良く分からない。

　現実世界に存在する、ちゃんとした人間の美少女。しかも事情はどうあれ、二人とも深い仲になった間あいだ柄がらだ。それなのに、俺はこいつらと一いつ緒しよに行くことを選んだ。

　……いや、どうせ島に着いたら、また朝霧や雫石と一緒に過ごすことになる。ヘルゼクターたちと俺だけの時間は、もうあまりないかも知れない。

　無意識に、その貴重な時間を作ることを選んだのだろうか。

「どうかなさいましたか？　ヘルシャフト様」

　俺の様子を見て、サタナキアが心配そうに訊きいてくる。

「お前たちとこうしている時間が、俺にとっては何より貴とうといと……そう思っていたのだ」

「まあ……ヘルシャフト様……」

　サタナキアが両手の指を組み合わせて、感動したように瞳をキラキラさせる。

　その隣では、アドラが思わず涙なみだぐんでいた。

「キング……身に余る光栄でございます」

「ったく、どうしたんだよ王様。いきなり、んなこと言ってよ」

「神との戦いは、どのようなものになるのか全く予想が出来ん。それにこの先何が起きるか分からん。お前たちと、あとどれだけの時を共に出来るのか……つい、そんなことを考えてしまったのだ」

「そこまで我々のことを想おもって頂いていたなんて……」

　サタナキアもそっと目元を拭ぬぐった。

　フォルネウスは「？」という顔をして、可愛らしく小首を傾かしげていた。こいつはこれでいい。むしろ癒いやされる。

「ったく、王様らしくねえ。そんなん分かりきってんじゃねーか」

　グラシャがラム酒の瓶びんに直接口をつけてあおった。そして熱い息を吐はき、

「それは、オレが死ぬまでだ。死ぬまでオレは王様と一緒だからな」

　グラシャ……お前。

「では、この俺が先に死んだとしたらどうする？」

　魔王らしくない言動だ、と怒いかりを買うかと思った。しかしグラシャは、へっと笑うと、

「かわらねーよ。王様の死に場所がオレの死に場所だからな」

　──まったく、お前って奴は。

　サタナキアも身を乗り出すようにして言った。

「同じでございます！　このサタナキアも、共に命尽つきるまでご一緒させて頂きたく思います！」

　アドラもメガネの位置を直し、微かすかに微笑ほほえんだ。

「この命、とうにキングに捧ささげております。いかようにもお使い下さい。しかし……出来るだけ長くお使い頂けたら、それは心よりの喜びでございます」

　フォルネウスがびしっと手を挙げた。

「はーい、フォルネウスも！」

「そうだな……生まれた時は違ちがえど、死ぬ時は同じく……か」

「キング？　今なんと？」

「なに……ちょっとした昔物語だ。三人の英えい雄ゆうが世界の統一を目指そうと決起するとき、生まれた時は違うが死ぬ時は一緒だと誓ちかいを立てるのだ」

「なるほど、それはいいな！　いっちょオレたちもやろうじゃねえか！」

　グラシャはラムをグラスに注ぎ、真っ先に掲かかげた。

「……そうだな。やるか」

　俺がグラスに手を伸のばすと、アドラ、サタナキア、フォルネウスもグラスを高く掲げる。

「我ら生まれた時は違えど、共に生き、共に死なんことを！」

　グラスがぶつかり美しい音を立てた。

　もし、本当にそれが出来たら、どんなにいいだろうか。

　しかし、それは出来ないことだと分かっている。

　戦いの中で誰かが命を落としても、それは今生の別れとなる。

　仮に誰も欠けることなく、神を倒たおして悪魔の祭さい壇だんから外に連れん絡らくが出来たとしても、それは俺がこの世界からいなくなるということだ。

　そして、恐おそらくその後、データは全て消去される。

　この四人は永遠に失われる。

　キャラクターとしては再生が可能だ。しかしそれは、このアドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスではない。経験を積むことにより、ＡＩは成長する。どういう経験をしたかが、個性を作るのだ。すなわち俺と共に過ごしたこの四人の存在は、唯ゆい一いつ無む二に。一度失われれば、もう取り戻もどすことは出来ない。

　口に運んだラム酒の味が、ひどく苦く感じた。
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　舵かじを切ったカルハリアスが、驚おどろきの顔で船の舳へ先さきを見つめた。

「おどろいたぜぇ……今まで波が船を押し戻しやがったのによぉ……普ふ通つうに進みやがる」

「どうだ？　これで天国に一番近い島まで辿たどり着けるか？」

　カルハリアスは睨ねめ付けるように、俺を見上げた。

「おい魔王よぉ、一体どんな魔法を使いやがったんだぁ？」

「遊びに行くから門を開けろと、神に言ってやったのだ」

　本当は拡張パックが適用されたから、だけどな。

「へっへっへ……そいつはいい。心配いらねえ。ちゃんと島まで行けるぜ」

　水平線に島しま影かげが浮かんでいる。以前から気になっていた島だが、まさか天国への入り口とは思わなかった。船が近付くと、島の中央から天に向かって一本の線が伸びているのに気が付いた。

　よく見ると、それは螺ら旋せん階段だった。

「フォルネウス。あれが天国への入り口か？」

「もん？」

　羽をぱたぱたとさせて宙に浮いていたフォルネウスが、遠くを見るように手の平でひさしを作り、目を細める。

「あ！　あれなんだもん！　天国への階段なんだもん。あれを上ってゆくと、天国の門があるはずなんだもん」

　螺旋階段の先は雲の中だ。それ以上は分からない。

「よし。まずは上陸だ」

　しかし港がなく、遠浅の海が続いているので、ヘルザード号や輸送船は座ざ礁しようの危険があった。おかげでボートを往復させて上陸する必要がある。兵や資材、兵ひよう糧ろうを運び込むのに二日くらいはかかりそうだった。

　砂浜に立ち、往復するボートを見つめていると、

「ねえ、どうめ──ヘルシャフト」

　朝あさ霧ぎりが少し困ったような顔で駆かけてきた。

「どうした？」

「島の人たちが……」

　見ると、遠くで不安そうに見つめる一団があった。全部で五十名ほどだろうか。見た感じは漁師たちのようだ。手に銛もりや包丁を持っている者も多い。まさか、あれでやり合おうとでも言うのか？

「この島に住んでいる人間がいたとは知らなかった。それで、何か用なのか？」

「責任者と話がしたいって」

「分かった。会おう」

　俺は島民が集まっているところへ向かった。俺が近付くと逃にげるように後ずさるので、話を始めるまでに時間がかかった。

　やっとのことで島の長おさらしき老人を捕つかまえると、ガタガタ震ふるえながら質問をしてきた。

「あ、あんたら、何者じゃ？　何をしに来た？」

「俺は魔ま王おうヘルシャフト。あいつらは俺の率いる魔王軍だ」

「や、やっぱりかぁ!!」

　島民たちが不安そうにざわめき始めた。

「こ、ここは、神の国のお膝ひざ元もとじゃ。神の波に守られた島じゃ。悪魔や魔物の来るところではないっ！　す、すぐに立ち去れ！」

　そういうリアクションも想定の範はん囲い内だ。とりあえず説得してみるか。

「我われ々われはこの島を侵しん略りやくしに来たのではない。あの階段の先にある天国に用があって来たのだ。お前たちに用はない」

「か、神の国に!?」

「やはり神と悪魔の戦争が始まるんだ!!」

　うむ、動どう揺ようが広がってしまった。

　出来れば神との戦いの前に、面めん倒どうは起こしたくない。それに、村があるのならそこに前線基地を置かせてもらった方が楽だ。となれば、噓うそも方便。

「戦いに来たのではない。話し合いをしに来たのだ」

「話……ですと？」

「そうだ。悪魔であり、この地上の支配者であるこの俺が、天の支配者である神との会談を望んでも、何の不思議もあるまい？」

「それは……」

　島民同士が、ひそひそと話し合っている。

「もう一つ付け加えると、この島を守っていた波が消えたことに、お前たちも気付いているだろう。それは、我々を歓かん迎げいしていることの現れだ」

「うむむむ」

　島の長は険しい顔で腕うでを組んだ。思ったより物わかりが悪い。後は何と言って説得したものか……。

「へるさまーっ。おなか空すいたんだもーん」

　吞のん気きな堕だ天てん使しが、へろへろと飛んでくる。面倒なところに──と思ったが、フォルネウスの姿を見た瞬しゆん間かん、島民たちは目が覚めたように、一いつ斉せいに直立不動の姿勢になった。

「てっ！　てっ、天使さまっ!?」

「なぜ天使さまが!?」

「まさか！　神のお使いとして！　とすると、会談の話は本当だったのか!!」

　きょとんとしたフォルネウスは、何も考えていない瞳ひとみを俺の方に向けている。

　使うしかない！　このチャンス！





「見るがいい　天が使わしめた白き羽

　あれぞ空に羽ばたく平和の翼つばさ

　祝い称たたえよ　神と魔王のサミット開かい催さい

　出席!!　魔王ヘルシャフト!!」






　島民たちは、うおおおおおお！　と感動の叫さけびを上げてひれ伏ふした。

「然しかり！　この天使こそ、魔王ヘルシャフトが神との会談を決めた理由だ！　神も望んでいるのだ。この俺との会談を！」

[image: ]

「確かに！　確かにぃいい！　疑うような真似まねをして申しわけもございませぬぅうう！　どうかお許しをををっ!!」

「許す！　だが、我らは天国へ向かうための準備を整えねばならん。お前たちの村を使うが構わぬな？」

「もちろんでございます！　どうぞお好きなように使って下され！」

「うむ。あと、この天使に何か食わせてやってくれ。味はともかく量を重視で」

　島民たちはすっかり恐れ入った様子で、ははーっと頭を地面に擦こすりつけた。

　下にも置かぬもてなしで案内されてゆくフォルネウスを見送り、俺は一仕事終えた充じゆう実じつ感に浸ひたっていた。そんな俺を見上げ、朝霧は半ば呆あきれたようにつぶやいた。

「前々から不思議だったんだけど、あの演説……というかポエム？　あれって魔法かなにかなの？」

「……まあな」

　気合いとハッタリという名の魔法だ。
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　村には空き家や、海に浮うかぶコテージが沢たく山さんあった。現実世界のタヒチとかモルディブとか、南の島のリゾートを思わせる眺ながめである。実装されたら、ここもリゾート地として使われる予定だったのだろう。

　村の施し設せつを利用出来たおかげで、前線基地の設置は順調に進んだ。水や食料も現地調達出来たので、兵糧も温存できる。ちなみに略りやく奪だつではなく、普通に金を払はらっている。この世界は、隔かく離りされた島へ行っても、通貨が共通で価値も同じなので楽だ。

　一通り指示出しを済ませると、後はヘルゼクターに任せ、自分のコテージに戻もどった。

　アドラ、グラシャ、サタナキアは、いつも通り献けん身しん的に働いてくれている。フォルネウスはまだメシを食い続けているだろう。或あるいは食い疲つかれて寝ねているだろう。

　この島でのフォルネウスの役目は、天使として島民にかしずかれることだ。今だけは、遊んでいても不問にしよう。

　俺は俺で、神との戦いに備える必要がある。

　海に延びた橋を歩き、この島で一番大きくて立派なコテージに入る。

　中も南国のリゾートという雰ふん囲い気きで、木のぬくもりを感じさせるインテリア。大きな窓は開放感があり、外にはウッドデッキに大きなジャグジーが用意されている。その向こうはコバルトブルーの海が広がる絶景だ。

　せっかくだから、と思って俺は魔王の鎧よろいを脱ぬぎ、水着に着き替がえるとジャグジーに横になった。敢あえて泡あわを出さず、静かな水面を見つめ深呼吸。心の中も、この水面のように静まってゆく。

　そう、このリラックス感が引きを強くするのだ！　科学的根こん拠きよのまったくない、ただのオカルトだが──でもそんな気がする！

　俺はメニューを開き、『魔術具召しよう喚かん』を選んだ。

　すなわちガチャ。

　この期ごに及およんで、唯ゆい一いつの頼たのみの綱つながガチャってどうなの？　と自分にツッコミを入れていると、ドアをノックする音がした。

「堂どう巡めぐりくん、いるかな？　凛り々り子こだけど」

　え？　朝霧？

「ああ。今開けるよ」

　ジャグジーから出ると、タオルを肩かたに引っかけて入り口へ向かう。鍵かぎを開けて扉とびらを開くと、朝霧がバスケットを手に立っていた。

「あ、おフロにでも入ってた？」

「いや、外のジャグジーをプール代わりに使ってた」

「そうなんだ。じゃあ、あたしも入ろうかな」

　そう言いながらバスケットを俺に手て渡わたす。中には、ジュースらしき液体の入ったボトルと、果物、それにパンが入っていた。

「この島の特産品。よそで見たことがなかったから、買って来ちゃった」

　朝霧がメニュー画面を操作する手つきをすると、いつもの服が一瞬でビキニに変わる。

「どうかな？　この前アルズヘイムで買ったんだけど」

　きらきら光る白い水着で、差し色に青緑が使われている。上品で神秘的と、いかにもエルフの製品らしい。

「すげえ、良く似合ってる。エルフみたいだ」

「うふふ♪　ありがと」

　あらためてジャグジーに入り、メニューを開く。

　心は思いっきり乱れているが、幸運の女め神がみが来てくれたということで、差し引きゼロ。いや、むしろプラス。これで勝てる！

「例のガチャだよね？　やっぱりワンターンキル狙ねらい？」

「そうだな……引ければ一番手っ取り早いんだが……」

「頑がん張ばってね」

　朝霧の笑え顔がおがまぶしい。なんか嬉うれしいけど、ちょっとプレッシャーに感じるかも。

「ああ、その……こ、幸運の女神も来てくれたしな！　やってやるぜ！」

「こ、幸運の、女神……」

　恥はずかしそうにつぶやく朝霧に、俺も正気に返ったというか、言わなきゃ良かったと恥ずかしくなった。

　ったく、らしくないことを言うもんじゃないぜ！

　俺は五連ガチャを引き続けた。




　そして──、




「……ごめんね。頼たよりない幸運の女神で」

「いや……すまん。期待に応こたえられなくて……」

　ここ一番でキメられない男。それが俺。

　見事なまでのハズレっぷりであった。逆の意味で強運かも知れない。

　出たアイテムは、ほぼ回復薬。唯一目を引くのが『恥ずかしい水着』って。

「ゼラギエルにもらった魔ま法ほう石せきも全部使っちゃったしなあ……」

「あとは天国に行く途と中ちゆうで、手に入れば……って感じかな？」

　それしかないよな、と唸うなっていると玄関のドアが乱暴に叩たたかれた。

「開けなさい。私よ」

　雫しずく石いしか。

　凹へこんでいるところに奴やつの相手をするのはちょっとキツいが、無視すると後が恐こわい。

　仕方なく入れてやると、ジャグジーに浸つかる朝霧を見て、雫石は鬼おにのような顔をした。

「色ボケ？」

「違ちがう！」

「ヘルシャフト様を汚けがすような行動は慎つつしみなさい。あんたはヘルシャフト様であってヘルシャフト様ではない。ヘルシャフト様という存在を世界に顕けん現げんさせるための一部。アニメで言うなら、声優みたいなものよ」

　何だ、そのたとえ。

「堂巡くんとヘルシャフト様はイコールではないけれど、まったく別の存在でもない。出来る限り近付くように努力しなさい。前にも言ったけど、ヘルシャフト様として生きることを目指しなさい。でなければ──殺す」

　と、凄すごんだ挙げ句……。

「へえ～のんのん、そんなセクシーな水着持ってたんだ」

　雫石も黒のビキニに着替え、ジャグジーに体を沈しずめていた。

「だいぶ前に買ったモノよ。初めてサンディアーノに行ったときだったかしら」

　そうだった。この黒いビキニを着て、誰だれもいない砂浜で歌って踊おどる雫石。あれは衝しよう撃げき的な場面だった。

　ギロリと睨にらむ雫石の目が、「バラしたら殺す」と脅きよう迫はくしている。

「で、神と一戦交える用意は？　アイテムは準備出来たの？」

　……こいつなりに、心配して様子を見に来たのか。

「それが……全部ハズレで」

「ダメな男ね」

　バッサリだ!!

　朝霧が心配そうに首を傾かしげた。

「でも、ワンターンキルが出たとしても、本当にラスボスに通用するのかな？」

「実は俺も、それがちょっと気になってる」

　いくらレアアイテムとはいえ、ラスボスがアイテム一発で簡単に倒たおせるような設定になっているだろうか？

「結局、攻こう撃げき力アップの攻撃力強化薬ストロンガーを大量投入しかないか……」

　それもどこまで通用するか。

「私も、一つ気になることがあるわ」

　雫石は水の中で足を組んだ。

「２Ａギルドに紛まぎれ込んでいる黒幕が、仮にシステムに自由にアクセス出来るとしたらどうするの？　悪魔の祭さい壇だんからＳＯＳを送っても無意味なんじゃない？」

　雫石の心配は尤もつともだ。しかしその点に関して、俺はある確信があった。

「朝霧に接せつ触しよくを図はかってきた鏡の仮面だが……俺も会ったことがある。と言うよりも、犯行現場を見つけた、と言った方がいいかも知れないが」

「堂巡くんも？　どこで？」

「アステルの大図書館だ。俺は悪魔の祭壇に関する資料を探しに行ったんだが、一歩遅おそかった。ちょうどあいつが盗ぬすむところに出くわしたんだ」

「それって、もしかしてあたしと行った……？」

　思わず、しまったと声にならない声でつぶやく。目を閉じると、朝霧の自じ慰い行こう為いがまぶたの裏に蘇よみがえりそうだ。

「まさか堂巡くん……」

　朝霧のじっとりしたまなざしをスルーして、俺は話を続けた。

「そ、それで追つい跡せきしたんだが逃にげられた。しかし、奴は俺に捕つかまる可能性があるのに、それを押してでも奪うばいに来た」

　雫石は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「見られたら困るってわけね。外への連れん絡らく手段として使える、と白状したようなものだわ」

　そう言いながら体をひねり、ジャグジーのコントロールパネルに手を伸のばした。

「せっかくだから泡も出すわよ。それと、アロマオプション？　何かしら」

　雫石がボタンを叩くと、そこから泡が噴ふき出してきた。そして花のような香かおりが漂ただよい始める。

「わ、いい香り」

「そうね。本当にいい香りだわ……何だか……胸がドキドキしてきたわ……」

「え？」

　朝霧と雫石の表情が、妙みように色っぽい。うっとりとしたまなざしに、半開きの口から熱い吐と息いきが漏もれている。

「ん……あぁ……はぁん♡　泡で、体中を撫なでられてるみたいで……んっ♡」

「あぁん♥……気持ちいい……って、こ、これなに？　何かおかしいわ？」

　頰ほおを赤らめながら、雫石は訝いぶかしそうにジャグジーのコントロールパネルを見つめた。

「アロマ効果……媚び薬やくＭＡＸ。現実では不可能な快感を引き出します。これを使えば、意中のお相手はあなたの言いなり。快楽堕おち１２０％確定──って、何よこれ!?」

　雫石は震ふるえながら俺を睨む。

「俺が知るか！」

　っていうか、さすが雫石。風ふ呂ろがらみのバグやトラブルは神レベルの引きを持っていやがる！

「と、とにかく……早くアロマオプションを切るんだ」

　と、伸ばした手を、雫石に摑つかまれる。

「なんで止めるのよ？　こんなに気持ちいいのに……ふふ」

　妖よう艶えんな微笑ほほえみで俺を見つめた。

　──もう堕ちてる!?　くっそ！　相変わらずのチョロさだな！

「朝霧。スイッチを──え」

　熱いまなざしで朝霧が迫せまって来た。

「堂巡くん……さっきの、水着……あたしにくれないかな？」

　あの『恥ずかしい水着』を!?

「い、いいけど……」

　メニューを開いてアイテムの受け渡しを実行すると、朝霧の美しいエルフの水着が、とんでもない露ろ出しゆつ度の水着に替わった。

　っていうか、これ本当に水着？　と疑いたくなるＶ字形のマイクロビキニ。股こ間かんから両肩にかけて紐ひもが伸びるＶの字形。その途中で、申し訳程度に胸の先を隠かくしている。

「えへへ、どうかな？　堂巡くん」

　体をしならせて、グラビアのようなポーズを取る朝霧。普ふ段だんなら考えられない行動だが、エクスタスと同じ効果にやられているなら納得。

　ただでさえ露出度ギリギリで、少しでも動いたら色々見える、って言ってる側そばからピンク色の胸の先がちらっと覗のぞく。

「エッチ♡」

　いたずらっぽい笑顔を浮うかべ、甘えるような声を出す。

　朝霧も完全に堕ちてる!!

「──ぐっ!?」

　俺の胸も急にドキドキと高鳴り始めた。体の奥から、抑おさえられない衝動が暴れ出す。

　な……何だ、これは？　下半身で制せい御ぎよ不能な欲望が膨ぼう張ちようしてゆく。目の前の朝霧に、触ふれたくて、舐なめたくて、めちゃくちゃにしたくて、どうしようもない。

　そんな俺の気持ちを見通しているかのように、朝霧は薄うすく微笑んでいる。

「あ、朝霧……」

「うん。がまん出来ないよね？　いいよ、がまんしなくて」

「朝霧……まさか、その水着の効果か!?」

「着た瞬しゆん間かんに頭の中に入ってきたんだ。凄い効果だよね……これさえあれば、堂巡くんはあたしの性奴ど隷れいだね♡」

　あの朝霧がこんなことを口走るだなんて……恐おそろしいな媚薬ＭＡＸ!!

「朝霧さんだけじゃないわよ。私もいるんだから」
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　雫石はそう言いながら、いそいそとビキニのパンツを脱ぬぎ始めた。

「し、雫石!?　そんな直接的な!?」

「仕方ないじゃない……切せつ羽ぱ詰つまってるんだから」

　雫石は脱いだパンツを俺の顔に投げて寄こす。

「ぶわっ……ん？」

　俺の顔に張り付いたそれは、お湯に浸つかっていたので当然濡ぬれている──が、ちょうど股間が当たる部分は、お湯ではないねっとりと糸を引く液体が張り付いていた。

「ああ……私の、たっぷり染しみ込んだのが……見られてる……♥」

　雫石はやや上を向き、苦しげな声を上げると、体を硬こう直ちよくさせた。

「んっ！　くぅ……っ♥!!」

　喉のどを震わせ、体を痙けい攣れんさせる。

「ふふっ、のんのん……もうイっちゃってる」

　雫石は、ほうっと溜ため息を吐つくと色っぽいまなざしで朝霧を見つめる。

「だってこんなの、抵てい抗こうするなんて無理よ……イったの実は二度目よ？　凛々子は？」

　雫石は落ち着きを取り戻もどしたように見える。が、隠すこともせず開いた足の間から、糸を引いた雫しずくが滴したたり落ちている。

「あたし？　もちろん、さっきからずっと……だよ？」

「あ、朝霧……」

　Ｖ字水着の頂点、股またのところを横にずらし、朝霧はその証しよう拠こを見せた。もう一つの唇くちびるが、愛液でキラキラと光り、物欲しそうにひくついている。

　もう駄だ目めだ。俺は完全に理性を失い、二人に向かって行った。

　そんな俺を欲情に輝かがやく瞳ひとみで見つめる、剣士と魔ま女じよ。

　朝霧と雫石がこの有様なのに、俺が感じてる欲望は『恥はずかしい水着』効果でさらに強化されている。いわばエクスタスの上にさらにエクスタスをかけた、追いエクスタス。

　抵抗出来るはずがない。

　俺はクラスのとびきりの美少女二人に抱だきついた。

　そして、俺たち三人は本能の赴おもむくままに交わる。

　その昂こう奮ふんと快感は、この世のものとは思えない。もし媚薬効果が切れなかったら、この快楽の地じ獄ごくから抜ぬけ出すことは不可能だっただろう。

　二時間後、『恥ずかしい水着』と媚薬ＭＡＸの効果が切れたときは、気まずいなんてもんじゃなかった。
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　いよいよ、天国に向かって進軍が開始された。一万六千の兵を二つに分けて、二重螺ら旋せんの階段を上って行く。

　しかしいざ下から階段を見上げて、俺は震え上がった。

　まるで軌き道どうエレベーターの如ごとく天を貫つらぬく螺旋階段。よく考えたら、コレを上るとか無理じゃね!?　階段を使って高層ビルに上るのも大変なのに、雲の上までって一体どんだけ時間と体力が必要なんだよ!!

　……しかし実際に上り始めたら、そこまで絶望的でもなかった。

　最初の内はリアルな階段っぽかったが、段々上じよう昇しようするスピードが速くなる。感覚的には、一階上がる間に十階分は上っているような感じだ。それが上に行くに従ってより速くなる。これなら意外に早く、雲の上まで辿たどり着けそうだ。

　途と中ちゆうで休きゆう憩けいを取ったときに周りを眺ながめると、周囲は延々と海が広がっている。これだけ高い位置から、この世界を眺めたことはない。改めて世界の広大さと、景色の素す晴ばらしさに、思わず見み蕩とれてしまった。

　下を覗くと、魔王軍の隊列が二重螺旋を描えがいて延々と続いている。ここで転げ落ちたら大だい惨さん事じだよな、なんてことを考えたりもしたが、幸いトラブルもなく、雲の上へ辿り着いた。

　想像より早かったが、それでもやはり丸一日かかった。

「ここからは雲の上を歩けるんだもん」

　と、フォルネウスが言うので、おっかなびっくり足を踏ふみ出してみる。

「おお……本当だ」

　絨じゆう毯たんのような柔やわらかな踏み心地ごこち。そしてドライアイスのように雲が足あし下もとを流れている。行く手は霞かすみ、霧きりが立ち込めているようだ。

「よし、アドラ。一いつ旦たんここで隊列を組み直すのだ。全員上ってくるまで待て」

「承知致いたしました」

「フォルネウス。天国の門までは、あとどれくらいあるのだ？」

「もうすぐなんだもん。この道をまっすぐ行くとすぐなんだもん」

　と言われても、白い地面と霧で霞んだ景色が続いているだけだ。本当にこの先に天国があるのか？　と俺は目を凝こらした。

「ん？」

　何かが霧の向こうにいる。

　──あれは何だ？

　黒い影かげだ。それも一つじゃない無数の影が、音もなく近付いてくる。

「嫌いやな予感がするな……」

　黒い影が少しずつ濃こくなり、その形が明らかになる。

　それは異形の化け物だった。

　顔に鏡の仮面を縛しばり付け、体には血の滲にじんだ包帯と革かわの拘こう束そく着。背中には黒い染みと血で汚よごれた白い翼つばさが生えている。

「……フォルネウス。あれは何の化け物だ？」

「うゆ？　あれが天使なんだもん」

　なにいいいいっ!?　あれが!?　天使と言うより、ゾンビじゃねえか!!

　何となく、フォルネウスがアンデッド軍団の軍団長である理由が分かった気がする。

　鏡の仮面を付けた不気味な天使は、金属質な奇き声せいを発すると俺に向かってきた。

「ちっ！」

　俺は炎ほのおの剣けんを抜くと、天使を斬きり伏ふせた。

　天使は気味の悪い絶ぜつ叫きようを上げ、その場に倒たおれる。そして狂くるったように、手足をばたつかせてのたうち回った。その様子は完全にホラーだ。

「アドラ！　グラシャ！　サタナキア！　敵てき襲しゆうだ!!」

　俺の声に反応し、魔王軍が動き出す。

「吸きゆう血けつ鬼き軍団前へ!!　キングをお守りしろ！」

　アドラの指示に反応して、俺の前に黒い霧が集まってくる。それはゴシックロリータの服を着た女吸血鬼の姿へ顕けん現げんし、一いつ斉せいに剣を抜いた。

　そして全員統とう率そつの取れた動きで上段に構える。奇声を上げながら向かって来る天使たちに向かって、同時に剣を振ふり下ろす。

　天使たちは断末魔の叫さけびを上げ、羽と血を散らしながら雲の上に倒れる。

「っしゃぁああああ!!　魔ま獣じゆう軍団いくぜぇええええええええ!!」

　その死体を飛び越こえ、グラシャ率いる魔獣の軍団が駆かけ抜けた。新手の数十匹ぴきの天使と激げき突とつする。

「うおおおおおおおおお!!　最高の祭りだぜ！　てめえら、死ぬ気で暴れろ!!」

　グラシャが喜びの声を上げると、部下の魔獣たちも凶きよう悪あくな笑え顔がおで応こたえる。

「おうよ！　若に後おくれを取るな!!」

「全員羽を引きちぎれ！　喰くい殺したれやぁあああ!!」

　徐じよ々じよに霧が晴れ、天使の軍団の全ぜん貌ぼうが現れる。

「な……」

　小さな丘おかが続くような雲の地形。その丘を埋うめ尽つくすような大軍だった。

　さらに上空にも雲うん霞かの如く、汚れた翼が羽ばたいている。その天使たちが一斉に奇声を発した。

「キィイェエエァアアアギィィォォオェエエェェェッァアアアアアア!!」

　聞くだけで、不安と恐きよう怖ふに駆り立てられるような金切り声だった。

「アドラ、奴やつらの数は？」

「およそ、十六万かと」

　ちょうど十倍の兵力差だと!?　黒幕が絶対に負けないように、こちらの数に合わせて調整していやがるんじゃないだろうな!?

「んだよ！　たったそれだけかよ!!」

　グラシャが吠ほえる。

「一人十人を喰ったら終わりじゃねえか！　こいつは早いモン勝ちだな!!」

　相変わらず強ごう引いんなまでに前向きだな。しかし──その通りだ!!

「俺たちは地上最強の魔王軍！　貴様らヘルランダーの前では、死にかけの天使など敵ではない!!　この天国で、奴らに地獄を見せてやれ!!」

「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　天使の奇声を打ち消す魔王軍の咆ほう哮こうが、天に轟とどろく。

「フォルネウス！　奴らをなぎ払はらえ!!」

「わかったんだもん！」

　フォルネウスはひとつ大きく羽ばたくと空に舞まい上がる。

「セイクリッド!!」

　腰こしに浮うく天使の輪が光り、圧あつ倒とう的な光の筋が天使の軍勢に走る。

　──しかしフォルネウスは堕だ天てん使し。果たして、天使に通用するか？

　俺の心配をあざ笑うように、大だい爆ばく発はつが起きた。天使の体がバラバラになって、宙を舞う。

　よしっ！　いける!!

　サタナキアが剣を高々と掲かかげ、天使たちを指さすように振り下ろす。

「ダークエルフ軍団弓兵隊！　第一陣じん、撃うてぇええええっ!!」

　はるか頭上を越え、ダークエルフの弓が天使たちの真ん中へ突つき刺ささる。それは着ちやく弾だんと同時に火を放ち、天使の羽に燃え移った。

「ギィイイヤアアァァァァアッ!!」

　あちこちで断末魔の叫び声が響ひびき渡わたる。

「第二陣！　撃てぇえええええっ!!」

　空を飛び、向かってくる天使を次々と射殺してゆく。

　しかし天使の軍勢は、雲の彼方かなたまで続いている。そしてその先に、高い壁かべと門が見えた。金で彩いろどられた白い門──。

「あれが天国の門か!?」

「そうなんだもん！」

　フォルネウスが二発目のセイクリッドを放ちながら答える。

　……こいつは天使を全ぜん滅めつさせない限り、辿り着けそうにないな。

「ヘルシャフト！」

　朝あさ霧ぎりと雫しずく石いしが後ろから走って来た。

「あたしも戦うよ！」

「こんなラストバトルで、私を無視するなんて許せないわ」

　ったく、お前ら死んだら終わりなんだから！

「この乱戦では、お前らを使う効果は薄うすい！　今はまだ温存しておけ！　サタナキアの弓兵隊の後ろまで下がるのだ！」

「……でも」

　その時、黒い霧と共にアドラが現れた。

「聞き分けろ。キングのご命令は絶対だ」

「う……そうだね。ごめん。頑がん張ばってね！　アドラさんも！」

「人間如きに言われる筋合いはない」

　アドラはメガネの位置を直し、

「──が、今はその言葉、受け取っておこう」

　赤い剣を構え、天使の軍勢に向かって突っ込んでゆく。

「吸血鬼軍団！　左右に展開しつつ敵を殲せん滅めつ!!」

　アドラの指示に従い、ゴスロリの女吸血鬼と、タキシードの吸血鬼が左右に広がり、天使の軍勢を搦からめ捕とる。

　サタナキアが剣を抜ぬき、天使の軍勢の中央を指す。

「ダークエルフ剣けん戟げき隊！　斬り込め!!」

　それまで弓兵隊の前に控ひかえていたダークエルフたちが、一斉に抜ばつ刀とうする。そして雲を蹴ける。凄すさまじい速度で戦場を駆け抜け、まるで槍やりの如く天使の軍勢に穴を穿うがつ。

「アンデッド軍団のみんなも、突とつ撃げきなんだもん!!」

　突撃と言うにはぎこちない動きで、骸がい骨こつの兵たちが天使にぶつかってゆく。天使に取り憑つくと、自分が殺されるのも恐おそれずに──否いな、自ら死を望むかのように、嚙かみ付き、肉を裂さき、骨をへし折る。相変わらず、恐ろしい軍団だ。

「うらぁあああああああああああああああああああああああああっ!!」

　アドレナリンが出まくって、昂こう奮ふんが頂点に達した魔獣軍団は、もはや手が付けられない。指示も作戦もなく、目に付く敵をひたすら叩たたき潰つぶしてゆく。

　俺も拳こぶしを突き出し、全軍に指示を送る。

「よし！　ここが勝負の分かれ目だ！　全力で押せぇええええ!!」

　白と黒の軍勢が激突した。

　文字通りの死し闘とうだった。

　剣と矢が飛び交かい、生と死が交こう錯さくした。

　これぞ最後の戦い。

　神と悪魔の戦いだった。

　まさに、最終戦争ハルマゲドンと呼ぶに相応ふさわしい。

　究極の殺さつ戮りくの風景は、不思議なことに、どこか美しさすら感じた。




　──そして、数時間を経て。




　もはや、足下にあったはずの雲はどこにもない。

　なぜなら、天使と魔王軍の死体で埋め尽くされているからだ。

　俺は天国の門の前に立つ。

　そして拳を振り上げた。





「心に刻め　この時を

　神から世界を解放した　この時を

　門を開けよ虚きよ飾しよくの神

　地じ獄ごくの怒いかりが断罪する

　天上天下　唯ゆい我が魔王ヘルシャフト!!」






「我われらの勝利だ!!」

　およそ半数に減った魔王軍が、一斉に拳を突き上げ勝利の凱がい歌かを上げた。

「ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!」

　悪魔の叫び声が、天国に響き渡る。

　だが、ここからが本番だ。

　この門の向こうに、神がいる。

　二階建ての家くらいはある扉とびらに手を突いた。

「む……」

　しかし、押しても引いても門が開かない。

　朝霧が俺の隣となりにやって来た。

「どうしたの？　重くて開かない？」

「いや、そんなことはない。条件さえ満たせば、開くはずだが……」

　天使を倒たおせば開くと思っていたんだが……他ほかにも何か条件があるのか？

「フォルネウス。この扉はどうやったら開くのだ？」

「普ふ通つうに開くんだもん」

　ぱたぱたと翼つばさを羽ばたかせて下りてくると、扉に手を突いた。

「あれ？　変なんだもん」

　フォルネウスは難しい顔をして、腕うでを組んだ。

「むむむむむむ？」

　ひねった首と一いつ緒しよに、体が傾かたむいて行く。まあ、本人は一いつ生しよう懸けん命めい考えているのかも知れないが、ナントカの考え休むに似たり、とも言うしな……。開け方の調査を始めるか。

「あ、思い出したんだもん」

　まさか、

「天国には、悪魔は入れないんだもん」

「は!?」

　ちょ、ちょっと待て!!　ここまで来て、それはないだろ!?

　さすがのアドラ、サタナキアも頭を抱かかえている。

「だったら力ちから尽ずくでぶっ壊こわせばいいじゃねえか」

　グラシャはそう言うが、インフェルミアの門とは違ちがう。システム上の制限によって開かないのであれば、どれだけ力を込めても無意味だ。

　アドラはふと気付いたように顔を上げた。

「ではフォルネウス。お前はどうなのだ？　元は天使である貴様なら入れるのでは？」

「ダメなんだもん。フォルネウスはもう堕天使なんだもん」

　サタナキアはこめかみの辺りを押さえ、沈ちん痛つうな面おも持もちで溜ため息を吐ついた。

「となると……ここに陣地を造り、包囲戦ですか。神が出てくるまで」

「そんなん、やってられっかよ!?　ああ面めん倒どうだ！　やっぱぶっ壊そうぜ王様!!」

　俺は腕を組み、巨きよ大だいな門を見上げた。

　しかし、本来はゲームのはずだ。入れないはずがない。なぜ……ん？

「フォルネウスよ。誰だれならこの中に入れるのだ？」

「天使か人間なんだもん」

　それを早く言え!!

　しかし言われてみれば、それも尤もつともだ。ここに来るのはプレイヤーであり、人間だ。悪あく魔まが天国に入れないというのも、至し極ごく当然。

　だが、そうなるとここから先に行けるのは──、

「朝霧、雫石」

　朝霧は顔に緊きん張ちようをみなぎらせ、雫石は得意げに微笑ほほえんだ。

「ふっ、いよいよ真打ち登場というわけね」

　心配そうな顔でサタナキアが二人の肩かたに手を置いた。

「しかしヘルシャフト様。この二人だけでは……」

「心配いらん。この俺も行く」

「しかし、どうやって──あ」

　サタナキアは、はっと思い出したように目をみはった。

「そうだ。俺には人間に擬ぎ態たいする能力がある」

　俺はメニューを開き、魔王の鎧よろいを外す。するとみるみる視点が下がり、巨大で屈くつ強きような魔王ヘルシャフトが、普通の人間である堂どう巡めぐり駆流かけるへと変わる。

「おお……これは見事な。さすがはキング」

「それなら中に入れるってワケか！　うらやましいぜ、王様!?」

　俺は腕を組み、偉えらそうな態度で答える。

「うむ。こんなこともあろうかと、準備していたのだ。この姿であれば、神の目もごまかせるだろう」

　今の俺のステイタスは人間だ。システムすらもごまかせる。

「では、行くか」

　朝霧は黙だまってうなずき、雫石は不敵な笑えみを浮うかべた。

　門に手を突つくと、さっきとは打って変わって、軽く扉が開いた。

「おおっ!?」

　魔王軍の軍勢から驚おどろきの声が上がる。

　扉から光があふれ、向こう側がどうなっているのかよく見えない。だが、行くしかない。

「キング、ご武運を」

「頼たのむぜ王様！」

「ヘルシャフト様、どうかご無事で」

「いってらっしゃいなんだもーん」

　そんな声せい援えんを背に受けながら、俺は朝霧、雫石と共に、扉の向こうへ踏ふみ出した。




　　　　＋　＋　＋




「……ここは」

　まぶしい光を越こえると、風景が一変した。

　雲の中に浮かぶ、神しん殿でんの数々。

　それらは、ギリシアの古代遺い跡せきのようだ。

　違う点と言えば、どれもピカピカの新品。目の前にそびえる巨大な神殿は、パルテノン神殿が新築だったら、こんな感じだったのではないかと思わせる。

　だが、どの神殿も抜け殻がらのように静まり返っている。

　朝霧も緊張の面持ちで、周囲を見回した。

「誰もいないね」

「ああ。待っていても何も起きそうにないな。進むしかない」

　俺は正面にどっしりと構えている、一番大きな神殿を睨にらみ付ける。

「見た感じ、あれだな。いかにもラスボスがいそうだ」

　雫石は魔導書を片手に、いつでも魔法を発動出来るよう準備している。

「そうね。でもその前に、魔王の鎧を着けられるかどうか確かく認にんした方がいいわね。堂巡くんのままじゃ、ただの役立たずだわ」

　言い方は気に食わないが、その通りだ。

　俺はメニューを開き、魔王の鎧を選せん択たくする。すると、俺の体は再び魔王ヘルシャフトに変わった。特に門の外へ弾はじき飛ばされるわけでも、エラーが発生するわけでもない。

「行けそうだ」

　俺の姿を見上げ、朝霧は安心したように微笑んだ。

「よかったよ。これで戦えそうだね」

「ヘルシャフト様の名を汚けがすような、みっともない真似まねはしないでよ」

　うん……いいんだけど、やっぱ素すの俺って頼たよりにされてないよね？

　気を取り直し、俺たちは神殿に入って行く。

　中は白い大理石が敷しき詰つめられたシンプルな造りで、外周に柱が立ち並ぶほかは何もなく、だだっ広いがらんとした空間だった。

　ひょっとしたら開発中で、オブジェクトが何も置かれていないのでは？　と思っていると正面の奥に一つだけ置いてあるものがあった。

　椅い子すに座る彫ちよう像ぞうのようだった。

　俺たちは、注意深く奥へと進む。近付くにつれて、彫像の姿が明らかになる。

　全高二メートルほどの像。鏡の仮面を付けた巨人──恐おそらくは、神。

　天使と同じように所々に包帯が巻かれた、傷付いた神が座っていた。

「ねえ、さっきから気になっていたんだけど、あの鏡の仮面って、あんたたちの前に現れた奴やつと同じなの？」

「うん……そうみたい。堂巡くんは？」

「ああ。俺が見たのも同じだ」

「ふうん……なるほど。黒幕は自らを神と思い込んでいるわけね」

『思ってはいない。しかし君たちにとっては事実、私は神と同義だ』

「……!?」

　重低音の響ひびきと共に、神の像が立ち上がった。

　高みから見おろすようにこちらに顔を向けているが、どこを見ているのかは分からない。表情も分からない。その顔に映るのは、俺たち自身の姿だけだ。しかしその全身から、明らかな意思を感じる。

「あれは像じゃなくて、神そのものだったらしいな」

　俺は炎ほのおのマントを剣けんの形に変える。雫石の魔導書から伸のびる鎖くさりも、警けい戒かいするように蠢うごめき始めた。

「しかも……中の人付きとはね。凛り々り子こ、あれがあんたの言ってた奴なの」

　朝霧も剣を抜ぬき、険しいまなざしで神を睨む。

「あなたは滝たき沢ざわさんですよね！　めぐるちゃんのお父さんの！」

『意味のない問いだ』

「……っ」

　朝霧は悔くやしそうな顔をしているが、今の返事は肯こう定ていしたも同じだ。しかし、なぜ滝沢はこの姿で俺たちの前に現れたんだ？

「だったら、あんたのことは何と呼べばいいんだ？」

『ならばこう呼ぶがいい。神──エグゾディアと』

　──エグゾディア。

「なるほど……ゲームのタイトル『エグゾディア・エクソダス』のエグゾディアとは、そのキャラ、ラスボスである神の名を冠かんしていたってわけか」

『そうだな。魔王ヘルシャフトはいわば表のラスボス。だが、真のラスボスはこのエグゾディア。そういった仕様になっていたのだよ』

「ならば訊きこう、エグゾディア。貴様は２Ａギルドの中にいるはずだ。それがなぜ、ここにいる？」

『神の奇き跡せきかな』

　そして人を小こ馬ば鹿かにしたような含ふくみ笑いを漏もらした。

「それにしては、随ずい分ぶんと人間じみた神だ」

『ほう？　ならば試ためしてみるかい？　私が人か、神か』

　俺が答えるより先に、雫石が口を開いた。

「キャラのスペックではなく、中身のあんたがね。実に人間らしいわ。余よ裕ゆうぶってるけど、相当追い詰められているようね」

『戯ざれ言を』

「だって、こんなところへノコノコ現れて、神様のロールプレイングだなんて聞いて呆あきれるわ。きっと、そうせざるを得ない理由があったんでしょ？」

　雫石は俺の方を見上げた。

「ああ。本当は俺たちの自じ滅めつを望んでいた。式しき場ばたちのようにな。だが、そうなりそうにない。しかも魔王ヘルシャフトが神すらも倒たおし、悪魔の祭さい壇だんから外への連れん絡らくを取りそうになった。あんたとしては、それは絶対に阻そ止ししたいことだ」

『……地上の覇は者しやになったからと増長しているようだな』

「他ほかにもあんたは重大なネタバレをした」

『何だと？』

「エグゾディア・エクソダスでは、ログインした状態で他のキャラになりすますことは出来ない。必ず一回ログアウトしなければならないんだ」

　だからこそ俺は、めぐるの作ったツールでログインし直してヘルシャフトになった。

「つまり、あんたは自由にログインし直せる環かん境きようにいる。現実世界にいるんだ」

『……』

　これはハッタリだ。めぐるはログインし直すツール『リロード』を作った。しかし、それはそうせざるを得ない理由があったからだ。滝沢隆りゆう二じならば、普ふ通つうにログインし直せばいい。また、そうしなければ自分の肉体が死んでしまう。

「そしてもう一つ、そこから重要な事が分かる。なぜなら、こうしている今も、２Ａギルドに紛まぎれ込んだあんたのアバターは活動していなければならないからだ。となると、どういうことか？　それは──」

『お喋しやべりはここまでとしよう』

　エグゾディアは片手を上げた。すると、今まで無人だった神殿内に、門の前で戦った醜しゆう悪あくな天使たちが出現した。

「朝霧！　雫石！」

「まかせて！」

　朝霧は一いつ瞬しゆんで天使の前を駆かけ抜け、まとめて数体を切り刻んだ。

「かかってきなさい！　地じ獄ごくの炎で焼き尽つくしてあげる！」

　雫石の魔ま法ほう陣じんから吐はき出された炎が、天使たちに襲おそいかかる。先さき程ほどは戦いに参加せず、ＨＰとＭＰを温存させていたこともあり、この二人の戦力なら十分に戦える。

　問題はむしろ俺の方だ。

　まずは定番。課金アイテム『攻撃力強化薬ストロンガー』の重複使用だ!!

「いくぜぇええ──え？」

　メニューの購入ボタンを連打して、すぐに手が止まった。

　なぜならボタンの上に、メッセージウインドウが表示されたからだ。

『──このアイテムの重複使用は出来ません』

　なんじゃこりゃぁあああああああああああああああああああああああああ!?

「エグゾディア！　てめぇ、何をしやがった!?」

『ああ。仕様変へん更こうを行ったんだ。むしろバグフィックスと言うべきかな。もうアイテムの重複使用は出来ない』

「この野や郎ろう！　改悪仕様だこんなもん!!」

　もっと先に修正すべきバグがあるだろうが!!　畜ちく生しよう!!

　いきなり大ピンチだ。

『さあ、地上を支配した魔王の力。見せてもらおうか』

　エグゾディアは巨きよ大だいな拳こぶしを引き、前に突き出した。

　しかし距きよ離りは二十メートル以上離はなれている。当たるはずもない。

「ぐあっ!?」

　それなのに、俺の体を衝しよう撃げきが貫つらぬいた。もんどりうって倒れ、床ゆかを転がる。

「駆流!?」

　朝霧の心配そうな声が響ひびく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！　それより油断するな!!」

　俺はステイタスを確認。今の一撃でＨＰが半分近くなくなっていた。

「くそ……直撃喰くらったら、どうなるんだよ……」

　俺は立ち上がると、ガチャのハズレで山ほど出た回復薬を大量に投入した。

『かかってきなさい。その程度では、魔王の名が泣くぞ』

「……勝手なこと言いやがって」

　俺は装備リストから朝霧の作ってくれたマントを出し、背中に羽織った。

　気休めだが、少しは防ぼう御ぎよ力が上がる。それに、空中を移動して攻こう撃げきを避よけることも出来る。他に使えそうなものは……。

　いくら眺ながめても、他に使えそうなものはない。

『来ないのなら仕方ない。こちらから行こう』

　エグゾディアが無造作に手を振ふり上げる。まるでレーザー光線のような軌き跡せきが俺に向かって飛んできた。

「ぐおぅっ!?」

　肩かたの装そう甲こうが砕くだけた。

『そらそら、逃にげないと大変だぞ』

　エグゾディアは軽く手刀を振り回しているだけなのに、その一撃一撃が、まるで光の鎌かまのように襲いかかる。

「くそっ!!」

　マントの飛行能力を使って、床の上を滑すべるように移動する。

『ふふふ思ったより身軽じゃないか。だが、いつまで続くかな』

　畜生！　避けるので精せい一いつ杯ぱいで、攻撃するどころじゃねえ！

『さて、仲間を捨てて真っ先に逃げ出すのは誰だれかな？』

「何だと!?」

『こうしよう。君たちの内で先に逃げた二人は見み逃のがしてあげよう。そして逃げ遅おくれた一人は、この場で殺す』

　この野郎!?　何て性格が悪いんだ!!

「おい!!　楽しいのかよ!?　こんなことをして！」

『楽しいね。人の仮面を剝はがすのは。人は誰でも、気取った顔の下に悪魔の顔を持っている。私は真の顔を明らかにし、人々に見せつける』

　朝霧は天使と距離を取り、エグゾディアを睨にらみ付けた。その額に汗あせが光る。

「だったら、あたしが最後まで残るよ」

　──朝霧。

『贖しよく罪ざいのつもりか？』

「別に。そうしたいだけ」

『偽ぎ善ぜん者め』

　──くそ！

　隙すきを衝ついて仕し掛かけようとしたが、待ち構えていたようにエグゾディアが腕うでを振る。光の鎌が俺の足に命中し、膝ひざの装甲が削けずり取られた。

「つあっ!?」

　バランスを崩くずし、倒れたまま床を滑る。

『人の関係など脆もろいものだ。結局のところ、利害関係でしかない。いかに相手から利益を引き出すか、負ふ債さいを押し付けるか……そのために人は他人とつき合っているのだ』

「……な」

　俺は膝に手を突き立ち上がると、エグゾディアを睨み付ける。

　エグゾディアの鏡の仮面に、俺の顔が映った。

「お前は、人との関係を……そう考えているのか？」

『考えているのではない。そういうものなのだ。すなわち全すべてが空むなしい。そんな下らない人間関係に無む駄だなエネルギーを費ついやすことが。何という無意味。他人と関かかわることは、自らのリソースを犠ぎ牲せいにすることに他ならない』

　──。

　そうだ。

　俺もずっと、そう思っていた。

　他人とのコミュニケーションは負担でしかないと。

　本当に、重荷だった。

　この世界へ来てからも、ずっと。

　俺はそのために奔ほん走そうさせられてきた。

　俺は、俺の顔が映る鏡の仮面を見つめた。

　……そうか。

　これが、俺か。

　でも、

　今の俺は、この俺だけじゃない。

　朝霧は言った。俺は変わったと。

　俺は一つじゃない。

　前の俺が消えたわけじゃない。でも、新しい俺もいる。

　しかし、こうして目の前に突き付けられると、自信がなくなる。

　結局俺は何一つ変わっちゃいないのだと。

　いずれ俺は、こうなるのだと。

　俺は、俺の前に立ちふさがる、もう一人の俺を指さした。

　ならば──、

「エグゾディアよ」

　俺の背中から炎ほのおが噴ふき出し、渦うずを巻いた。

「どうしても、お前を！　ここで倒さねばならなくなった!!」





「神も悪魔も、所しよ詮せんは人の胸の中

　醜みにくき姿は己おのれの鏡

　歪ゆがんだ神に　住まう天なし

　滅ほろびよ邪じや神しん　砕くだけよ鏡

　新生!!　魔王ヘルシャフト!!」






　俺は床を蹴けり、エグゾディアへ走る。

「うおおおお！」

『無駄なことを』

　エグゾディアは俺に向かってパンチを繰くり出した。凄すさまじい衝撃波が床を砕きながら、向かってくる。

　届く前に、横に飛ぶ。そしてマントの飛行能力を使い、空中を回転。無理な軌道を描えがき、エグゾディアへ。首の骨が折れそうな重力がかかるが、知ったことか。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　炎の剣けんで渾こん身しんの一撃を放つ。エグゾディアの肩口に剣がもぐり込んだ。

「まだまだぁあああ!!」

　左手を振りかぶり、鏡の仮面に強きよう烈れつなパンチを叩たたき込む。

　──どうだ!?

『魔王の力とは、そんなものか』

　──な!?

　次の瞬間、視界が上下左右に何回転もして、背中に息が止まりそうな衝撃が走った。

　床を何度か跳はねながら俺の体は転がり、柱に叩き付けられた。

　何が起きた？

　顔を上げると、エグゾディアが遠くにいる。

　投げられたのか？

「く……」

　視界の隅すみでＨＰのアラートが点てん滅めつしている。

　まずい。回復薬を！

　メニューを開いたとき、エグゾディアが大きく体をひねり、力を込めた拳を突き出した。

　──死ぬ。

　まばゆいばかりの光の塊かたまりが向かってくる。

　くそっ!!　こんなところで終わってたまるか!!

　襲おそいかかる光を睨み付ける。

　突とつ然ぜん、

　魔ま法ほう陣じんが目の前に立ちふさがった。

　防御魔法!?

　天使に斬きられながらも、俺に向かって手を伸のばしている雫石の姿が目に入った。

　光が弾はじけ、爆ばく発はつが起きた。

「うわぁああああああああああああああああああっ!!」

　魔法陣が粉々に砕けた。しかし、エグゾディアの攻撃は受けきってくれたらしく、俺のＨＰはまだ０にはなっていない。

　慌あわてて回復薬を連打していると、

「何ぼさっとしてんのよ!!　ヘルシャフト様を汚けがすな!!」

　右手にＭＰ回復薬、左手に魔導書を持った雫石に怒ど鳴なられた。

「ったく！　分かってるよ!!」

　ＨＰをＭＡＸにまで回復させると、立ち上がる。

　しかし、どうやってあれに勝てばいいんだ？　攻撃力強化薬ストロンガーで攻撃力を強化出来ない今の俺では……!!

「駆流！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　朝霧が俺の横にやって来た。

「ああ！　だが、今の俺では奴やつに対たい抗こうする手段が……」

　──いや。

　俺には『エクスタス』と『ヘル＆ヘヴン』がある。

『言っておくが、魔法はやめておいた方がいい。この鏡の仮面は、あらゆる魔法を撥はね返す』

「何だと!?」

　俺だけでなく、雫石の顔にも焦あせりが浮うかぶ。

「なによそれ!?　それじゃ私も手が出せないじゃない！」

「それじゃ、あたしがやってみるよ」

「しかし朝霧！」

「大丈夫……だよっ！」

　襲いかかってきた天使を斬り伏ふせてから、朝霧はにっこり微笑ほほえんだ。

「あれ？」

　しかしその顔に、軽い驚おどろきが表れる。

「どうかしたのか!?」

「え、今倒たおした天使が魔法石を落としたから」

　なに!?

　雫石も、あっと気付くと、

「私もさっき拾ったわ。ここの天使は魔法石を落とす設定になってるみたいね」

「しかも、これ……受け取って！　駆流！」

　視界にアイテム譲じよう渡とのウインドウが開いた。すかさず了りよう解かいのボタンを押す。

「……これは!?」

　見たことがない、虹にじ色いろに輝かがやく魔法石が三十個。

「雫石！　お前のも!!」

　すぐに同じ魔法石が二十個追加される。

　これで、ちょうどガチャ一回分！

　虹色の魔法石というのは見たことがない。恐おそらく、高いレアリティが約束されたものに違ちがいない。ならば──!!

「駆流！　引いて!!」

「そうよ！　ここでワンターンキルを引き当ててこそ、ヘルシャフト様よ!!」

　勝手なこと言いやがって！

　しかし、それしか勝つ道はない!!

『何だ？　いいアイテムでも出たのかな？』

　エグゾディアの表情は分からない。しかし声の感じから、仮面の下で冷れい笑しようを浮かべているのが分かる。

「ああ……武士の情けだ。ガチャを一回引かせてくれないか？」

　しばらくエグゾディアの答えはなかった。悩なやんでいるのかと思ったら、

『何かと思えばくじ引きか……君は将来ギャンブルで身を持ち崩すタイプだな。そんなくじ引きに運命を委ゆだねるようでは。おっと、君に将来はなかったな』

　そう言うと、くっくっくっと小こ馬ば鹿かにしたような笑い声を漏もらした。

　何とでも言え。

　今の俺にはこれしかない。

　だから、これに賭かける！

　俺は祈いのった。

　そして、運命のガチャを引く。

　俺たちの未来がかかった、運命のガチャを。

　今まで見たことのない美しい輝きが神しん殿でんの中に輝いた。七色の光が宙を乱らん舞ぶし、一つのカードに形を変える。

　光の中から現れた、そのカードは──、




『ＯＬＥサマナー』




「駆流！　それは!?」

「何のカードなのよ!!」

　俺は宙に浮かぶそのカードを指先で摑つかんだ。

「Ｏｖｅｒ　Ｌｉｍｉｔｅｄ　Ｅｘｏｄｕｓ　Ｓｕｍｍｏｎｅｒ──別のフィールドにいるプレイヤーを召しよう喚かんするアイテムだ」

　細かな説明テキストによれば、召喚したプレイヤーを自分の命令通りに動かすことが出来るとされている。しかし、誰だれを呼んだところで──、

　朝霧の瞳ひとみがショックに揺ゆれる。

「……そんな」

「っ……何やってんのよ！　ここはワンターンキルを引くところでしょうが!!」

『ふふふ、期待外れで残念だったね。運頼だのみで人生を生きると、そういうことになるという教訓が得られたのは良かったが──生かす機会がないのは残念だよ』

　嬉うれしそうなエグゾディアの声が、神殿に響ひびく。

　絶望を振ふり払はらうように、朝霧は必死の形相を俺に向ける。

「で、でも、誰か強いキャラを呼び出せば！」

『ちなみにエグゾディアはレベル70のプレイヤー二十人でバランスするように設定してある。さて、誰を選ぶのかな？』

　雫石のギリッという歯ぎしりの音が聞こえた。

「ふん……２Ａギルド全員で来たところで、必ずあんたが勝てるようになってるってわけね。随ずい分ぶんと臆おく病びようで小心者の神様だこと。中の人間の小ささが表れているわ」

『──さて、そろそろゲーム開始といこうか。先さき程ほども言った通り、二人は生かして帰そう。誰が犠ぎ牲せいになるか、決めたまえ』

「ふ、ふふふふ……」

　俺は思わず笑ってしまった。

「堂巡……くん？」

「どうしたのよ!?　頭がおかしくなるのは、まだ早いわよ!!」

「そうか、そういうことか」

「……え？」

『……何が可笑おかしい？』

　俺は手の中のカードを見つめる。

　そして、考える。

　その意味を。

「これで、いいんだ」

　人を呼び、人を頼たより、人に助けてもらう、このカードの意味を。

　朝霧が涙なみだをにじませた顔で叫さけぶ。

「どうしたの!?　堂巡くん！」

「いや、そうじゃない。これでなければ、ならなかったんだ」

　全すべてのことが集約し、次の一手へ。

『ふふふ、正気を失ったか。憐あわれなものだ』

　エグゾディアが俺を見つめている。それは、鏡の仮面に映る俺の顔。

　だがそれは違う。

　あれはあくまで鏡像。俺を映す鏡であって、俺自身ではない。

「俺たちの勝ちだ！　エグゾディア!!」

　俺は、『ＯＬＥサマナー』のカードを、高々と掲かかげる。





「魔王ヘルシャフトの名において命ずる!!

　古いにしえの教会に封ふうじられし剣けん士しよ、我が親友よ、

　破は滅めつの剣と共に蘇よみがえり、我が許もとへ来たれ!!」






　カードを投げると床ゆかにひらりと舞まい降りる。瞬しゆん間かん的に、金色の魔法陣が広がった。





「インフィニティ・ソード!!　赤あか上がみ壮そう馬ま!!」






　神こう々ごうしいまでの金色の輝きの中から、その男が現れる。

　その手には、最強の破壊神。

　全てを破壊するエルフの秘宝。

　全てのオブジェクトを消滅させる、開発用の削さく除じよツール。

　──ラグナブリンガー。

「え、あ……赤上、くん？」

　朝霧は呆ぼう然ぜんとして、その姿を見つめた。赤上をこの世界で見るのは、初めてだろう。

　雫石に俺の正体を見られたとき。俺は赤上を封印した。

[image: ]

　脱だつ出しゆつする方法を見つけ、安全を確かく認にんしてから救出するために。

「……駆流？」

　壮馬は寝ね起おきのように、惚ほうけた顔で俺を見つめた。だが、すぐに目を見開くと、

「駆流!!　きっ……貴様っ!!」

「その話は後だ。壮馬、天使を殲せん滅めつしろ」

「な……誰が！　く!?」

　壮馬の体が消えた──ように見えた。

　次の瞬間、俺たちの背後にいる天使十体が粉々に粉ふん砕さいされて消えた。

「えっ!?」

　朝霧が目をみはる。

　壮馬は神殿の中を風の如ごとく駆かけ抜ぬけ、天使を血祭りに上げてゆく。剣が一本では足りないのか、もう一本剣を出して両手で二本の剣を振るう。

「す、すごい……」

　強化能力でパワーアップさせた武器は、耐たい久きゆう力と引き換かえに極限まで攻こう撃げき力を高める。そして身に着けた装備は防ぼう御ぎよ力とスピードを超ちよう人じん的なレベルに引き上げる。

　あっという間に、神殿にいる天使が光の粒つぶとなって消えた。

　あっけにとられて立ち尽つくしている朝霧と雫石の横に、風の如く壮馬が戻って来た。

「終わったよ。駆流……って、僕は何で!?」

「ご苦労。ラグナブリンガーを俺に渡わたせ」

「な……誰が！」

　そう言いながら、壮馬はメニューを開き、ラグナブリンガーを俺に譲じよう渡とした。

「く、くそっ！　こんなことしたくないのに！　畜ちく生しよう、駆流！　僕に何をした!?」

　すまないな、壮馬。だが話は後だ。

　俺の手の中に、ラグナブリンガーが握にぎられた。

　触ふれたものは全て消滅する。生き物でも、モノでも、大地であっても。

　──無論、神であろうとも。

『そんなツールが……馬鹿な』

　エグゾディアがうろたえた声でつぶやく。

『まさか……現場の連中め、勝手にこんなものを……』

「どうやら、お前は人や開発の管理が苦手なようだな。滝沢隆二」

『貴様……ヘルシャフト、いや……確か堂巡といったな。ただの高校生ではないな？　ヘルズドメインの関係者か？　貴様は一体、何者だ？』

　俺は思わず苦笑いを浮うかべた。

「今、お前が全部言ったよ」

　俺はラグナブリンガーを構え、切っ先をエグゾディアに向けた。

「滅ほろびよ、邪じや神しん!!」

　そして床を蹴けり、駆ける。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　切っ先がエグゾディアに迫せまったとき、鏡の仮面を付けた首が、がくりとうなだれた。

「!?」

　ラグナブリンガーがエグゾディアの胸に、深々と突つき刺ささる。

　今、目が覚めたように、エグゾディアが顎あごを上げた。

「グギェエガォゴゴゴギゥェィアアアアアァァアアアアアアアェエエエエ!!」

　人のものではない、身の毛のよだつ絶ぜつ叫きようを上げ、全身を痙けい攣れんさせた。

　鏡の仮面にヒビが入った、と思った瞬間に──砕くだけた。

　その下に顔はなく、中は空くう洞どうだった。仮面に続き、体にも亀き裂れつが入ると粉々に崩くずれ落ち、光の粒となって消えてゆく。

　跡あと形かたもなく、エグゾディアの姿は消滅した。

　──勝った。

　俺は振り向き、朝霧と雫石、そして壮馬を見つめた。

「駆流!!」

　朝霧が涙を流しながら、走って来る。

「……朝霧」

　俺は魔ま王おうの鎧よろいを脱ぬいで、人間の姿に戻もどった。そんな俺の期待通り、朝霧は俺に飛びついて来た。

「やった！　やったよ！　やったんだね!!」

「ああ！　勝ったぞ。この世界の神に」

　雫石も腰こしに手を当て、少し疲つかれたような顔でやって来た。

「ふん、まあヘルシャフト様としては及きゆう第だい点ね」

「そりゃどうも」

　朝霧は涙にうるんだ瞳ひとみで、俺を見つめる。超ちよう至し近きん距きよ離りで、もしかしてこのままキスされるんじゃないかってドキドキする。

「また、奇き跡せきを起こしてくれたね」

「また？」

　──そうか、サタンを倒たおしたときか。

　思わず、ふっと笑ってしまった。照れ笑いだ。

「確かにそうかもな……でも、俺は少し勘かん違ちがいをしていたのかも知れない」

「勘違い？」

　俺は、朝霧、雫石、壮馬を順番に見つめた。

　感謝を込めて。

「あの時も、今も……俺一人で起こした奇跡じゃなかった、ってことさ」




　　　　＋　＋　＋




　それから俺たちは、悪魔の祭さい壇だんを探した。

　点在する神しん殿でんを端はしから探してゆく。その間も、壮馬は鬼おにのような顔で俺を睨にらみ付けていた。

「あの……赤上くん、どうしてそんなに駆流を睨んでるの？」

「あいつには怨うらみがあるんだ」

「そっか、ケンカしてるんだ」

「そんな生易しいもんじゃない。殺し合いだ」

　朝霧の顔が曇くもる。

「それは言い過ぎだよ。だって親友なんでしょ？」

「は!?　何で！」

「だって、さっき赤上くんを召しよう喚かんするとき言ってたよ？　我が親友って」

　……よく覚えているな！

　つい言っちゃった、って感じだけど……ハズい。

　壮馬を見ると、あいつも微び妙みような表情を浮かべていた。

「親友……僕を？」

　しかし、首を横に振ふった。

「いいや。駆流は僕をハメた。罠わなにかけて、騙だました。それは許せない。絶対に」

　黙だまって聞いていた雫石が、面めん倒どう臭くさそうに口を挟はさむ。

「言っておくけど、殺したら本当に死ぬわよ？　あんたが吞のん気きに寝ている間に、状じよう況きようは変わったんだから。二年Ａ組の半数は、もうお亡なくなりよ？」

　壮馬の顔が強こわばった。

「え……なに、それ？」

　祭壇を探しながら朝霧と雫石は、式場たちの顚てん末まつを語って聞かせた。

「そう……なんだ」

　それから壮馬は大人しくなった。表情が消え、俯うつむきがちに俺たちに付いて来る。

　少し心配だが、まあ……普ふ通つうにショックなんだろうな。

　と、五つ目に訪おとずれた神殿で、見覚えのある祭壇が見つかった。エグゾディアに破は壊かいされていることを恐おそれていたが、杞き憂ゆうに終わった。もしかしたらエグゾディアは、あの神殿から出られない設定だったのかも知れない。

「悪魔の祭壇……天国にあるから、天使の祭壇と言った方がいいのかな？」

　そんな戯ざれ言をつぶやくと、朝霧は急せかすように俺の袖そでを引っ張った。

「それより早く。連れん絡らくを取ってみてよ」

　俺は祭壇に触れた。

「あれ？　何も起きないぞ」

　慌あわててめぐるが書き残したメモを再読する。

「そうだった。悪魔属性じゃないと使えないんだった」

　俺はヘルシャフトになってから、もう一度祭壇に触れた。すると、今度はメニューが開いた。メモによれば、次は通信相手を選ぶことになっている。と言っても、一カ所しかなかった。

『ヘルズドメイン開発室』

　メニューに相手を呼び出しているグラフィックと、ささやかなＢＧＭが流れる。

　頼たのむ……出てくれよ。

　そう祈いのりながら、メニュー画面を睨み付ける。

　朝霧と雫石も固かた唾ずをのんで見守っている。

　待つ時間が長い。

　おいおい……ここまで来て、ダメなのか？

　そう思った時、

『はい……って、何でこれがかかってくるんだ？　誰だれ？』

　来たっ!!

「うおおおおおおおおお!!　いやったぁああああああああああああああああ!!」

『うわっ!?　な、何だ』

　俺たちは狂きよう喜き乱らん舞ぶ。しかし通信の向こうでは、面めん食くらっている様子がありありと分かる。

『どうしたんだ？』『誰かのイタズラか？』『切っちゃえよ』なんて声が聞こえてくる。

　待て待て！　ここで切られたらたまったもんじゃねえ！

「俺たちは南みなみ明みよう神じん高校の二年Ａ組！　エグゾディア・エクソダスに閉じ込められているんだ!!　救きゆう援えんを求む!!」

『はあ!?　ちょ、待って、待って。どういうこと？』

　それから俺たちは必死に事情を話した。通話の向こうでは、徐じよ々じよに人数が多くなり、騒さわぎが大きくなっているのが伝わってくる。

『確かに南明神高校の事故は、誰かのクラッキング……破壊工作だったんだ。僕たちでも知らないシステムの脆ぜい弱じやく性を衝つかれて、権限を全部奪うばわれちゃって……恐ろしく高性能なクラッキングツールだよ』

　滝沢隆二がファーストパレスで、テストベッドまで用意して作ったツールか。

「それで、俺たちの体は？　無事なんですか？」

『ああ……まあ、衰すい弱じやくしているが、命に別状はないよ。ただ戻って来たら、キツいリハビリは覚かく悟ごしておいて』

「二年も寝ねたきりだもんね……」

　朝霧が苦笑いで答える。

『今回の障害で厄やつ介かいなのは、外からプログラムをいじれないようにブロックされたことなんだ。ゲームにログインも出来ないし、まったく復旧作業が出来なかった……でも、こっちは君たちの意識が生きていることは把は握あくしてたから、システムを落とすことも、大おお幅はばにデータを入れ替かえることも出来ない。それで手も足も出ないって感じだったんだ』

「それじゃ、俺たちが助かる方法はないのか!?」

『いや、そうじゃない。こうして連絡が取れたことが幸いだよ。おかげで事情が分かったし、君たちの体へ意識データを戻す準備を始めるよ』

「それじゃ！」

『ああ。でも、すぐは無理。君たちの体は、今病院にあるからね。こっちへ運んでもらって、それから転送装置の動作確かく認にんとか色々……そうだな、一週間くらいかかるかも』

　一週間か……。

「それくらいどうってことないわ。もう二年も待たされたんだし」

「そうだね……黒幕の滝沢隆二も……消えちゃったし」

『君たち、滝沢隆二を知っているのかい？』

「ええ。実は──」

　朝霧は、自分の素す性じようと滝沢とのやり取りなどを、分かりやすく説明した。

『なるほど……実はね、こちらでもほぼ滝沢隆二が犯人で間違いなし、という目星を付けて、僕らも警察も捜さがしているんだ。でも、行方ゆくえをくらましていてね。もしかしたら、ログインしたまま死んでしまったんじゃないかと思ってた』

　朝霧は俺の顔を窺うかがうように見つめ、

「実は、滝沢隆二はさっきあたしたちが──」

「いや」

　言いかけた言葉を、俺がさえぎる。

「恐らく、滝沢隆二はまだ生きている」

「えっ!?　でも……滝沢隆二は、さっき……」

「ラグナブリンガーが突き刺さる直前、エグゾディアの様子がおかしかった。まるで、操あやつり人形の糸が切れたように」

「まさか、それじゃ滝沢はまだ……」

「ああ。恐らく一度ログアウトしたんだろう」

　──恐らく奴やつはまた仕し掛かけてくる。

　だが滝沢も追い詰つめられているはずだ。一体、どういう手に出てくるか……？

『えっと、君たちはそっちで滝沢隆二に会ったのかい？』

「ええ。ただ、奴は別のアバターを使っていて正体をくらましている。恐らく俺たちの仲間のフリをして、今いま頃ごろログインし直しているはずだ」

『ふーん、なるほど……あ、そうだ。そういえば、君たちだけじゃなくて、うちの社員も一人ログインしっぱなしでね。哀あい川かわ愁しゆう子こっていうんだけど、知らない？』

　それからも詳くわしい情報の交こう換かんをした。当初は哀川さんにメールを送ることが出来たのだが、途と中ちゆうでブロックが厳しくなり、それも不可能になったことも明らかになった。

　哀川さんが、メールの文章が少し変わったと感じていたのは、その通りだったのだ。

　滝沢は自分の都合の良いように、ゲーム内で修正プログラムを作成し、エグゾディア・エクソダスに適用した。それがあの、Ｓａｎｔａ─Ｘである。

　しかし、めぐるも言っていたように、ゲームにログインした状態でプログラム本体をいじるのには限界がある。本当は悪魔の祭壇だって改かい竄ざんしたかったのだろうが、出来なかったらしい。

『ねえ、ものは相談なんだけどさ。滝沢隆二をもう一度ログアウトさせられないかな？』

「それは……出来るか分からないですけど、どうしてですか？」

『滝沢の居場所を特定する唯ゆい一いつの手がかりは、滝沢がログアウトをしたときなんだ。奴の意識データを追つい跡せき出来れば良いんだけど、いつも撒まかれちゃうんだよね。幾いくつもサーバーを経由して、周しゆう到とうに行方をくらましてる。でも、内部に滝沢を追跡するプログラムを仕込めれば──』

「現実世界での奴の居所がわかる、ってことか」

『そういうこと。もし可能なら、とっ捕つかまえて連れ帰ってくれないかな？　奴には全すべてを明らかにさせて、罪を償つぐなわせる必要がある』

　確かにそれが出来れば理想的だ。

「分かった。やれるだけやってみるよ」

『後は、そっちにログインしている人たちに、一いつ斉せいアナウンスを送れるような機能を追加するプログラムがいるかな……ねえ、そっちの内部でプログラムを作成出来る場所とか知ってるかな？』

「ああ。一カ所心当たりがある」

　モンフォールでめぐるが使っていた机。あそこで、めぐるはリロードを作成していた。

『了りよう解かい。じゃ、この回線を使ってプログラムのソースコードを送るから、その場所へ行って実行ファイルにビルドしてくれる？』

「……よく分からんが、分かった」

　それから俺は瞬間移動テレポートを使い、何度かモンフォールを往復して修正用ファイルを実行した。

『ＯＫ。これで、こちらでログアウトしたときのデータをトレース出来るようになる。あとは、君たちの体をつないで、ログアウトの準備が出来たら、全員に音声メールを送るよ。スパムじゃなく、マジだって伝えておいてよね』

「分かった。ログアウトの詳しよう細さいが分かったら教えてくれ」

『了解。あ、それと、こっちで君たちを強制的にログアウトさせることは出来ないんだ。自力でログアウトしてもらえるかな？』

「自力でって……」

　どうやってと言いかけて、俺はハッと気が付いた。

　そんなもの、訊きくまでもなかった。

「ヘルズゲート……、か」

『そうそう。インフェルミアの地下にあるヘルズゲート。あそこを通って帰ってきて欲しいんだ』

　俺が守り通した門か。

　今までは、みんなの意識データの消失を防ぐために、誰も近付けなかったが……それがやっと役に立つ日が来た。

　突とつ然ぜん、目の前にウインドウが開いた。




『──緊きん急きゆう連絡!!　ヘルズドメイン救出サポートチームより。全員、ヘルズゲートを突破し、現実へ帰き還かんせよ!!』




「な……何だこれは!?　おい！　何で今メッセージを出すんだ!?」

『へ？　こっちは何もしてないけど』

「何だと……」

　ってことは、これは──、

　メッセージウインドウをスクロールさせると、さらに追加情報が載のっている。

『──二年Ａ組の諸君らの窮きゆう地ちは知っている。敵は魔ま王おうヘルシャフトとその一味。彼らの正体は、君たちの仲間だ。驚おどろくかも知れないが、堂巡駆流、朝霧凛々子、雫石乃音のん、赤上壮馬が結けつ託たくし、諸君らを皆みな殺ごろしにしようと企たくらんでいる』

「何だとぉおお!?」

　思わず叫さけんでいた。

　朝霧と壮馬は呆ぼう然ぜんとした様子でウインドウを見つめている。

　雫石も眉まゆを寄せて、指先を嚙かんだ。

「やってくれたわね……疑ぎ心しん暗あん鬼きを煽あおって、仲間割れを誘ゆう発はつする気ね」

　メッセージはさらに続いていた。

『──彼らの戦力は大きい。しかし今、インフェルミアは留守だ。諸君らの手助けをするために、我われ々われは攻こう城じよう戦クエストを開始させる。その軍勢を使って、インフェルミアを陥かん落らくさせ、ヘルズゲートを突破して欲しい。現実で待っている』

「くそっ!!」

　滝沢め、えげつない手を使いやがって！

『どうしたんだい!?　何が起きたの!?』

　俺は怒いかりに震ふるえながら状じよう況きようを伝えた。何か対策が打てないか相談したが──、

『ごめんよ。こっちからじゃ、大したことは出来ない。とにかく、仲間と話し合ってくれ。高校生だしクラスの友達なんだろ？』

「こっちはそんな生易しい世界じゃねえんだよ!!」

『わ、分かったよ。こっちも出来るだけのことはするから』

「こっちからあんたに連れん絡らくは出来ないのか？」

『悪魔の祭さい壇だんを使ってもらうしかない』

「その度たびに、ここに瞬間移動テレポートするのか……」

『申し訳ないが、天国へは瞬間移動テレポート出来ないよ。ラスボスのバトルだし』

　畜ちく生しよう！　とことん使えない仕様だな!!

「分かった。それじゃ一週間後にヘルズゲートの前で待っている」

『了解。事前に、最終確認のアナウンスを入れるから、それまではヘルズゲートを通っちゃ駄だ目めだよ。意識データが消しよう滅めつして、死んじゃうからね！　それじゃ──』

「待ってくれ。一つ頼たのみがあるんだが」

『ん？』

「滝沢が開発スタッフになりすまして、俺たちに偽にせの情報を送る可能性もある。こちらへのアナウンスは、あんたがやってくれないか？」

『ああ……なるほどね。了解した。僕の名前は、鬼おに塚づか。鬼塚道みち夫おだよ』

「天国で鬼に助けられるとは……何ともありがたいね」

『あはは。哀川さんに言えば、ああ、あの人か、って分かると思うよ。それじゃ』

　通信を終え、俺は三人の顔を見回した。

「良いことと悪いことが同時に……って感じだな」

「どうしよう？　すぐにみんなのところへ戻らないと……でも、さっきのクエストのメッセージを信じられてたら、あたしたち……」

「壮馬。何かいい方法はないか？」

　と、訊いてみたが、壮馬は肩かたをすくめ口をへの字にした。

「僕の知識じゃどうにもならないね。ＮノンプレＰイヤーキヤＣラクターでなきゃ洗脳も出来ないし」

「雫石はどうだ？」

「急いでインフェルミアに戻もどるべきね。これから私たちは島に下りて、出航する準備をしなければならない。距きよ離りはアルズヘイムの方が遠いけど、２Ａギルドの方が、私たちより先にインフェルミアに着けるはずよ」

「ねえ、駆流。インフェルミアに兵は残して来たの？」

「少ないが一応守備隊がいる。だが……」

　軍団長であるアドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスはここにいる。となると、状況に合わせて能動的に軍団を動かせる奴が、城に残っていないということだ。決まった対応なら問題ないが、攻城戦クエストは手に余るだろう。

「どうしたの？　何か問題があるのかな？」

「ああ。実は、インフェルミアには指揮を執とれる奴が誰だれも──あ」




　いた!!




　俺は久々に通信石を取り出した。

「哀川さん！　応答して下さい!!」

　なかなか返事がないので、その間ずっと呼び掛け続けていると、

『ああっ、もう！　聞こえてるわよ!!　うるさいわねっ！』

「哀川さん！　大変なんです！」

『こっちも大変よ！　堂巡くんたちがいない間に大おお掃そう除じしようと思ったら、普ふ段だん使っていない階とか、汚きたないなんてもんじゃないわ！　地じ獄ごくよ！　それとあちこち壊こわれてるし！　洗せん濯たく物ものだって溜ため込みすぎで──』

「ヘルズドメインとの連絡がついたんですよ!!」

『……へ？』

「悪魔の祭壇から連絡が取れたんです！　それと黒幕の正体も分かりました！　滝沢隆二、エグゾディア・エクソダスの開発主任だった奴です！」

『ちょ、ちょっと待って！　いきなり言われても、頭が追いつかないわ！　えっと』

「それより一番大事な点です！　哀川さん！　城に残った魔王軍を指揮して、攻城戦を戦って下さい!!」

『え？……って、ええぇえええええええええええええええええええええええ!?』

　選せん択たくの余地はない。今、インフェルミアで俺の意思を受け、柔じゆう軟なんに対応出来るのは哀川さんしかいない。

『だ、だって私、奴ど隷れいよ!?』

「魔王代理に任命します!!　今から城主です!!　全軍に指示を出して、兵を動かして下さい！」

『そんなの無理────っ!!　私、命令される側よ!?　あんな大勢に命令とか!!』

「してたじゃないですか!?　下した請うけにしていた地獄の発注を思い出して下さい!!　人の皮を被かぶった鬼おにの哀川さんを取り戻すんです!!」

『どういう意味よ!?』

「お願いします！　俺たちの未来のために！」

『え……』

　通信石の向こうで、哀川さんが息を吞のむ音がした。

『私と堂巡くんの……未来』

　何かニュアンスが少し違ちがうような気がするが、細かいことはいい。

「そうです！　このままでは俺たちの未来はありません！　だから勝ち取るんです!!　この手で!!」

『分かったわ！　やってみる!!』

　急にやる気になってくれた!!

『それで、どうすればいいの？』

「守備隊の隊長のところへ行って下さい。俺が話をつけます。その後は、各軍団長からも指揮権を哀川さんに預けるように指示させますから。後は、俺かアドラから指示を出すので、その通りに命令を出して下さい」

『ええ、了りよう解かいよ！』

　俺はほっと溜め息を吐いた。

「哀川さんがいてくれて、本当に良かったですよ」

『え……そんな……ふふ、私頑がん張ばるわね。二人の未来のために♥』

　──ん？

　若じやつ干かんの違い和わ感かんを感じながら、俺は通信を切った。

「よし、これで一応一安心……」

　振ふり向くと、三つの冷たい視線が俺に突つき刺ささった。

「あれ……どうしたの？」

　壮馬は頭を抱かかえ、雫石は溜め息を吐いた。

　そして朝霧は半眼に閉じた目で、

「堂巡くんはね……いつか刺されると思うんだ」

　それ、言われたの二人目だな──と俺は冷や汗あせを垂らした。







[image: 六章「告白」]







　それから俺たちは、天国の門の前で待っていた魔王軍と合流。神を倒たおし、天国をも支配下に置いたと告げ、改めて勝ちどきを上げた。

　だが勝利の美酒に酔よっている暇ひまはない。

　インフェルミアに危機が迫せまっているのだ。急いで帰城するように、俺は全軍に命令を出した。

　半日かけて島へと下りる螺ら旋せん階段を駆かけ下りた。それから休む間もなく、慌あわてて出航の準備に取りかかる。

　天国の門への出発から休みなしの強行軍だったので、疲ひ労ろうも溜まり、兵たちの働きも鈍にぶくなっていた。それでも島に下りて来てから、何とか一日で出航まで漕こぎ着けた。

　ここからインフェルミアまでは約三日。

　しかし途と中ちゆうで雫しずく石いしをラグーナで降ろさねばならない。それは、シャルトにいる悪魔教の連中を連れて来てもらう必要があるからだ。

　さすがに戻ってくるまでラグーナで待つわけにはいかない。雫石たちには自力でインフェルミアに来てもらうとして、俺たちは先を急ぐことにした。

　それでも、まっすぐインフェルミアに向かうのに比べれば、半日ほどのロス。

　攻城戦クエストの告知が出て、すぐに２Ａギルドがインフェルミアに向かったとして、二日間は哀あい川かわさんにインフェルミアを守ってもらわねばならない。

「哀川さん。城内の建物を解体して、木材や石材を作って下さい。それを使って城外に柵さくを作るんです。その前には、濠ほりを掘ほらせて下さい」

『そんな大工事して間に合うの？　あと一日で来ちゃうんでしょ？』

「綺き麗れいに作る必要はありません。何なら、木を地面に適当に突き刺して、石を転がしておくだけでもいい。濠も深く掘る必要はなくて、ちょっと凹へこんでいるくらいで大だい丈じよう夫ぶです」

『分かったわ。魔ま獣じゆう軍団の小隊長に指示をしておくわね』

「こっちでアドラやサタナキアと軍議をした結果なんですが、兵の数からいって、最初から籠ろう城じよう戦の方がいいと思います。これから兵の配置を伝えますね」

『……』

「哀川さん？」

　しばらく返事がなかった。やがて、か細い声が通信石から聞こえてきた。

『堂どう巡めぐりくん……私、恐こわいわ』

　本当に心細いのだろう。声が震ふるえている。

「大丈夫です。哀川さんなら出来ます」

『うん。頑張るけど……早く帰ってきて』

　いつもの哀川さんらしくない、少し甘えるような響ひびき。その声を聞いていると、俺も少し切なくなる。

　哀川さんのことが、とても可愛かわいく思えてきて、守ってあげたいという欲求が胸の中で暴れる。

「出来るだけ早く戻ります」

　俺は静かにそう言うと、通信を切った。




　　　　＋　＋　＋




　翌日、哀川さんから連れん絡らくが入った。

『来たわ』

　ついに攻こう城じよう戦が始まった。事前の打ち合わせ通り、哀川さんは現場を仕切っていた。

　最初の内は頻ひん繁ぱんに連絡があったが、しばらくすると連絡が途と絶だえた。心配になって、こちらから連絡を入れると──、

『今忙いそがしいの！　は？　心配？　それどころじゃないわよ!!』

　凄すごい勢いで怒ど鳴なられ、通信を切られた。

　何というか──さすがだ。

　もともと優ゆう秀しゆうな人だし、状じよう況きように合わせる能力は並外れている。何年も奴隷をこなしてきただけはある。あの人はキツい状況や、修しゆ羅ら場ばになればなるほど、力を発揮するタイプなんだろう。さすが、骨の髄ずいまで社しや畜ちく。

　──二日後、ヘルザード号はインフェルミアに到とう着ちやくした。

　しかし城に直結する水路はふさがれ、湾わんの入り口で船は立ち往生した。そこで俺たちは城のかなり手前で下船し、二時間ほど陸路を進むことを強しいられる。

　焦あせる気持ちで荒こう野やを駆け、小高い丘おかを越こえると、大軍勢に囲まれたインフェルミアが見えた。

「こいつは……」

　大地を埋うめ尽つくすような軍勢。一体、何十万人いるのだろう？

　ハードウェアの処理ギリギリまで増やした軍勢は、やや動きがぎこちない。

　グラシャは耳を立てて、ちぎれんばかりに尻尾しつぽを振っている。

「うっひょおおおっ！　こいつはスゲエぜ！　獲え物ものが山盛りだ！」

「キング。いかがいたしましょう？」

　アドラとサタナキアが俺の命令を待っている。その後ろでは、朝あさ霧ぎりと壮そう馬まも神しん妙みような顔で様子を窺うかがっていた。

　どうするなんて決まっている。

「無論。インフェルミアに戻もどる」

　あそこには、俺を待っている人がいる。俺の帰りを信じて、一人で戦っている人が。

「邪じや魔ま者は全すべて蹴け散ちらすのみ！　行くぞ!!」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　丘を駆け下り、俺は人間の軍勢の中へ飛びこんだ。体当たりで人間を撥はね飛ばし、軍勢の中に一本の道を作ってゆく。

　そのすぐ後ろからアドラが付いて来る。

「吸きゆう血けつ鬼き軍団！　キングに続け!!」

「わはははは！　盛り上がってきたぜ!!　野や郎ろう共！　好きなだけ暴れてこい!!」

「ヘルシャフト様の援えん護ごを！　我われ々われも行きます！」

「さーみんなっ！　おうちへ帰るんだもん♪」

　相手はＮＰＣの人間。一人一人の力の差なら、魔王軍の敵ではない。恐いのは数だ。魔王軍は八千。対して相手は数十万。戦い続けるといかに戦せん闘とう力の高い魔王軍といえども厳しくなる。

「城まで真っ直すぐに進め！　余計なものに目もくれるな！」

「駆流かけるっ……ヘルシャフト！」

　朝霧が追いついてきて、隣となりに並ぶ。

「あれを！」

　剣けんを振って人間の兵士を倒しながら、視線である一点を指し示す。

　その先には、丘の上からこちらを見おろす一いち之の宮みやと２Ａギルドの姿があった。

「奴やつらとの話は後だ！　まずは城へ帰き還かんするぞ！」

　俺の目の前に立ちふさがる敵が、何もしないうちに次々と倒れてゆく。

「僕が先に行くよ」

　壮馬だった。目にも留まらぬスピードで、あっという間に数十人、百人といったＮＰＣ兵を斬きり捨てた。

　しかし強化した剣は脆もろい。だが剣が砕くだけると、すぐさま新しい剣を抜ぬき、絶え間なく敵を倒してゆく。

「赤あか上がみくん凄いね……でも、あたしも！」

　朝霧も素す早ばやい動きで群がる敵をなぎ倒す。その剣さばきは、まさに閃せん光こうのようだ。

「『ライトニング』!!」

　朝霧の必殺剣が数人の敵を一気に斬り倒す。

「『メガデストラクション』!!」

　雫石の攻こう撃げき魔法が爆ばく発はつする。

　爆ばく弾だんが落ちたような爆発が起こり、土と人間が空に舞まい上がる。衝しよう撃げき波はがさらに敵を吹ふき飛ばした。

「行けぇええっ!!　邪魔者は全て蹴散らすのだ!!」

　俺の雄お叫たけびに応こたえるように、魔王軍が声を上げる。

「ウォオォオォオォオォオォオォオォオォオォオォオォオォオォオ!!」

　魔王軍は人間たちを押し潰つぶすように、突き進んだ。

　圧あつ倒とう的な力でねじ伏ふせ、弾はじき飛ばす。

　それは群衆の中を、容よう赦しやなくアクセル全開で突っ込むトレーラーのようだ。

　いち早く吸血鬼軍団が正門に辿たどり着き、扉とびらを叩たたいた。

「魔王ヘルシャフト様のご帰城だ！　門を開けよ!!」

　門が開き、俺たちは城内へなだれ込む。一いつ緒しよに侵しん入にゆうした人間もいるが、すぐに叩き殺された。

「おー久々の我が家って感じだな！」

「キング、いかが致いたしましょう？　すぐに打って出ますか？」

「いや、俺は一いつ旦たん指揮所へ向かう。アドラ、グラシャは、まず城内の状況を確かく認にんするのだ。サタナキアは朝霧と壮馬の部屋を用意してやれ。フォルネウスはメシを食え。夜になるまで戦いは続く。エネルギーを溜ためておくのだ」

　口々に了りよう解かいの返事をすると、それぞれの仕事に散っていった。俺は城内の階段を駆け上がる。そして城じよう壁へきを見おろす、見晴らしのいい部屋に入った。

「まったく何やってんのよ！　東の備えが甘いわ！　西の投石が止まってるわよ！　何やってんの!?」

　ちょっと懐なつかしい背中が、バルコニーから身を乗り出すようにして怒鳴り散らしている。

「石がない!?　そんなの適当な建物壊こわして作りなさい！　ああ、墓石がいいわ!!　墓地に行って持ってくるのよ！　今すぐに!!」

「哀川さん」

「何よ!?　今忙しい──え」

　俺は魔王の鎧よろいを脱ぬぎ、堂巡駆流の姿となって哀川さんと対面した。

「ただいま戻もどりました」

「あ……」

　哀川さんの顔から険しさが消え、今にも壊れそうな表情へと変わる。瞳ひとみに涙なみだが溜まってゆく。

「っ！」

　哀川さんは俺に向かって駆かけ寄り、飛びつくように抱だきついた。

「もうっ！　遅おそいじゃない！」

「すみません」

　俺も哀川さんの背中に手を回して、優やさしく抱きしめる。

「まったく、私はあなたの奴ど隷れいなのよ!?　奴隷にこんなことさせて！　私のご主人さまなら、ちゃんと面めん倒どうみてよ!!」

　なだめるように、いたわるように、俺は哀川さんの背中を撫なでる。

「哀川さんのおかげで助かりました」

「そんなのでごまかされないんだから！」

　そう言うと、哀川さんは唇くちびるを俺の唇に押し付けた。

「ん……」

　哀川さんの舌が口の中に入ってくる。甘くとろけるような感覚が、俺を虜とりこにする。哀川さんは貪むさぼるように俺の口の中を舌で蹂じゆう躙りんした。長い、長いキスの後、やっと気が済んだかのように唇を離はなすと、二人の唇から熱い息と、唾だ液えきが糸を引く。

「堂巡くん……」

　うるんだ瞳に俺が映っている。

「哀川さん。あの──」

　足音が近付いて来た。慌あわてて体を離して、口元を拭ぬぐう。

「ヘルシャフト様……あ、また人間の姿に擬ぎ態たいされていたのですか」

　扉を開けて、サタナキアが姿を現した。

「ああ。今、状況を聞いていたところだ。どうした？」

「ええ。休んでいて構わないと言ったのですが、この奴隷がヘルシャフト様のために働きたいと」

　サタナキアの後ろから、朝霧が顔を出した。

「あ……」

　その目は、哀川さんに釘くぎ付づけになる。そして哀川さんもまた、驚おどろいたように目を見開いて朝霧を見つめた。

「あなたが……朝霧さん？」

「はい。えっと、哀川さん……ですよね？」

　探さぐり合うような挨あい拶さつをして、微笑ほほえみ合う。

　しかし、どこか緊きん張ちよう感かんに満ちた挨拶だった。

「ええ、初めまして。話は堂巡くんから、いつも聞いてるわ」

「そうなんですか。あたしはつい最近まで哀川さんのことを知らなくて。駆流を支えて頂いて、ありがとうございます」

　哀川さんの頰ほおが、ぴくりと動いた。

「ううん。私はずっと堂巡くんの奴隷で、城からも出られなかったから。だいぶ堂巡くんが迷めい惑わくかけちゃったみたいで……ごめんなさいね」

　二人の視線が火花を散らした。

　まるで、見えない剣が交こう錯さくしているようで……恐こわい。

　そこへ、ちょうどいいタイミングで、アドラとグラシャがやって来た。

「キング、情報を収集して参りました。すぐに軍議を」

「こっちも、城内の様子はわかったぜ。特にヤバそうなところはねーな。この分なら外へ打って出た方がいいかもしれねー」

「分かった。すぐに始めよう」

　俺は内心、助かったと安あん堵どの溜め息を漏もらした。

「あー奴隷の二人はご苦労だった。部屋で休むがいい」

　ピリピリした空気のまま、二人の顔合わせは終わり、俺は逃にげるようにヘルゼクターとの軍議へと移った。

　あの二人の間に挟はさまれていると、なぜか胃が痛い。変な言い方だが、戦争をしている方が、ずっと気が楽だった。
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　その後、押し寄せる軍勢をひたすら蹴散らす時間が続いたが、日にち没ぼつを合図に人間の軍は退ひいていった。だが、城の外で図ずう々ずうしくも野営を始めた。

　少々腹が立つので、火矢でもかけてやろうかと思ったが、無意味なのでやめた。

　勝負は明日あした。一之宮たちと直接対決だ。

　ドアがノックされ、ヘルシャフトではなく俺の名を呼ぶ声が聞こえた。

「──堂巡くん？」

　哀川さん？

　ドアを開けると、少しはにかむ哀川さんがいた。

「どうしたんですか？」

　俺はドアを大きく開く。当然、部屋に入るのだろうと思ったのだが、哀川さんは少し躊ちゆう躇ちよした。あれ？　と思ったが、哀川さんは気を取り直したように部屋に入って来た。

　俺はドアを閉めると念のため鍵かぎをかける。

「あの……えっとね？　明後日あさつてには、元の世界へ戻れるのよね？」

「はい。鬼おに塚づかさんという人の言うとおりなら」

「鬼塚さんか……何だか懐かしい名前」

　哀川さんは、少し遠い目をした。

「向こうに帰ったら、私たちの関係も終わりね」

「終わり……って」

　そういえば、俺と哀川さんの関係って何なんだ？

　上司とバイト？　魔ま王おうと奴隷？

　恋こい人びとというわけでもないのに、何度もエッチをした。

　実際の肉体ではないけれど、俺たちが感じているのは現実そのものだ。肌はだの感かん触しよく、温かさ、それに強きよう烈れつな快感。

　心が虜になりそうなほどの──。

　いつの間にか、俺は哀川さんと見つめ合っていた。

　彼女は悲しそうに微笑んでいる。

「……何で、そんなに泣きそうな顔をしてるんですか？」

「え？」

　少し驚いたような、でも相変わらず憂うれいを込めたまなざし。

「私、そんな顔してるの？」

　なぜか胸が詰つまる。

「だとしたら、少し寂さびしいのかもね」

「奴隷生活が終わることがですか？　あんなに嫌いやがっていたじゃないですか」

　ちょっとだけ可笑おかしそうに笑うと、

「そうじゃないわ。あなたとの関係が終わるのが」

　そんな別れの言葉を告げた。

「確かに俺はヘルシャフトじゃなくなるけど……でも、終わりってわけじゃ」

「じゃあ……」

「堂巡くんは、私のことどう思っているの？」

　俺が？

「鬼おにのような上司？　それとも都合の良いい奴隷？」

　──確かに、

　俺はこの人のことをどう思っているんだ？

　魔王と奴隷という関係になったことで、現実世界では嫌味で偉えらそうな哀川さんを、見返したような気分になっていた気がする。

　でも、この世界で頼たよれるのは哀川さんだけだった。

　何度も一緒に困難を乗り越こえたっけ。

　いつの間にか、すごく身近に感じるようになっていた。

　可愛かわいいなって思うこともあって。

　俺に好意を持ってくれているんじゃないかって、感じることもあって。

　こんな美人の大人の女性が俺を頼って、泣いたり、怒おこったり、喜んだり、甘えたり。

「今日、朝霧さんと会って、思ったわ。やっぱり、私とは世代が違ちがう。それって、住んでいる世界が違うってことよ。現実とこの世界みたいに」

「そんな……たった六年違い」

「たった？」

「……」

　小学校に入学して、卒業するまで。

　長い。

　哀川さんは、拘こう束そく着を外した。

「……哀川、さん？」

　今はもう哀川さんの意思で自由に脱げるようにしてあった。そんな革かわの拘束着を脱ぎ、ボロボロのシャツと、スカート代わりに腰こしに巻いた上着をほどく。

　白く、美しい哀川さんの、一糸まとわぬ肢し体たいが露あらわになる。

　何度見ても綺き麗れいだった。

「だから、最後に……抱いて欲しいの」
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　俺の喉のどが、ごくっと鳴った。

　哀川さんが、こんな風に求めてきたのは初めてかも知れない。

　今までとは違う雰ふん囲い気きに、俺は圧あつ倒とうされた。

「最後、ですか？」

「ええ。元の世界へ戻もどったら、もうあなたのことは忘れるわ。堂巡くんとこういうことをしていたことも忘れる」

　俺に近付くと、首に手を回した。

「あなたのこれからの人生を、邪じや魔ましたりしないわ」

「そんな──!!」

　哀川さんの唇くちびるが、俺の口をふさいだ。

　何度も味わった哀川さんの舌。これがもう二度と感じられないなんて。

　胸を搔かきむしられるような寂しさを感じる。

　唇を離はなすと、哀川さんは、

「いいのよ。好きにして……めちゃくちゃにして」

　俺の耳元で切ない声で囁ささやく。

　今度は俺から哀川さんの唇を奪うばう。舌を押し込み、口の中で暴れさせる。哀川さんが弱い歯は茎ぐきとか念入りに。体をよじらせるけど、逃がしはしない。

　強く抱だきしめた。気持ちいい。

　哀川さんの体を抱き寄せ、俺の体に密着させると、触ふれた部分の柔やわらかさがとても心地ここち好よい。背中に回した手を下ろして、今度はお尻しりをつかむ。

「あぁんっ！」

　大きなお尻を揉もみしだきながら、求めるように腰を突つき出す。それに応こたえるように、哀川さんも俺を強く抱きしめ、胸を押し付けるようにして、キスをしてくる。

　俺はそのまま哀川さんを、ベッドに押し倒たおした。

　それでもお互たがいを離さない。

　哀川さんの胸に手を伸のばすと、触さわりやすいようにと哀川さんは俺から手を緩ゆるめてくれる。

　大きく美しい哀川さんの胸。どういう風に揉むと一番気持ち良くなってくれるか、俺は知っている。

「あっ……んんっ！　はぁ……ぁああっ！　堂巡、くぅん……♥」

　俺を見上げる瞳ひとみが、愉ゆ悦えつと期待に光っている。

　哀川さんは足を開いた。それは無言の催さい促そく。

　俺は一いつ旦たん体を離すと、焦あせる気持ちで服を脱ぬぐ。

　その様子を、哀川さんはどこか温かい目で見つめていた。見守っているようで、どこか期待を込めたまなざしは、優やさしく見つめる母性と淫みだらな快楽に期待を寄せる女の本ほん性しようが同居している。それは俺を煽あおり立て、否いやでも昂こう奮ふんを高める。

「……欲しいの。堂巡くん」

　甘ったるい声で囁かれた。ダメ押しだった。

　焦じらす余よ裕ゆうもなく、俺は哀川さんの中に入って行った。

「ん♥　あぁあぅうぅんっ!!」

　押し出されるように、哀川さんの唇からあえぎ声が吐はき出される。

　暴力的なまでの刺し激げきが俺を襲おそう。一つになったところから背中を駆かけ上がり、脳を撃うち抜ぬく。狂きよう乱らんの快楽に必死で耐たえ、俺は哀川さんに悦よろこびを感じてもらうべく、腰を動かす。

「いあぁあっ！　あんっ、い、いいっ♥！　あぁああああああっ!!」

　年上の美女が、俺の腕の中で快感に身をよじらせている。

「あぁんぅ、堂巡くんっ、どうめぐりくぅんっ♥」

　社会人として働いていて、何人もの部下を従える人が、俺に甘えてくる。

　それは俺をいい気分にさせてくれる。魔王という役とは別に、俺が男として偉くなったような、俺はこんな大人の美女を満足させられるんだって。俺も大人として認められたような、そんな気分がした。

　でも、現実世界に帰れば、俺は高校生のガキだ。

　哀川さんは、俺のことをどう思っているんだろう。何だか急に不安になる。

　俺は哀川さんに対して、イニシアティブを取っていたつもりで、結局哀川さんに甘えていたんじゃないだろうか。

「あぅっ♥！　あんっ♥！　あっ、あっ、ああああああああああっ♥!!」

　哀川さんの両足が俺に絡からみつき、離すまいとしがみつく。

　俺も余裕がない。

　経験上、哀川さんが一番よがるところに当たるように、腰をひねる。

　ちゃんと気持ち良くなってくれているだろうか？

　俺の下で、哀川さんはピンクの唇を開き、酸素が足りないかのように喘あえいでいた。

　頰ほおを赤く染め、目に涙なみだをにじませ、背中を反らせている。その姿を見て、俺は安あん堵どと満足感、そして征せい服ふく欲が満たされてゆくのを感じる。

　この人を一番満足させられるのは自分だと信じたい。

　哀川さんの体が、びくんと痙けい攣れんした。

「はあぁああんんんんん♥♥♥♥っ!!」

　俺の体に回された足に力が入る。

　俺は哀川さんの中で、この人への思いの丈たけをぶちまけた。

　この人は俺のものだというマーキング。俺のものだという印を残したい。その思いを哀川さんの体の奥へ注ぎ込む。

　哀川さんの口から、尾を引くようなあえぎ声が謳うたうように響ひびく。

「あぁあああああああん♥……あぁあ……あああああ♥」

　俺は全すべてを出し切るように、腰を押し付ける。少しでも多く、俺の印を残すように。

　快感の波が引くと、俺は哀川さんの胸に倒れ込んだ。

　この人がいたから、俺は頑がん張ばれてきたのかも知れない。

　城に帰れば、この人がいる。

　甘ったれで自じ堕だ落らくな俺を叱しつ咤たし、怠なまけてしまいそうになると怒ってくれて、でも辛つらいときに優しくしてくれて。

「……哀川さん」

「なあに？」

　哀川さんは半分恍こう惚こつとした表情で、頭を起こした。

「その……俺は、哀川さんから見れば、まだガキかも知れないけど……でも俺だっていずれ大人になるんですよ？」

「……そうね」

「だから、六年くらい──」

　哀川さんの人差し指が、優しく俺の唇に当てられた。

「そういうことを、気軽に言わないの」

　目を細めた、優しいお姉さんの顔だった。

「──でも」

　哀川さんは俺の頭を、豊かな胸の谷間に抱きしめた。

「それより……もう一回いい？」

「……何度だって、いいですよ」

　少し笑って、哀川さんは俺の頭を撫なでる。その手つきが、愛いとおしそうなものを撫でているように感じるのは、俺の願望だろうか。

　俺は胸から顔を離し、哀川さんを正面から見み据すえた。

「いいですけど……忘れられない夜になっても、知りませんからね」

　少し驚おどろいたように目を見開いてから、哀川さんはくすっと笑った。

「少し……期待しちゃうかも……ね」

　俺と哀川さんは、もう一度キスをした。
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　夜が明けた。

　悪魔の祭さい壇だんで約束した「一週間後」まで、あと一日。今いま頃ごろは、俺たちの体が病院から移送され、システムに接続されているはずだ。

　ただ、未いまだに事前のアナウンスがないのが気になるが、今は鬼塚さんを信じるしかない。

　城の窓から見おろすと、城じよう壁へきの外で野営をしているＮＰＣ兵が目に入る。テントの数は半はん端ぱなく、ちょっとした都市をまるごと持ってきたような感じだ。あちこちで煮に炊たきの煙けむりが上がり、朝食の準備をしているのが分かる。

　今日中に２Ａギルド……一之宮と話をつけるか。

　そして明日には、全員揃そろって帰き還かん。

　滝たき沢ざわが誰だれに化けているのかが、まだはっきりしていないのが心配だが……しかし、奴やつが打てる手も、もうそんなに残されてはいないはず。今回の攻こう城じよう戦により、２Ａギルドを分断させることが奴の最後の悪あがきだろう。

　これを乗り越こえれば、俺たちの勝ちだ。

　全員でログアウトすれば、現実世界で嫌いやでも滝沢が誰だったかが分かる。だから、この世界で犯人捜さがしをする意味はない。

　それで全員が納なつ得とくするはずだ──滝沢以外は。

　俺は魔王の鎧よろいを身に着けると、まだ寝ねている哀川さんを起こさないように、そっと部屋を出た。

　指揮所に向かうと、そこには既すでにアドラとサタナキアが控ひかえていた。

「おはようございます、キング」

「お早いお越しですね。よく眠ねむれませんでしたか？」

　心配そうなサタナキアを手で制する。

「いや。朝一番で、伝令を出して欲しくてな。敵の将に、俺が会いに行くと伝えてくれ」
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　インフェルミアの正門が開くと、まっすぐの道が出来ていた。

　道の両側にはＮＰＣの軍隊が整列している。人ひと垣がきで出来た道が、遠くの丘おかの上までまっすぐに続き、その先には２Ａギルドが待ち構えていた。

「さて、行くか」

「……うん」

「そうだね」

　朝霧と壮馬を従え、俺は炎ほのおのマントをひるがえして歩き出した。

　ヘルゼクターには護衛が少ないとしつこく文句を言われたが、こればかりは譲ゆずれない。話の内容が内容だけに、人間以外は連れて行けないのだ。

　問題は、うまく説得が出来るかどうか。

　滝沢が流したクエスト情報を鵜う吞のみにしているかも知れない。だが、議論になれば、そこで黒幕がボロを出す可能性もある。どう転ぶか分からない、出たとこ勝負だ。

「駆流」

　壮馬がぽつりと言った。

「何だ？」

「頑張って説得してよ」

「ああ」

「誰かが駆流を殺そうとしたら、僕はそいつを斬きるから」

「……そうならないよう努力するよ」

　俺たちは丘を登り、２Ａギルドと向かい合った。

　一之宮が前に出る。

「凛り々り子こ、それに赤上……」

「洸あきらくん。話し合いに応じてくれてありがとう」

「礼を言われるようなことじゃない。俺たちからも訊ききたいことは山のようにある……堂巡と雫石は一いつ緒しよじゃないのか？」

　壮馬がふっと鼻で笑った。

　──ついにこの時が来たか。

　俺は覚かく悟ごを決めた。

「雫石は黒の黎れい明めい団の連中を呼びに行っている。すぐにインフェルミアにやって来るだろう。それと……俺は、ここにいる」

「……俺？」

　一之宮は怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「……まさか」

　俺はメニューを開き、魔ま王おうの鎧を外した。

「な……っ!?」

　一之宮の顔が、驚きよう愕がくに固まった。

「う……うそ、でしょ」

「はあっ!?」

「……え」

　背後に並ぶ２Ａギルドからも、驚きと戸と惑まどいの声が漏もれる。

「これは……どういう……ことだ……？」

「見てのとおり。俺がヘルシャフトだ」

　しかし一之宮は理解が追いついていないようだ。片手で頭を押さえ、困こん惑わくした様子を隠かくさなかった。

「ど、堂巡？　いや、ヘルシャフトなのか？」

「堂巡でヘルシャフト。同一人物だよ」

「待ってくれ。それは……ヘルシャフトに変身するアイテムか何か……なのか？」

「そうだな。魔王の鎧という装備がある。それを着ると、俺はヘルシャフトになるんだ」

　一之宮は眉み間けんにしわを寄せ、かすれた声を出した。

「それは、ヘルシャフトに化けて……？　いつから、そんな」

「この世界へ来たときからだ。俺はみんなから半年遅おくれでログインしたろ？　その時から、俺はヘルシャフトだったんだよ」

「……」

　誰も何も発しない。

　俺はみんなの理解が追いつくのを待った。

　この静せい寂じやくが恐おそろしい。

　逃にげ出してしまいたい。

　唐とう突とつに扇おうぎ谷やが叫さけんだ。

「ざっけんじゃねえぞ!!」

　ずかずかと歩いてきて、俺に詰つめ寄る。

「じゃあテメー今まで、何度もオレたちを攻こう撃げきしたり、殺したりよ！　んなことしてやがったのか！　このヤローっ!!」

　殴なぐりかかろうとした扇谷の腕うでを、一之宮が摑つかんだ。

「落ち着け、扇谷」

「これが落ち着いていられっかよ!?　ぶっ殺してやる！」

「その前に殺されるぞ」

「はぁ!?　知るか、んな──」

　一之宮の目が油断なく壮馬に注がれていた。いつの間にか、壮馬の両手に剣けんが握にぎられているのを見て、扇谷は言葉を詰まらせた。

　一之宮は、壮馬をじろりと睨にらむ。

「赤上も、堂巡の仲間だったのか」

　しかし壮馬は苦笑いで首を竦すくめた。

「うーん、ちょっと複雑でね。でもまあ、今は駆流の味方かな。アイテムで召しよう喚かんされちゃってるから仕方がないし」

　さすがに何のことか分からないだろうが、一之宮は眉まゆを寄せただけで、今度は朝霧に視線を移した。

「凛々子も……堂巡の仲間だったのか」

「洸くんが何を考えているのか大体想像つくけど、多分違ちがうよ。堂巡くんがヘルシャフトだって知ったのは最近。この前、式しき場ばくんと戦ったときだから」

「……まあいい。それより攻城戦クエストのメッセージ、あれは一体何だ？」

　一之宮の質問に、俺はすかさず答えた。

「あれは陰いん謀ぼうだ。俺たちをこの世界に閉じ込めた奴のな」

　二年Ａ組の全員が、驚きに目を丸くした。

「これって……事故じゃないの？」

　有あり栖す川がわは蒼あおい顔で訊いてきた。

「犯人はこのゲームの開発者だった男らしい。目的は分からないが、ないかも知れない。完全に頭のイカれた奴のようだからな」

　俺はじっと一之宮を見つめた。それで一之宮には意味が通じるはずだ。そしてさりげなく他ほかの連中の様子を窺うかがう。

　もし滝沢隆りゆう二じがいるなら、俺の煽あおりに何らかの反応を見せるはず。

「な、何でアンタがそんなこと知ってるのよ!?　それもウソなんじゃないの!?」

　宮みや腰こしが目をつり上げて、怒ど鳴なった。

「朝霧が犯人に脅きよう迫はくされたんだ。みんなに不安を与あたえちゃいけないと思って、黙だまっていたそうだが。鏡の仮面を被かぶった変な男が現れたらしい」

　朝霧は俺の言葉を引き継つぎ、その時のことを話した。

「式場くんたちと同じように、あたしたちを仲間割れさせようとしてたみたい。他の連中を殺せば、お前だけは助けてやるとか、そんなことを言われたよ」

「な……」

　全員が言葉を失った。

　さすが朝霧。噓うそにならない範はん囲いで誤解を招くような事実を伏ふせ、でも伝えるべき事実は伝えている。俺が言うより、はるかに説得力がある。

「犯人は俺たちに殺し合いをさせようとしている。だから、俺たちが全員揃って元の世界へ戻もどれば、何の問題もない。今はまだ外の準備が出来ていないが、いずれ全員にアナウンスがあるはずだ。それまで待ってくれ」

　一之宮が眉を寄せた。

「それは……帰る方法が見つかったということか？」

　ざわっとした空気が、２Ａギルドに走る。

　宮腰が真っ先に大声で訊いた。

「ちょ！　それってどーゆーこと!?　詳くわしく教えなって!!」

「話すと長くなるけど──」

　俺は、天国で見つけた悪魔の祭さい壇だんから、外へ連れん絡らくを取ることが出来た、と語った。

　そして今、現実世界では自分たちの体を病院から移送し、意識データを脳に戻す準備をしている。そしてそれは、俺が魔王の立場を利用して集めた情報と、一人で調査を進めて得た情報だとも伝えた。

　一之宮は冷静だった。しかし、内心穏おだやかでないのは見ていて分かる。しきりに握りしめる手の平や、痙けい攣れんする頰ほおなど、必死で何かをこらえている。

　何とか精神の均きん衡こうを保とうとしているが、わずかでも傾かたむけば逆上しそうな怖こわさがある。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　扇谷は納なつ得とく出来ないとばかりに、がなり立てた。

「もしお前がオレたちを助けようってんなら、何でヘルシャフトになってオレたちを何度も襲しゆう撃げきしやがったんだよ!?　おかしいじゃねえか！」

「ヤー……確カニそうデース」

「うん。不自然だよね」

　扇谷の疑問に、レオンハルトと山やま田だが同調し、疑惑の空気が広がってゆく。

「……それは２Ａギルドがヘルズゲートを通ろうとしていたからだ。体がシステムと接続されていない状態でヘルズゲートを出ると──すなわちログアウトすると、意識データは消しよう滅めつする。俺がヘルズゲートを守っていたのは、お前たちの命を守るためだ」

「んな……」

　扇谷は歯ぎしりをし、俺を睨み付ける。その瞳ひとみには、疑いの色が濃こい。

「それを信用しろってのかよ!?　今までオレたちを騙だましていた奴やつの言うことをか!?」

「それは……」

　言い訳のしようもない。今さら信用しろというのも無理な話なのかも知れない。

　思わず口をつぐむと、壮馬が面めん倒どう臭くさそうに溜ため息を吐ついた。

「駆流、もういいんじゃない？　だったら、好きにさせればいいよ。今ヘルズゲートを通りたいなら、通してやればいいし。残りたいなら残ればいい」

　すると、途と端たんに２Ａギルドに戸惑いが走る。逆上した宮腰が、真っ先に嚙かみ付いた。

「なに偉えらそうなこと言ってんだよ！　今はうちらがアンタらを疑ってんの!!　それなのに上から目線で言ってんじゃねーよ！　根暗のオタクのくせに!!」

「アゲハっ！　マズいって！」

　逆上する宮腰を、毒ぶす島じまが抱だきつくようにして止める。

「メグっ！　放してよ！」

「落ち着いてよ！　あいつマジだって！　殺されちゃうよっ！」

　壮馬は険けん吞のんな目つきで宮腰を睨んでいた。

「な、なに見てんのよっ！　キモイから見んな！」

「……壮馬」

「分かってる。相手が手を出さない限り、僕も手を出さないよ」

　有栖川が少し怯おびえたように、たどたどしく発言した。

「あ、あの……でも、堂巡くんは……どうして、ヘルシャフトになって、この世界を支配しようとしたの？」

「それはこの世界の秘密を明らかにしようと思ったからだ。この世界はゲームだ。世界の支配率を上げることで、今まで行けなかった場所に行けるようになる。そこで見つけた新たな発見により、外への連絡が可能になった」

　しかし反応は鈍にぶい。俺の言葉を、信じてくれている感じがしない。

　……だがそれも想定の範囲内。

　鬼塚さんのアナウンスが流れれば、こいつらも気が変わるだろう。いずれにしろ、明日あしたまでヘルズゲートを守り切ればいいだけの話だ。

　そう思った時──一之宮が、難しい顔で俺を見つめた。

「だったら、何で最初から言わなかった」

「え？」

「何で、自分はヘルシャフトだと、最初にカルダートに来たときに言わなかった。そうしていれば、こんな面倒なことにならなかった。もっと話は簡単だった」

　ああ。

　その「何で」を説明するのは、とても難しい。

　それは理り屈くつだけでは説明出来ない。

「問題があったんだよ。正体を明かすにはリスクが高すぎた」

「むしろ、そうしていれば何の問題もなかった。堂巡が変な苦労をすることもなく、俺たちが不安に悩なやまされることもない。どうして、そうしなかった」

　まったくだ。

　そう出来たら、どんなに良かっただろう。

　でもな、

　そんな簡単なことじゃ、なかったんだよ。

「なぜだ、堂巡？」

　一之宮は、こいつらしい真っ直すぐな目で俺を見つめる。

　話したところで、お前には分からないかもな。だから話したくない。

　しかし──、

　俺を見つめる一之宮の瞳が、早く言えと語っている。事情を話せと。

　こいつのことだ。もっともらしい、論理的で納得のいく理由があると思っているのだろう。だから言うのがつらい。

　俺が、矮わい小しようで、駄だ目めな人間だと白状することになるから。

「どうした？　本当のことを言ってくれれば、それでいいんだ」

「いつまで黙ってんだよ!?　さっさと言いやがれよ！　マジでぶっ殺すぞ!!」

「なにもじもじしてんのよ!?　キモイわね！」

　扇谷と宮腰からも催さい促そくの言葉が投げつけられる。

　俺は、絞しぼり出すように答えた。

「……恐こわかったんだ」

　怪け訝げんな顔で、一之宮が聞き返してきた。

「恐い？　何が恐かったんだ？」

「二年Ａ組のみんなが」

　全員が、意外そうな顔をした。

　きょとんとしていて、何を言っているのか分からない、そんな顔だった。

「俺は魔ま族ぞくキャラだった。みんなと違って、最初から死んだら生き返れない設定だった」

「な……だったら尚なお更さら、早く言ってくれれば、みんなで守って──」

　俺は首を横に振ふった。

「だから恐かったんだ！　お前たちに怪あやしいって疑われたら、殺されるって！」

　一之宮は衝しよう撃げきを受けたように、口を開いたまま俺を見つめた。

　他の連中も、驚おどろいたように固まっていた。

「俺だけ魔族で、しかもボスキャラのヘルシャフトだぞ？　みんなはヘルズゲートを通れば帰れると思ってる。そんな相手に、本当のことが言えるか!?　しかも、俺はクラスで孤こ立りつしていた！　ぼっちだ！　スクールカーストの最下位だ！　どういう目で見られ、どう思われているかなんて、嫌いやでも分かる！」

　一度しゃべり出すと止まらなかった。

「間ま違ちがっていても、不安が消えるなら──ダメ元で、なんて、そんな軽い気持ちで、殺されるんじゃないかって……思ったんだよ！」

　そう、俺は恐おそれていた。

　他人を、人間を。

　逆にヘルゼクターたち、ＡＩで動くＮＰＣキャラに安らぎを覚えた。

「ま……待ってくれ、堂巡。そんなことするはずがないだろ？」

「どうしてそう言い切れる!?」

　俺に歩み寄ろうとした一之宮が、その足を戻す。

「お前たちは、俺を見下していたはずだ！　バカにしてたはずだ！　同じ人間だとすら思っていなかったかも知れない！　さっきだってそうだろ？　ぶっ殺すと言っていたじゃないか！　キモイってまるで虫を見るような目で見ていたじゃないか！　それでどうやったら信用出来るんだよ!?」

　誰だれも、何も言い返さなかった。

　でも、俺は止まらない。

　自分の言葉に、涙なみだが込み上げてきた。

「俺には──式場の気持ちが分かる」

　息を吞のむ音が聞こえた。しかし構わない。

「俺には式場の気持ちが、恐きよう怖ふが分かるんだ。あいつは特別の悪党でも、外げ道どうでもない。普ふ通つうの、ごく普通の人間なんだ。お前らが知っている、教室にいたあいつなんだよ。それが、ああなっちまうんだ!!」

「堂巡くん……」

　朝霧が見かねたように、俺の腕うでに触ふれる。しかし俺はその手を振ふり払はらった。

「奴らの辿たどった道は、不思議でも何でもない！　あれは普通の人間の姿だ！　当たり前の、愚おろかで、弱い……俺みたいな──」

　くそ、何で俺は泣いてるんだ。

　止まれよ畜ちく生しよう。泣く必要なんてないのに、何で俺が泣かなきゃいけないんだ。

　ああ、やっぱり関かかわらなきゃ良かった。

　自分だけ助かれば良かったじゃないか。

　俺をバカにしていた奴らを救うために、何で俺は死にそうな苦労をしたんだ。

　その挙げ句が、こうして信用されず、罵ののしられる。

　最初から人間を格付けする相手に何をしてやったところで、見直されることはない。

　褒ほめられない。

　感謝もされない。

　悔くやしかった。

　涙が止まらない。

　しゃくり上げて、話すのも辛つらい。

　何で俺は人前でこんなに泣いているんだ。

　最初からしなければ良かった。

　他人の事なんて見て見ぬフリをして、放ほうっておけば良かった。

　それは分かっている。

　最初から分かっていた。

　──でも、

　──それでも、

　俺は声にならない声で、つぶやいた。

「それでも、俺は……お前らを……」

　でも、そこから先は、もう声にならなかった。

　ああ。

　もう終わったな。

　そう思った時──、

「うち、信じる！」

　毒島が、手を挙げて、俺をじっと見つめていた。その瞳ひとみには涙が浮かんでいる。

「堂巡を信じる。明日、一いつ緒しよにヘルズゲートを通る」

　そう言いながら大おお股またで向かってくると、俺の側そばまで来て、くるりと２Ａギルドの方を向いた。

「さあ！　みんなはどうするの!?」

　腕を組んで、一いつ喝かつするように訊きいた。

「ちっ」

　扇谷は舌打ちをすると、拳こぶしを握にぎり──自分自身の頰ほおを殴なぐった。

「ったく……ついこの間、仲間を信じるとか、カッコ付けたこと言っときながら、なさけねーよな」

　決まりが悪そうに頭をかきながら、こちらに歩いてくる。

「堂巡は」

　悠ゆう木きが初めて口を開いた。そして前に足を踏ふみ出す。

「なるちゃんの仇かたきを取ってくれたし、落ち込んでるあたしを引っ張り上げてくれた。あのままだったら、多分自殺してたと思うから……もし、騙だまされても別にいいよ」

　微かすかに微笑ほほえみ、毒島の横に並んだ。

「ボ、ボクも──」

　その後に続くように、慌あわてて有栖川もやって来る。

「堂巡くんは……ボクの格好のこと、受け入れてくれたから……ボクも」

　山田とレオンハルトは顔を見合わせてから、答えを求めるように一之宮に視線を向ける。

「……まったく」

　一之宮が俺の方に歩いてくる。いつかみたいに、また殴られるのかと思っていると、

「やっとお前の本音が聞けたな」

　と微笑み、軽く俺の肩かたを小こ突づいて、俺の横に並ぶ。

　山田とレオンハルトも一之宮の後ろから、何となく付いて来た。

「アゲハ……」

　毒島は、最後に残った宮腰の名を呼んだ。

「ああ……もう。バカバカしい……」

　いかにも渋しぶ々しぶといった様子でやって来た。

「メグを一人にさせらんないし」

　と、取って付けたように言い訳した。

　これでもう、俺の前に二年Ａ組は誰もいない。

　誰もいなくなった。

　その代わり、横を見ると、みんながいる。

　二年Ａ組のみんなが、俺と一緒に肩を並べている。

　何だか、不思議な感覚だ。

　くすぐったいような、照れくさいような……嬉うれしいような。

　ちょうど、そう思ったとき──、

『お待たせしました。ヘルズドメインの鬼塚です。えーっと、皆みなさん聞こえてますかね？』

「ちょっ……何、今の!?」

「おいおい!?　変な声が聞こえたぜ!?」

　……やっと来たか。

　正直な話、脱だつ出しゆつの準備をしてくれたことよりも、恥はずかしい自分語りの余よ韻いんを、みんなの頭から吹ふき飛ばしてくれたことに感謝した。

『えーっと、皆さんの体をシステムへ接続する作業が済みました。これからテストプログラムを走らせて、最終的なチェックを行います。意識データが転送可能になるのは明日の午後一時を予定。準備が出来たら、再度連れん絡らくを入れますね。それまでは絶対にヘルズゲートを通らないで下さい。何か質問……って、双そう方ほう向こう通信じゃなかったんだっけ。えー、それでは宜よろしくお願いします』
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　夜になった。

　攻こう城じよう戦クエストは継けい続ぞく中だが、２Ａギルドが待機の命令を出したままなので、動きはない。その２Ａギルドも、今では全員インフェルミアにいる。それぞれに個室を与あたえ、見張りを付けてあった。

　２Ａギルド一人につき、吸きゆう血けつ鬼き軍団とダークエルフ軍団の精せい鋭えいを三人ずつ配置。部屋の窓には鉄てつ格ごう子し。出口は一つだけ。怪あやしい動きをすれば、すぐにわかる。

　遅おくれていた雫しずく石いしとその一味も、日が暮れる寸前に、無事インフェルミアに到とう着ちやくした。

　これで全員集合。

　あとは今夜を乗り切れば、一安心だ。

　魔ま王おうの鎧よろいを脱ぬいでリラックスしようか──と思った時、ドアをノックする音がした。

「駆流かける？　凛り々り子こだけど」

「ああ。今開ける」

　ドアを開けると、朝あさ霧ぎりが立っていた。廊ろう下かを覗のぞくと、後をつけてきたゴスロリ服の吸血鬼の姿が見える。

「ちょっと話がしたくて……いいかな？」

「ああ。俺も話を聞きに行かなきゃと思ってたから」

　俺は朝霧を部屋に入れると、ドアの鍵かぎを閉める。

　ソファに座るように勧すすめてから、魔王の鎧を脱いだ。

「何か飲むか？」

「おかまいなく」

　と、言われたが、俺は冷蔵庫からよく冷えた瓶びんを取り出した。ちなみに冷蔵庫を冷やすのには、ノエル凍とう土どの氷を使っている。こいつは冷蔵庫内をキンキンに冷やせる上に、一ヶ月放置しても全然溶とけない優すぐれモノだ。

　俺はグラスにロヴァルリンナ特産の桃もものカクテルを注いだ。

「ありがと」

「いや……こっちこそ。さっきは悪い。みっともないとこ見せちゃったな」

　朝霧は、全然そんなことないよ、と微笑んだ。

「それで、どうだった？」

　俺が朝霧に話を聞かないと、と思っていたこと。

「うん。言われたとおり、アリスちゃん、山やま田だくん、レオンハルトくんを見てたけど、特に怪しい反応はなかったかな」

「そうか……」

　俺が２Ａギルドと話をするとき、朝霧にはその三人の反応をそれとなく観察するように頼たのんでおいた。だが、話の流れがグダグダというか、俺があんな醜しゆう態たいをさらしてしまったので、朝霧に結果を聞きに行きづらくなっていたのだ。

　あの時の俺は、他人のリアクションを窺うかがう余裕なんてなかったので、朝霧に頼んでおいて正解ではあったのだが。

「ねえ、駆流はその三人の中に滝たき沢ざわ隆りゆう二じがいると思っているの？」

　頼んでおきながら、自信を持って答えることは出来なかった。

「俺なりに根こん拠きよはあるけど、あくまで個人的な印象に基もとづく消去法というか……確度の低い奴やつを消していったら、残ったのがその三人ってだけだよ。朝霧はどう思う？」

　すると朝霧は困ったように微笑んだ。

「どうかな……？　正直、あまり疑いたくないんだけど」

「前は一いち之の宮みやが怪しいって言ってなかったか？」

「それは、何か情報を知ってると思ってたからだよ。駆流は一之宮くんと仲よさそうだったし、揺ゆさぶりになるかなって」

「意外と朝霧も策士だよな……」

「駆流に言われたくない」

　墓ぼ穴けつを掘ほってしまった。

「で、でも一之宮のおかげで、裏で糸を引いているのが滝沢隆二だって裏が取れたよな」

　朝霧は黙だまってうなずいた。

「さっきの三人のことだけど……もう少し詳くわしく言うと、アリスちゃんは表情豊かだったかな。すごく素す直なおな反応だったと思う。山田くんとレオンハルトくんは、反応が薄うすくて何とも言えない感じ」

　その感想には俺も納なつ得とくした。

「やっぱり、いつもの印象と変わらないか……」

「あんまりじろじろ見てると怪しまれるから、ずっと見ていたわけじゃないんだけど」

「強しいて言うなら、レオンハルトにしては大人しかった……というのが気になるかな。いつもなら変な日本語でわめき散らしそうな感じもするけど」

「でも、あの場面でそれは……さすがに空気を読んだのかも」

　確かにあいつは、本人曰いわくキャラとして演じてるってことだったからな……。

「なあ、山田とレオンハルトって、教室でどんな感じだったっけ？」

「え？　それは……えっと、山田くん印象薄いからなあ……あっ」

　朝霧はバツが悪そうに口を押さえた。

「別に悪口言ったとか思ってないよ。それより今は、気を遣つかわずに思ったことを言った方が問題解決の近道だ」

「うん。その……山田くんは、空気みたいというか。いつもいるんだけど、存在感がないよね」

「俺は外から見てただけだが、確かにみんなが集まっている輪に入ってはいるんだが、少し外れたとこにいるって感じだったな。グループの中にいながら存在感がない……俺とは違ちがうタイプのぼっちだったのか？」

「駆流とのんのんは、存在感あったけどね」

「そうなのか？」

「うん。いい意味か悪い意味かは置いといて」

　それって雫石はいい印象で、俺は悪い印象ってことだよな……。

「じゃあ、レオンハルトは？」

「うるさかった」

　バッサリな朝霧に、俺も苦笑いするしかない。

「確かに俺も、変な日本語でオタトーク的なことをわめいているな、と思ってた。意味不明だったので、内容はまったく覚えていないが」

「グループに入っていたとか、特に仲の良いい友達がいるとかはなかったよね。分け隔へだてなく、みんなとつき合っていたというか」

　確かにレオンハルトは、俺に普ふ通つうに話しかける数少ない人間の一人だった。

「分け隔てなくって言うか、日本人が全員同じに見えるのかと思ってたよ」

「それはひどいよ。多分、情報を発信するのが楽しくて、聞いてくれるなら誰だれでもいいって感じだったんじゃないかな？」

　それも、割とひどくない？

　朝霧は、うーんと唸うなると伸のびをした。

「何かこう、決め手に欠けるね」

「ああ。やっぱりあぶり出すのは無理かな……」

「でも……それでいいの？」

「ログアウトすれば、嫌いやでも明らかになるからな」

「……それもそうだね」

　但ただし、このまま何も起きなければ。

　２Ａギルドに紛まぎれている滝沢隆二が、このまま大人しくログアウトするだろうか？

　ここまでした奴が、黙って俺たちを元の世界へ戻もどるのを見過ごすだろうか？

　まだ何か仕し掛かけてくるはず──そんな気がして仕方がない。

「そういえば、ヘルゼクターのみんなとは、お別れはしたの？」

　どきっと胸が跳はねた。

「いや……それは」

「ちゃんとお別れしないと……後こう悔かいするかもよ？」

「……ああ。そうかも、な」

「ごめん。駆流とみんなとの絆きずなは深いもんね。無神経だったよね……」

「い、いや。そんなことないよ。朝霧の言うことは正論だ。正しいよ」

　だが、俺はまだあいつらに別れを切り出せていない。

　俺は、恐こわいんだ。

　別れを告げるのが。

　あいつらの悲しむ姿を見たくないのか、

　別れることを認めてしまうのが嫌なのか。

　でも、もう明日だ。

　あいつらに何も言わずに、帰るのか？

　残されたあいつらはどうなる？

　俺が、魔王ヘルシャフトが消えた世界で、あいつらはどうするんだ？

　でも、いずれシステムはシャットダウンされる。エグゾディア・エクソダスはもうリリースは無理だろう。こんな大事件を起こしたゲームが、普通に発表出来るはずがない。間違いなくお蔵くら入いりだ。そしてデータも削さく除じよされる。

　あいつらは死ぬ。

　アドラも、

　グラシャも、

　サタナキアも、

　フォルネウスも。

　それだけじゃない。

　ウルリエルやゼラギエル、他ほかの大勢の部下たちも。

　仮にキャラクターだけ他のゲームで使い回されたとして、それはあいつらじゃない。

　有り得ないことだが、エグゾディア・エクソダスがリリースされたとしよう。だとしても、そこでもう一度出で逢あうのは、俺が知ってるあいつらじゃない。

　俺と共に戦い、世界を手に入れたあいつらじゃない。

　同じキャラクターであって、同じキャラクターじゃないんだ。あいつらには、俺と共にこの世界を駆かけ抜けた履り歴れきがデータとして蓄ちく積せきされている。それを元に、今の言動が生成されている。それが個性であり、あいつらを唯ゆい一いつ無む二にの存在にしている所以ゆえんなのだ。

　──唐とう突とつに、

　明日帰るのが当たり前だった気持ちが、冷めてゆく。

　どこへ帰るというのだ？

　俺はむしろ、現実からここへ帰ってきたのではないか？

　めぐるだって、この世界で死んだ。

　現実世界で死ぬのも、ここで死ぬのも、変わらないのではないか？

　全世界を、天国すらも支配する魔ま王おうとして、最後までこの世界に君臨し続けるのも、それほど悪い選せん択たくではないのではないか。

「駆流？」

「──え」

　心配そうな朝霧の顔が目の前にあった。

　気付くと、俺は滝たきのような汗あせを流していた。

「あはは、悪い。そうだな、明日帰るまでには、挨あい拶さつを済ませておくよ」

「うん……大だい丈じよう夫ぶ？」

「何が？　全然、大丈夫だよ。だって明日やっと帰るんだぜ？　遠足の前日みたいな気分だよ。ちょっと気分が高こう揚ようして、汗をかいただけだ」

「……そう」

　朝霧は腰こしを上げると、「それじゃ、おやすみ」と一言残して自分の部屋に戻っていった。

　俺は部屋で一人きりになった。

　自分が明日どうするのかが分からない。

　それなりに悩なやんでいたつもりだった。でも全然足りなかった。

　時間は沢たく山さんあったはずなのに。なぜもっと真しん剣けんに悩まなかったのか。

　──明日がこなければいいのに。

　そう心の中で、何度も繰くり返した。




　　　　＋　＋　＋




　なかなか寝付けなかったが、空が白んできた頃ころにうとうとし始めた。

　その浅い眠ねむりを、激しく扉とびらを叩たたく音が覚ました。

「ヘルシャフト様！　お休みのところ、申し訳ありません!!」

　サタナキア？

「どうかしたのか？」

　部屋の外からはただならぬ気配が伝わってくる。俺は得体の知れない焦しよう燥そうを感じながら、魔王の鎧よろいを身に着けた。

「人間共の兵が、インフェルミア城内に侵しん入にゆう致いたしました」

「なに!?」

　扉を開けると、申し訳なさと悔くやしさを滲にじませた、サタナキアの顔があった。

「誠まことに申し訳も──」

「よい。それより状じよう況きようを説明してくれ」

「は、はい。中庭より突然人間の兵が現れました。明け方ということもあり、不意を衝つかれて、現在城内は大混乱に……」

　俺は廊ろう下かを走ると、中庭に面した窓へ飛びついた。

「──!?」

　中庭は既すでに人間の軍で埋うめ尽つくされていた。至る所で個別の戦いが繰り広げられ、完全な乱戦となっている。これでは、一気に収しゆう拾しゆうを図はかるのは不可能だ。

「城門は？　それとも壁かべを破られたのか？」

「いえ、それが……どこにも異常はなく」

　何だと？

　俺は城じよう壁へきを見み渡わたしたが、どこにも敵兵はいない。しかし視線を下げると、中庭は人間の兵でごった返している。

　俺は目を凝こらして、敵兵の動きを追った。

　──あれは!?

　何もない空間から、次々と人間の兵が吐はき出されてくる。

　あれは……俺が、式しき場ばから逃のがれてモンフォールへ転移した転移紋章ワープホールと同じものだ。

　しかし今までインフェルミアには、あんなものはなかった。

　滝沢の仕し業わざか！

　くそ……まさか、奴やつにこんなことが出来るなんて。

　２Ａギルドの一員である以上、攻こう城じよう戦の兵に命令を出すことも出来る。恐おそらく、昨夜の内に転移紋章ワープホールを作り、明け方、兵の大半が寝ねている時を狙ねらって命令を出した。

　となれば、奴の狙いは──!!

「サタナキア！　奴らの狙いは、２Ａギルドとヘルズゲートだ!!　２Ａギルドを全員広間へ集めよ！　それとヘルズゲートの守りを固めるのだ！」

「はっ！」

　サタナキアは踵きびすを返すと、走り去った。

　後は、哀あい川かわさんだ。

　俺は哀川さんが寝ね泊とまりしている奴ど隷れい部屋へと急いだ。そしてノックもせずに、扉を力任せに開けた。鍵かぎが壊こわれて飛び散ったが、気にしている余よ裕ゆうはない。

「哀川さん！」

「堂どう巡めぐりくんっ!!」

　不安そうな顔の哀川さんが俺に駆け寄った。

「何の騒さわぎなの？　これって」

「滝沢にしてやられました。城内に抜ぬけ道を作って、人間の兵を送り込んでいるんです」

「そんな……ここまで来て」

「大丈夫です。奴の思い通りにはさせません」

　俺は哀川さんを左手一本で抱だき上げた。

「あ……」

「今ヘルズゲートの守りを固めさせています。２Ａギルドを広間に集めますので、一いつ緒しよにヘルズゲートへ行きましょう。昼まで持ちこたえれば、俺たちの勝ちです」

「うん……」

　哀川さんは俺の首に手を回し、しっかりと抱きついた。

「もう城内に敵が入り込んでいます。このまま広間まで俺が送りますから」

「うん。お願いね」

　その顔に不安はない。完全に俺を信用しきった横顔だった。

「……それじゃ、行きますよ」

　廊下に出て広間へ向かう。角を一つ曲がると、もう人間の兵が現れた。

「こんなところにまで来てやがるのか」

　俺は右の拳こぶしを握にぎると、向かってくる敵を殴なぐり飛ばした。普ふ通つうの人間の体は、俺の一いち撃げきで軽く吹ふっ飛ぶ。

「急ぎます！」

　俺は腕うでの中の哀川さんに気を遣つかいながら、駆け出す。行く手に次々と人間が立ちふさがるが、俺は勢いを止めることなく蹴け散ちらした。

　しかし敵の数は、減るどころか増えてゆく。

　俺は広間の前にいた敵を片手でなぎ払はらうと、大きな扉を開いて中へ入った。中は魔王軍の兵士で一いつ杯ぱいだった。

　これは二年Ａ組が全員集まっているか、分からないな……。

「あっ、へるさまなんだもん！」

　羽をぱたぱたさせて、フォルネウスが飛んできた。

「フォルネウスよ。２Ａギルドと悪魔教の連中は全員集まっているか？」

　哀川さんを下ろして、そう訊きくと、

「さあ？」

　と、笑え顔がおで首を傾かしげた。

　うむ。こいつに訊いた俺がバカだった。

　俺は哀川さんの手を引き、奥の方へ進んだ。

　すると、奥の方に見目麗うるわしいダークエルフの姿が見えた。

「サタナキア」

「ヘルシャフト様！　人間たちは、こちらに集めております」

　魔王軍をかき分けサタナキアの方へ行くと、確かにそこに２Ａギルドがたむろしていた。

「駆流」

　朝霧が俺に向かって手を振ふっていた。哀川さんの手を放し、朝霧たちの方へ歩み寄る。

　扇おうぎ谷や、レオンハルト、山田、有あり栖す川がわ、悠ゆう木き、毒ぶす島じま、宮みや腰こし、それに一之宮。

「２Ａギルドは全員集まってるぞ」

　俺は一之宮に向かってうなずく。

「黒の黎れい明めい団もね」

　その横には雫石とその手下たち。

　壮そう馬まは一人離はなれて、壁に寄り掛かかっている。

「よし……ではヘルズゲートへ移動するか」

「キング、それについては少々問題が」

　アドラとグラシャが、兵を押しのけて俺の側そばにやって来た。

「敵は既にヘルズゲートの神しん殿でんを占せん拠きよしております。地下へ下りる階段も兵で埋め尽くされているようです」

　くそっ！　素す早ばやいな。

「どーすんだよ？　王様」

　質問しながらも、グラシャの尻尾しつぽが左右に揺ゆれている。戦いを確信しているのだろう。

「ふん。小こ賢ざかしいことをするものよ」

　俺は広間のステージの上に飛び乗った。

　集まっている魔王軍の視線が集まる。その中で俺はマントと鎧の隙すき間まから炎ほのおを噴ふき出し、カッコいいポーズを取った。





「打ち払え　我われらの城を汚けがせし者

　知らしめよ　魔王に刃は向むかう愚おろかさを

　血と命で贖あがなわせ

　地じ獄ごくの門を取り戻もどせ

　全すべての世界を制し者　唯ゆい一いつ魔王ヘルシャフト!!」






　魔王軍が、うおおおおおおと地じ響ひびきのような声を上げる。そして──、

「ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!　ヘル!!」

　広間に声が響き渡り、床ゆかを踏ふみならす音が地響きを立てる。

　拳を振り上げ、声を合わせる。

「いくぞぉお!!」

　俺は腹の底から声を上げると、広間の扉を開けた。

　外は既に人間の兵で一杯だった。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は力任せに拳を叩き付ける。まとめて十人ほどが廊下の端はしまで吹き飛んだ。

「誰だれも俺を止めることは出来ぬ!!」

　炎のマントをひるがえし、俺は廊下を進む。

「キングに続け!!」

「いくぜ！　片っ端から喰くい殺せ!!」

「２Ａギルドの者たちは、後ろから付いて来なさい。いいですね？」

「うわーい♪　お祭りなんだもんっ!!」

　俺のすぐ後ろに、アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスが並ぶ。

　どんな敵が向かってこようが、俺たちは最強だった。

「うおおおお！」

　敵を蹴散らし、地下へ下りる階段を覗のぞき込む。そこにもびっしりと敵が詰つめていた。

「へへへ、いいじゃねえか王様！　盛り上がってきたぜ!!」

　グラシャの昂こう奮ふんに中あてられたように、アドラもメガネの位置を直し微笑ほほえむ。

「確かにこれはパーティだな。では誰が一番多く敵を倒たおせるか、勝負といこうか」

「お？　なんだよ、話が分かるじゃねえか」

　グラシャがアドラを睨にらみ、ニヤリと微笑む。

　しかし、その二人の頭の上をエルフの矢が飛んで行く。矢は風を巻き起こし、敵の体をバラバラにしながら飛んで行く。

　貫つらぬかれた人間たちは悲鳴を上げながら、階段を転げ落ちる。ドミノ倒しのように、一気に崩くずれていった。

「あああっ!?　てめっ！　サタナキア!!」

　牙きばを剝むくグラシャに、サタナキアは銀色の髪かみを優ゆう雅がに梳すいた。

「早い者勝ちです」

「くっそ！　負けるかあぁああああっ!!」

　グラシャはそう叫さけぶと、落ちるような勢いで階段を下りていった。その後にアドラも続き、サタナキアも弓を片手に駆かけ下りる。

「あーっ、フォルネウスもやるんだもん！」

　俺はフォルネウスの頭を、わっしと摑つかんだ。

「フォルネウス。セイクリッドは禁止だぞ」

「もん？」

　嚙かんで含ふくめるように言い聞かせてから、俺はフォルネウスを解放した。

　っと、俺も負けるわけにいかないな。

　振り向くと、二年Ａ組の連中が、ぽかんとした顔で俺を見ていた。俺とヘルゼクターのやり取りを見られたようだ。

　今は恥はずかしいという気持ちもなかった。

　俺も階段を滑すべり降りるように、みんなの後を追った。

　すぐに四人の後ろ姿が見えてくる。その隙間をかすめ、敵のまっただ中へ飛びこんだ。

「あ！　王様、ずりいぞ!!」

「さすがキング。しかし、私の力をご覧頂く絶好の機会。あっさり負けるわけにはゆきません」

「ふふふ、では勝負だな」

「サタナキアが一番だというところを、お見せ致いたします♥」

「フォルネウスもーっ♪」

　俺は炎を噴き出し、敵兵を焼き尽つくす。

　アドラは血で出来た赤い剣けんで敵を斬きる。

　グラシャは豪ごう腕わんを叩たたき付ける。

　サタナキアは華か麗れいに弓を放つ。

　フォルネウスは天使の輪で敵を真っ二つにする。

　俺は今、幸せを感じている。

　こうして一緒に戦うことに、何ものにも代えがたい充じゆう実じつ感に満たされている。

　元の世界へ帰って、この感覚を味わえるだろうか？

　俺は。

　気付くと──、

　地下三十階。

　ヘルズゲートの神殿に到とう達たつしていた。そして敵の姿も、もう一つもない。

　──終わった。

　終わってしまった。

　階段から二年Ａ組の面々が姿を現す。

「これが……ヘルズゲートか」

　一之宮が巨きよ大だいな門を見上げて、感かん嘆たんの声を上げた。

　悪あく魔まや天使の彫ちよう刻こくが一面に施ほどこされた、恐おそろしくも美しい門である。うっすらと青く光る姿は神こう々ごうしく、それ自体が神のようですらある。

　俺はメニューを開き時間を確かく認にんする。

　十二時五十分。

　そろそろだ。

　そう思った時──、

『お待たせしました。準備が整ったので、ヘルズゲートから脱だつ出しゆつしてください』

　アナウンスが流れた。

　二年Ａ組の面々が皆みな明るい笑顔になる。

「堂巡くん」

　哀川さんが、俺の横で促うながすように見上げていた。

「そうですね……」

　俺は門に近付き、取っ手を摑む。すると、扉とびらが何の抵てい抗こうもなく開いた。

　その向こうは、まぶしい光に包まれていた。

　白い。

　真っ白な。

　俺は思わず後ずさった。

　ヘルズゲートを恐れるように、後ずさった。

「どうかしたの？　駆流」

　俺の横に朝霧がやって来て、不思議そうな顔をした。

「いや……」

「やっと帰れるね」

「……ああ」

「ヘルゼクターのみんなに、お別れはしたの？」

　俺は答えることが出来なかった。振り向くことが出来なかった。

　そこに並んでいるであろう、みんなの顔を見ることが出来ない。

　多分、振り向いたら、俺は現実に帰れない。

　だから、

　俺はそのまま前へ足を踏み出した。

　──駆流。

　誰かの声がした。

　──まだ、行っちゃだめ。

「……え？」

　今の声は──めぐる？

「どうかしたのか堂巡？」

　一之宮も俺のところへやって来た。

「行かねーなら、俺が先に行くぜ！　一番乗りだ！」

　扇谷がヘルズゲートに飛びこもうとした。

「待て!!」

　俺は大声で止めた。

　扇谷は怯おびえたような顔で、俺を振ふり向いた。

「な、なんだよ……どうしたんだよ」

　おかしい。

　何かがおかしい。

「本当に、どうしたの？　堂巡くん」

　哀川さんが俺の腕うでにそっと手を添そえた。

「何かが引っかかるんです。でも、それが何か……」

　それとも、単に帰りたくないと思っているだけなのか？

　思考の迷めい路ろに陥おちいった俺の耳に、

「確かに──」

　特とく徴ちようのない声が聞こえた。

「今のアナウンス、昨日の声とはちょっと違ちがってたね」

「……」

　こいつ……えっと、

「合成音声っぽいというか。音程が少し違うし」

　ちょっと待ってくれ。

「山田」

　俺は普ふ通つう過ぎるそいつの名前を呼んだ。

「声が違うって……？」

「全体的に少し高いというか、ヘルズゲートもミの音始まりだったのに、ソの音だったしね、今の」

　全然分からなかった。と言うか、分かるはずがない。

「良く分からんが……昨日の放送とは、別の声だってことか？」

「うん、別人というか、機械処理して似せてあるだけだね。俺絶対音感あるし。一度聞いた音とかメロディー忘れないから」

　──こいつ、

　全然、普通じゃねえ!!

　俺は自分を落ち着かせるように深呼吸した。

　そうか。

　山田のツッコミが聞けたのも、俺がすぐに飛びこまずに躊ちゆう躇ちよしたからだ。

　──めぐるが声をかけてくれたおかげ。

　その戸と惑まどいがなければ、俺たちは今いま頃ごろヘルズゲートに──。

「また……助けられたな」

「駆流？」

　怪け訝げんな顔をする朝霧に、俺は軽く微笑ほほえんだ。

　そして、俺は振り向く。

　二年Ａ組の面々。その後ろにヘルゼクター。そしてそのさらに後ろに魔王軍の軍勢が並んでいる。

「アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウス。お前たちはしばらくそこから動くな。今から俺が話すことは、聞かなかったことにしろ。いいな」

　アドラはすぐに「御ぎよ意い」と答え、他ほかのみんなも同じように返事をした。

　俺は改めて二年Ａ組の面々を見回す。

　全員を見ているが、本当に注意を向けているのはただ一人。

「お前の罠わなを、めぐるが教えてくれた」

　急に何を言い出すんだ、という表情。一いつ瞬しゆん遅おくれて、わずかに目に驚おどろきが浮うかぶ。

「お前の知らない事を、ひとつだけ教えてやる。滝沢めぐるは生きていた」

「おい、堂巡。一体何を──」

　そう言いかけた一之宮を、朝霧が止める。

「この世界でたった一人で何年も。肉体を失っても、意識データは生きていたんだ」

　有栖川はおろおろと他のクラスメートを見回す。

　雫石は腕を組み、憮ぶ然ぜんとする。悪魔教の連中は意味が分からないという顔をしている。

　だがそいつは、つい息を吞のんでしまった。

「この世界の中なら生き続けることが出来た。将来、人工的な体へ意識データを移して、蘇よみがえらせることも出来たかも知れない」

　扇谷は呆ぼう然ぜんとしている。

　悠木は黙だまって成り行きを見守っている。

　宮腰は文句を言おうと口を開けて、毒島がその口を押さえた。

「それなのに、お前が意識データを消してしまった」

「……!?」

「お前が引き起こした事件のせいで、めぐるは死んだ」

「ぅ……!!」

　辛かろうじて、怒ど鳴なり声を飲み込んだようだ。しかし、もう手遅れだ。




　湯ゆ島しまレオンハルトの殺意に満ちた表情が──全すべてを物語っている。




　うろたえた声で、一之宮が間に入ろうとした。

「お、おい、どうしたんだ……堂巡も、レオンハルトも」

　しかし、俺も、レオンハルトも、お互たがいから目を離はなさない。

「湯島レオンハルト。お前が俺たちをここに閉じ込めたんだな」

「急に、何を言い出すんだ？」

「二年Ａ組は確かに個性の強い奴やつが多い。だが、お前はその中でも浮いていた。まるでＡＩで動くＮＰＣキャラのように」

「……だから？」

「しかしそれは問題じゃない。なぜなら、お前は俺たちの認識と記き憶おくを操作した。だからレオンハルトというキャラが変な設定であっても、そこに違い和わ感かんは感じない」

　レオンハルトは笑えみを浮かべようとした。無理に笑おうとして、引きつっている。

　他のクラスメートが、怯えたような顔でレオンハルトから距きよ離りを取り始めた。

「前にも言ったじゃないか。キャラを作ってたって」

「お前がそんな変なキャラを演じている理由も想像が付く。一つは、ＡＩでも動かせるからだ。お前の体は現実にあるため、ずっとログインしっぱなしというわけにはいかない。現実に戻もどって食事や睡すい眠みんを取らなければならない。その間、ＡＩに演じてもらう必要がある。だが、リアルな人間の心の機き微びを表現するのは、ＡＩは苦手だ。だから、思いっきり尖とがった性格にした。常に同じリアクションを返しても疑問を持たれないからだ」

　他の二年Ａ組の表情を見ると、全員に少しずつ違和感が広がっているようだ。

「二つめは、これは無理もないことだが……」

「何だと言うんだ」

　俺は苦笑いで答える。

「中年のおっさんが、現げん役えき高校生に交じって高校生のフリをするのはキツい」

「……」

「だから思いっきり変なキャラにした。話題についていけなくても問題ない。ジェネレーションギャップを気にすることもない。センスも、流行も、話し方も、何も気にしなくていい。楽だったろ？」

　レオンハルトは何も言い返せず、肩かたを震ふるわせた。

　突とつ然ぜん、耳元で場違いな声が聞こえた。

『えーすんません。ちょっと遅れちゃいました。でも、テストは完かん璧ぺき。安心してヘルズゲートを通っちゃって下さい！』

　俺はレオンハルトから目を離さずに怒鳴った。

「山田ぁ!!」

「今度のは昨日と同じ声だよ!!」

　──よしっ!!

「みんな！　ヘルズゲートを通るんだ！」

「させるわけないだろ!!　クソガキが!!」

　本ほん性しようを現したようにレオンハルトが叫さけぶ。

　その手に剣けんが出現した。

「お前らは全員、ここで死ね！」

　壮馬、一之宮、朝霧が剣を抜ぬき、俺の前に出た。しかしレオンハルトは勝ち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「やめておけ。知らなかったろうが、俺のステイタスは全てカンストしてる」

「なんだって？」

　壮馬が険しい表情を浮かべる。

「当然だ。保険くらいかけてある。お前らが束になったところで、敵かないはしない」

　俺は壮馬たちを下がらせ、一歩前に出る。

「果たしてそうかな？」

　自信満々な俺に、レオンハルト──いや、滝沢隆二は顔をしかめた。

「……何を企たくらんでいる」

「それはお前の心に訊きくがいい」

　俺はメニューを開き、何度も俺を救ってくれた魔ま法ほうを選ぶ。

「『エクスタス』!!」

「──ぐっ!?」

　滝沢がうめき声を上げた。しかし──、

「ふん。精神ステイタスに影えい響きようを与あたえる魔法か……こんなイロモノに数値を振り分けていたのか？」

「ここからが本番だ」

　俺はもう一つの魔法を呼び出した。

「『ヘル＆ヘヴン』!!」

「……これも精神系か。しかし、どういう効果だ？」

　何も起きなかった。

　くそっ！　精神系は専用の対策をしなければ防げないはず。レベル99の式場にすら通用したんだ！　効かないはずがない!!

　最初は警けい戒かいしていたが、滝沢は拍ひよう子し抜ぬけだと言わんばかりに、皮肉な笑みを浮かべた。

「それが切り札なのか？　下らん」

　笑い声を上げると、急に何か思い付いたように、

「そうだ。お前たちに現実に帰るチャンスをやろう」

　そして二年Ａ組の面々を見回した。

「殺し合え。最後に残った一人は助けてやる」

　朝霧が怒いかりのあまりに目に涙なみだを滲にじませている。

「こんな人のために……みんなが、犠ぎ牲せいになっただなんて……」

　大きな瞳ひとみから涙を流し、朝霧は声を震わせて叫んだ。

「めぐるちゃんと二人でこの世界を冒ぼう険けんしたとき、めぐるちゃんはあなたのことをいっぱい話してたのよ!?　パパが好きだって！　きっと一人でこの世界に閉じ込められていたときだって、きっとパパが助けてくれるって、信じていたの！　あなたのことが恋こいしかったのよ!?　それなのに──」

「利きいた風な口を利くな!!　俺の気持ちがおまえに分かるか!?　あの子はお前の犠牲になったんだ！　あの子も、俺も、世の中の生いけ贄にえだ！　だが俺はただの生贄じゃ終わらない。終わってたまるか!!　世の中に大きな傷きず痕あとを残してやる!!　それが俺の生きた証あかし──」

　滝沢の表情が固まった。

「な……なに？」

　目を大きく見開き、ぶつぶつと何ごとかをつぶやいている。

「そんな……めぐる。本当に……」

　奴は一体、何を見ているんだ？

「違ちがう！　俺は、俺は！　ひっ……ゆ、許してくれ」

　ヘル＆ヘヴンの効果……？　いや、そうならば俺の目にも見えるはず。

　だが、何も見えない。

　しかし、滝沢には見えているんだ。

　自分の娘むすめ、めぐるの姿が。




　──いまよ。駆流。




　耳元で、めぐるの声が囁ささやいた。俺は我われに返ると、すかさず叫んだ。

「壮馬！　滝沢を──レオンハルトを引きずって、ヘルズゲートに飛びこめ!!」

「ちっ！　駆流もすぐ来なよ!!」

　壮馬は目にも留まらぬ速度で滝沢の背後に回ると、コートの襟えり首くびを摑つかみ、走り出した。

　強化した壮馬のパワーは、抵てい抗こう力を失った滝沢を苦もなく引きずって行く。

「──な」

　気付いた時には後の祭り。壮馬はレオンハルトの姿をした滝沢と共に、ヘルズゲートの光の中へ飛びこんだ。

「朝霧！　一之宮！　お前たちも早く行け!!」

「で、でも……駆流は？」

「俺もすぐに行く」

　不安そうな瞳で俺を見る朝霧に、

「まだ、お別れをしていないんだ」

「……そっか」

「先に行っててくれ」

「分かったよ……洸あきらくん！　みんなを!!」

「ああ、みんな！　早くヘルズゲートを通るんだ！」

　一之宮は二年Ａ組の連中のところへ行き、背中を押して促うながした。

「それじゃ、行くね」

　朝霧が俺を見つめたまま、ヘルズゲートに消えた。

　それを見て、他ほかの連中も決心が付いたのか、ヘルズゲートに向かって走り出した。

「よっしゃあ！　オレも行くぜ!!」

「アゲハも！　さ、行くよメグっ!!」

「う、うん」

「ああ……帰れるんだ。元の世界に」

「さよなら、なるちゃん」

　そして一之宮が俺にうなずいてから消える。

　雫石は尻しり込ごみする悪魔教の連中を、叩たたき込むようにしてヘルズゲートに突つっ込んでいた。

「じゃ、堂巡くん。いえ……ヘルシャフト」

　雫石は懐ふところからメガネを出し、顔にかけた。

「どうしたんだ？」

「最後に、はっきり見たかったのよ」

「ふ……メガネをかけた姿も、悪くないぞ。黒くろ髪かみの魔女よ」

　雫石は、別人のように柔やわらかい微笑ほほえみを浮うかべた。

「最後の言葉としては悪くないわ。私の魔王様」

「ああ。世話になった」

　雫石も背を向けると、振ふり返らずにヘルズゲートに姿を消した。

「堂巡くん……」

「哀川さんも」

「うん……でも」

　哀川さんは俺の腕うでに触ふれた。そして不安そうに尋たずねてきた。

「帰るのよね？　堂巡くんも」

　──。

「ええ。でも、ちょっとみんなとの別れは……見られたくないんです。すみません」

「そう……分かったわ」

　そして哀川さんは周りを見回した。

「変なものね。あんなに帰りたかったのに、今は少し寂さびしいわ」

「哀川さんも心残りがあるんですか？」

「そうね。片付け途と中ちゆうの部屋とか、掃そう除じの手を抜いた箇か所しよが心残りだわ」

　思わず俺は笑い声を漏もらしてしまった。

「じゃ、先に行くわね」

　哀川さんは何度も振り返りながら、ヘルズゲートの中へ歩いて消えた。

　──さて、最後は俺だ。

　俺はヘルゼクターの四人を見つめた。

「キング？　ご命令でしたので、口出しもしませんでしたが……先さき程ほどの人間共との話は一体？」

「うむ。俺は……」

「いいじゃねえか。あいつらどっか行ったんだろ？　さっさと上に戻もどろうぜ。まだ敵も残っているかも知れねーし」

　戻る。インフェルミアに。

「ヘルシャフト様はお疲つかれでしょう。アルズヘイムのワインでも飲んでお休みください。いつも通り、私が癒いやして差し上げますから」

　いつも通り。

「フォルネウスもおなかすいちゃったんだもん。一いつ緒しよにごはん食べるんだもん」

　一緒に。

　俺は天を仰あおぐ。岩の天てん井じようが頭上を覆おおっている。

「──いや。俺も行かねばならん」

「ヘルズゲートの向こうに、ですか？」

　アドラが眉まゆを寄せる。すかさずサタナキアが言った。

「でしたら、我々もお供致いたします」

「それは……出来ぬのだ。お前たちは向こう側には行けぬ。ここに残るしかないのだ」

「んだよ、そりゃ。ま、いいけどよ」

「いってらっしゃーい、なんだもん」

　あっさりと認めてくれた。少し気が軽くなる。

　俺はヘルゼクターに背を向けると、ヘルズゲートに向かって進む。

　わずかな距きよ離りだ。ゆっくり歩いても、すぐに辿たどり着いてしまう。

　手を伸のばせば、もうそこは現実だ。

　俺は右手を伸ばし──、

「それでは、キングのお帰りをお待ちしております」

「──!!」

　伸ばしかけた手が止まった。

「早く帰ってきてくれよな!!　王様！」

「無事のお戻りを。それまで留守はお守り致します」

「おみやげ買ってきて欲しいんだもん！」

　違うんだ。

　俺はもう、戻って来られない。

　お前たちも消されてしまう。

　それなのに、みんなは俺が戻ってくると信じている。

　……俺は。

　俺は！

　振り向いた。

　ヘルズゲートに伸ばしかけた手を、ヘルゼクターへ。

　そして、




「共に来い！」




　みんなはきょとんとした顔で俺を見つめた。

「これより俺は異世界へと赴おもむく！」

「おおっ!?」

　驚おどろきの顔から、喜びと昂こう奮ふんの表情へ変わる。

「キング？　異世界とは一体？」

「こことはまったく異なる世界。全すべての常識が通用しない、人間共が支配する世界だ」

「何だ、次はそこを征せい服ふくしようってのか!?　そんなの、行くに決まってんじゃねーか!!」

　そうとも。

「お前らは俺の最も信しん頼らいする魔ま王おう軍の幹部!!　どこまでもこの俺と共に行くのだ!!」

「はい！　サタナキアはどこまでもお供致します！」

「フォルネウスも行くんだもーんっ！」

　みんなが駆かけ出し、俺に向かってくる。
















　生まれた時は違ちがえども、死する時は共に。

　それは叶かなわぬ願い。

　──でも、

　一秒でも長く。

　一センチでも先へ。

　わずかでも長く、遠くへ、

　みんなと共に、

　俺たちは一緒に、光の中へ飛びこんだ。
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　現実世界では二年が過ぎていた。

　それからリハビリ含ふくめ、社会復帰に一年がかかった。

　色々議論はあったが、特例として二年Ａ組の生徒には卒業資格が与あたえられた。しかし入学試験を受けなければ、進学は出来ない。受験勉強をして、翌年受験した。

　まずまず希望通りの大学に進むことが出来た。

　学内じゃサークル活動もせず、新しく友達を作ることも、大学生らしく遊ぶこともなく二年が過ぎた。

　高校の頃ころと変わらずぼっちかというと、そうでもない。むしろ常に人と接しているという、高校時代とはまったく逆の環かん境きようだ。というか、人生が変わりすぎたと言うべきだろうか？

　大学の講義が終わると、俺はいち早く教室から脱だつ出しゆつする。自分で言うのは自意識過か剰じようかも知れないが、あの事件以来二年Ａ組の生徒はちょっとした有名人だ。

　マスコミが実名報道するわ、出しゆつ席せき簿ぼや卒業アルバム、隠かくし撮どりなんかもやたらアップされるわ、病院や自宅の前に張り込まれるわで大変だった。未いまだにあの事件のことを聞き出そうと、興味本位で近付いてくる連中も多い。

　急ぎ足で校舎から出たところを、聞き覚えのある声に呼び止められた。

「駆流かける」

　見慣れた顔が、軽く手を上げて近付いてくる。

「──壮そう馬ま。今日は授業だったっけ？」

　赤あか上がみ壮馬は眠ねむそうな顔でうなずいた。

「まあただの睡すい眠みん時間だけどね。とりあえず単位は必要だからさ」

「ゲームで徹てつ夜やか？　それともネット動画とか？」

「明日あしたオーディションだからさ。台本のチェックをしながら練習してたら、朝になっちゃったよ」

　壮馬は今、大学に通いながら声優の養成所にも通っている。既すでにいくつか小さな役をもらって、アニメに出演しているのだ。

　養成所に入ってすぐのスピード出世だ。というのも、俺たちはエグゾディア・エクソダスから生せい還かんした２Ａギルドという付加価値が付いている。だから、大たい抵ていのことは有利に進められる。

　壮馬も声優になろうと思って声優事務所に打だ診しんをしたら、一も二もなく養成所に入れてくれたそうだ。元々いい声だし、見た目も悪くないからというのもあるだろうが、それでもやはり２Ａギルドの肩かた書がきが利きいている。

　まあ、正確に言うなら壮馬は２Ａギルドじゃないんだが、生還者に変わりはない。にしても、まさか現実世界で２Ａギルドの看板が役に立つとは、夢にも思わなかった。

　ただ、いいことばかりでもない。例えば──、

「おーい、キミタチさぁ、アレだよね？　２Ａギルド」

　見覚えがない連中が五、六人。俺たちを取り囲むようにして、近付いて来た。

「見たよーバラエティとか、週刊誌とか。ゲームん中で二年とかすごいよねー」

「なんかファンタジーなゲーム、ＲＰＧをマジでやってたんだって？　しかも殺し合いまでとかさ、詳くわしく聞きたいんだよ。いいだろ？」

　俺たちは顔を見合わせると、無視して歩き出した。

　すると、先回りして道をふさがれる。

「おい、無視すんなよ！」

「なー、ちっとゲームに閉じ込められたくらいで、スター気取りかよ。クソが」

　こういうことがあるので、いいことばかりじゃない。本当に鬱うつ陶とうしい。

　うんざりした顔を壮馬に向けると、奴やつは笑え顔がおで俺の肩を叩たたいた。

「頼たのむよ。僕はリアルじゃ争わない主義なんだ」

「ったく、お前なぁ……」

「いいじゃないか。僕は君に裏切られたとき、凄すごく傷付いたんだぜ？　その罪つみ滅ほろぼし」

「よく言うぜ。助けてやったんだぞ？」

「じゃ、また助けてよ」

　……思いっきり目が笑っていやがる。こういうじゃれ合いの好きな奴だからなあ。

「駆流が好きだって言ってた声優のサインもらってあげるから」

　俺は深く溜ため息を吐つき、




「──グラシャ。出ろ」




　次の瞬しゆん間かん、俺はオレを俯ふ瞰かんで眺ながめる立場に変わる。

　そして俺が見ているオレは、両手で髪かみをかき上げた。逆立つ髪にふてぶてしい笑顔。人が変わったような凶きよう悪あくなまなざしと危険な笑みが、絡からんできた学生をビビらせる。

「うれしいねえ、王様。最近、ぜんぜん暴れられなくて溜まってたからな」

　豹ひよう変へんしたオレの様子に、絡んできた連中はあっけにとられている。

「お、お前……何だよ？　急に……」

「へへへ、どーでもいいだろうが。とにかく殺やり合おうぜ！　でなきゃ喰くい殺す！」

　オレの中で戦せん闘とう本能がたぎっている。暴れたくて、暴れたくて、どうしようもない。

「くっ……調子に乗んじゃねえぞ！　２Ａギルドが！」

　近付いて来て、メンチを切るフリをして腹にパンチを繰くり出してきた。意外と卑ひ怯きようだ。

　だが──、

「ぶご……っ!!」

　それより先に、オレのアッパーが相手の顎あごを打ち上げていた。相手の体は半分後ろに回転して、アスファルトの地面に倒たおれた。

「な……」

「２Ａギルドだと？　舐なめんじゃねえぞ！」

　暴力の悦えつ楽らくに浸ひたりながらオレは吠ほえた。

「オレ様は魔ま王おう軍だ!!」

「こ、こいつ！」

　全員でかかってきた。が、相手の動きは全部見える。簡単に拳こぶしをかわし、お返しにみぞおちに拳を叩き込み、体が折れたところで、顔面に蹴けりを喰らわす。

　後ろを見ずに、裏うら拳けんを放ち、相手の鼻をへし折る。すかさず急所を蹴り上げる。

　あっという間に五人を叩きのめし、地面に這はいつくばらせた。

　壮馬が吞のん気きな顔で、ぱちぱちと手を叩いた。

「いやぁ、相変わらず見事だね」

　グラシャを呼び出すと、どういうわけか運動神経と反射神経が跳はね上がる。そして筋力もリミッターが外れたかのように、驚おどろくほどのパワーを生み出す。人間の能力を限界まで引き出している。そんな感覚だった。

　まあ、その代わりに……次の日、筋肉痛になったりするんだが。

「それじゃ駆流。僕は先に行くよ。後でメールするから」

　走り去る壮馬を苦々しく見送り、オレは足あし下もとの学生を踏ふみつけた。

「ぐはっ!?」

「いいかお前ら。王様に復ふく讐しゆうしようなんて考えるんじゃねえぞ。次は手足をへし折る」

　──もう十分だ。グラシャ。

　ふっと、俺が俺を取り戻す。

　守衛や他ほかの学生に見つかる前に、さっさと逃にげよう。

　俺は駅へと向かってダッシュした。




　　　　＋　＋　＋




　山手線に乗り、池いけ袋ぶくろまでやって来た。

　目的地は、大型書店の近くにあるスタバ。注文した本日のコーヒーを片手に二階へ上がる。すると手を振ふる美人が目に入った。

「すみません、哀あい川かわさん。待たせちゃいました？」

「ううん。まだ待ち合わせ時間の前よ。前の仕事が早く終わったから、先に来てただけ」

　ビシッとキメたスーツ姿が、いかにもデキる女という雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。メイクもばっちりで、美人ぶりが際きわ立だっている。

　エグゾディア・エクソダスではこんな人を奴ど隷れいにしていたんだよな……と、つい感かん慨がいに耽ふけってしまう。

「それじゃ打ち合わせしましょうか。起業の時期からなんだけど──」

　哀川さんは未だにヘルズドメインに勤めている。

　今は環境も改善されたそうで、前のようなブラックな職場ではなくなったらしい。

　ヘルズドメインもある意味被ひ害がい者しやではあるが、二年Ａ組に対しては責任がある。

　世せ間けん体ていもあるので、さすがのヘルズドメインも医い療りよう費やリハビリの費用などを保証してくれた。哀川さんに関しては、ログイン中はもちろん、現場に復帰するまでの間の給料と賞しよう与よも支し払はらわれている。

　その代わり、会社に対して不利になるような証言はしないでくれ、と頼まれたそうだ。

　加えて示談にするため、それなりの額の賠ばい償しよう金も支払われた。今のところ、哀川さんからも、生き残った二年Ａ組のメンツからも、訴そ訟しようの話は出ていない。

　余談だが、ログイン中の俺の課金も、もちろんチャラ。

　ただし俺は賠償金を受け取っていない。代わりに別のものを要求したからだ。

「あと、事業計画書の件なんだけど──」

　哀川さんは今、管理職として経験を積んでいる。開発会社のヒト・モノ・カネの運用や、会社運営のノウハウを身に付けてもらっているのだ。それにヘルズドメインで管理職をしていたというキャリアが、新しい会社の信用にもなる。

　そんな哀川さんと俺の関係は──、

「あと資金に関して──って、聞いてるの？　駆流」

「え？　あ、ごめん。ちょっとぼーっとしてた」

　哀川さんは、怒おこったように眉まゆを寄せる。

「もう……駆流じゃ話にならないわ。アドラを出して」

　やれやれと思いながら、俺は目を閉じて──、

　──アドラ、頼んだぞ。

　俺は髪をかき上げオールバックにすると、胸のポケットから出した伊達だてメガネをかける。目を開くと、アドラの意識と入れ替かわった。

「久しぶりだな奴隷。献けん身しん的にキングの為ために働いているようで何よりだ」

　隣となりの席に座っていたカップルが、ぎょっとした顔でこちらを見た。しかし哀川さんも慣れたもので、あまり気にしていない。

「ええ、お互たがいにね。でも、この世界では一応名前で呼んでくれるかしら？」

「そうだったな、愁しゆう子こ」

　平然としていた哀川さんの肩がびくっと跳ね、頰ほおが少し赤くなる。

「え……しゅうこ……」

「我われ々われがこの異世界へ来てからは、貴様には随ずい分ぶん世話になっている。いずれ奴隷の身分から解放してやってもいいと、個人的には考えている」

「……それは光栄だわ。でも今は宿題をちゃんとやってるかが知りたいわね」

「会社設立は来年の半ばを考えている。事業計画書は草案を作成中だが、もう少し時間が欲しい。ゲームと遊技機、コンテンツも含ふくめたソフトウェア開発のビジネスモデルとしては陳ちん腐ぷな点が気になる。それと、売上予測と損益計算に関しては、希望的観測にならざるを得ない」

「一人で考えていても仕方ないわ。一度見せてくれる？」

「分かった。今日中に手紙を送ろう」

　それから幾いくつかの細かい確かく認にんを済ませると、俺はアドラと入れ替わった。伊達メガネを外し、髪を直す。

「まったく……もう慣れたけど、いつ見ても不思議な感じね」

　少し心配そうなまなざしで、哀川さんが俺の顔を覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　どこか具合が悪いとか、変化があったりしない？」

「ええ、特に問題ありませんよ。かえって助かっていることが多いかな」

　ヘルズゲートを通って、この世界へ戻もどるとき──、

　俺はヘルゼクターと共に戻って来た。

　当然、ヘルゼクターの意識はログアウト出来ないと思い込んでいた。

　しかし驚くべき事に、ＮＰＣの意識データも出力が可能だったのだ。とはいえ、戻る先は俺の体一つだ。

　その結果、何が起きたかというと……先さき程ほどから見ての通りだ。

　解かい離り性同一性障害──すなわち多重人格。

　俺の頭の中に、堂どう巡めぐり駆流だけでなく、アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスが共存している。言ってみれば、ヘルズドメインのコンピューターから、俺の脳という生体コンピューターへ引っ越こしして来たようなものだ。

　正直な話、まさかこんなことになるとは夢にも思わなかった。

　昔五人で誓ちかった通り、本当に死ぬときは一いつ緒しよになりそうだ。

　まさかの奇き跡せきだ。

　……実は、ヘルゼクターの意識データが出力出来たのは、ただのバグなんだが。

　大変なこともある反面、役に立つことも多い。人格が入れ替わると、俺の能力も変わる。堂巡駆流という肉体の能力を、それぞれの人格が引き出すのだ。

　だからグラシャになっているときは運動能力が跳ね上がるし、アドラのときは冷静で判断力に優すぐれ、頭脳も明めい晰せきになる。

　だが、フォルネウスが表に出ると大だい惨さん事じ。そしてサタナキアになっていると、妙みように女性にモテるのが不思議だ。

　だが何よりも、みんなと別れずに済んだことが何より嬉うれしい。

　前みたいに顔を合わせることは出来ないが、それでも俺の中で生きている。共に生活をしている。それが嬉しい。

　しかし、現状に満足しているわけではない。せっかく起きたこの奇跡を生かしてみせる。

　そのために、ヘルズドメインからの賠償金を受け取らず、代わりに条件を出した。

　それは──、




　次世代ＶＲシステムとエグゾディア・エクソダスに関する開発データおよびハードウェア一式。さらにそれらの権利を共に譲じよう渡とすること。




　社会問題になったこのゲームはもはやリリース出来ない。ハードも既すでに時代遅おくれだ。ヘルズドメインとしても、それほど難しい条件ではなかった。

　俺はそれでヘルズドメインと手を打った。問題と言えば、サーバーやストレージの置き場に困るくらいだが。

「それで、これからのことなんだけど……」

　哀川さんは、ストローでグラスの氷をくるくるかき回している。

「私も駆流の会社……『ヘルランディア』に行っても、いいのよね？」

「ええ、もちろん。やっぱり俺の城には哀川さんがいないと」

　哀川さんは、嬉しそうな笑え顔がおを見せた。

「でもあのコスチュームは着ないわよ？」

「それは残念です」

　哀川さんは頰を染めると、上うわ目め遣づかいに睨にらむ。その仕草が可愛かわいらしい。

「……二人っきりだったら、別にいいけど」

　あっさり承認された。

「じゃ、じゃあ……今度着てくれます？」

「別に……いいわよ」

「そ、そうですか」

「じゃ、今度私の部屋に来たとき……その、用意しておくから」

　やばい。色々妄もう想そうが先走る。このままだとガマン出来ずに、今晩行ってしまいそうだ。

　──そう。俺と哀川さんは付き合っている。

　あの夜、「これで最後、現実に戻ったら忘れるから」という話をしたはずなのに、全然忘れてなかった。

　朝あさ霧ぎりとは、めぐるのことですれ違ちがって以来、微び妙みような距きよ離り感かんだった。一方、哀川さんとは、ヘルズドメインとの賠償交こう渉しよう含め、色々相談したり、情報のやり取りを続けていたりしたので、よく会っていた。それでまあ……そういうことに──。

「えっと……ああ、出資についても話が進みそうですよ」

　と苦し紛まぎれに言うと、哀川さんの表情が変わった。

「それって朝霧さん？」

　……しまった。余計なことを言わなければ良かった。

「ちょっと、サタナキアさんと代わってくれるかしら？」

　いやぁサタナキアは今忙いそがしくて、と言おうとした時には、既にサタナキアが表に出ていた。

「私に何か用ですか？」

「最近、ヘルシャフト様は朝霧凛り々り子こに会ったかしら？」

「朝霧……ああ、先日面会しましたね。父親から出資を受ける調整をしたとか」

「それで、性奴隷としての奉ほう仕しはあったのかしら？」

　ちょ!?　こんなところで、そんな単語使わないで!!

「いえ、それはありませんでしたよ」

　哀川さんはほっと溜ため息を吐ついた。それ以上に、俺は深い溜め息を吐いた。つい手を出したりしなくて本当に良かった。

「しかしあの奴隷、ヘルシャフト様への思し慕ぼの念はかなり強いですね」

　余計な一言を！

「ふうん……よく分かったわ。ありがとう」

　短い尋じん問もんを終えて、俺は自分の体を取り戻した。

「ち、違いますよ。ほら、そのときサタナキアが表に出てたので、あいつサタナキアのこと好きだから」

「そう、別にいいけど」

　と言いながら、露ろ骨こつに不満そうだ。哀川さんはグラスを持って立ち上がった。

「一いつ旦たん仕事に戻らないといけないから。後でそっちのオフィスへ行くわ」

「え……は、はい」

　ふんと鼻を鳴らして、哀川さんは去って行く。

　俺はもう一度、深く息を吐くと残ったコーヒーを飲み干した。




　　　　＋　＋　＋




　それから山手線で新しん宿じゆくへ。京王新線に乗り換かえて初はつ台だいで降りる。少し歩いたところにある古いビルの一室に向かった。

　鍵かぎを開けて中に入ると、いきなり大きなサーバーが出で迎むかえた。ヘルズドメインから引き取ったサーバーだ。それ以外は何もなく、がらんとしている。

　ここがオフィスとして借りた部屋だ。

　そう、

　ここが俺の新しい城。

　新しいインフェルミアだ。

　ボロいビルの一室だが、それでも大切な城だ。かつても、ボロ屋から再出発したことがあった。そして天下を取った。

「そうだったよな？　お前たち」

　俺がそうつぶやくと、みんなが答える。

「ああ！　天国まで支配したからな、今度はこの世界で暴れてやろうぜ！　王様!!」

「ふふ、不覚にもこのアドラ、昂こう奮ふんが抑おさえきれません。キング、あなたはいつも我々を飽あきさせない。いつも想像の出来ないことをやってのける」

「このサタナキア、どこまでもお供致いたします。今は体がなく、ご迷めい惑わくをおかけしておりますが……しかし、よりヘルシャフト様を身近に感じることが出来ます」

　むしろ、こいつらに窮きゆう屈くつな思いをさせてしまっている。だから俺はこいつらに、もう一度自由を与あたえてやりたい。そのための第一歩が、この新しい──、

「新しいおうち！　新しいインフェルミアなんだもん!?」

　うおぅっ!?　フォルネウスは我ながらキツいっ!?

　体の主権を取り戻すと、ちょっと恥はずかしくなった。

「まあ、いいか……誰だれもいないし……」

「ごめん。聞いちゃった」

「なあっ!?」

　部屋の奥から、笑いをこらえるような顔で凛々子が出て来た。

「き、来てたのか……朝霧」

「うん。ちょっと片付けようかなって思って」

　掃そう除じをしていたらしく、軍手をしていた。スカートではなくジーンズ姿で髪かみをアップにしている。ちょっと新しん鮮せんだ。

「そんな。悪いな。学校だって忙しいだろうに」

　凛々子は、俺とは別の大学に通っている。近きん況きようを報告し合っているとき、俺の計画を話したところ、親父おやじさんを紹しよう介かいしてくれる、ということになったのだ。

　凛々子は軍手を外し、髪を解ほどく。

「いいよ。これから、結構来ることになると思うし」

「え？」

「やっぱり途と中ちゆうから入るより、立ち上げメンバーの方がいいかなって」

「そりゃ助かるけど……いいのか？」

「だって、哀川さんもヘルズドメイン辞やめて、合流するんでしょ？」

「いやぁ……まあ、それはそうだけど……」

「サタナキアさん？」

　あっ！　てめ──、

「ああ、凛々子ですか。どうです？　学業の方は順調ですか？」

「はい。サタナキア様……気にかけて頂き、ありがとうございます」

　頼たのむから余計なことを言うなよ！　サタナキア！

「少し伺うかがいたいのですが、哀川さんとはお会いになりました？」

「ああ、あの奴ど隷れいでしたら、先さき程ほど会いましたよ。ヘルランディア設立の打ち合わせを、主にアドラと行っていたようですが……ただ、ヘルシャフト様とあなたの関係を訊きかれましたね」

「そうですか。ありがとうございます」

　サタナキアと入れ替かわりに、俺の意識が前に出る。

「お、おい、朝霧──」

「うん。単にビジネスのお付き合いで安心したよ」

　と、にっこり微笑ほほえむ笑顔に圧力を感じる。

「い、いや、朝霧……俺は哀川さんと──」

「あ、それと来週の金曜日は空けておいてね。お父さんに紹介するから」

　え!?　何その人生最大級のプレッシャー!?

「出資についての説明はちゃんと準備しておいてよ？」

「お、おう……」

　そうだよな。親に紹介ってそういう意味だよな？　落ち着け、俺。

　朝霧だって、俺が哀川さんと付き合っているのは知っているはずなのに。しかし、そんな事実は存在していないかのように俺と接している気がする。

「それと服も買った方がいいかな。第一印象が大事だし。今週の日曜日とかどうかな？」

　そして、相変わらず当たりは柔やわらかいが、押しが強い。うなずいている間に、一いつ緒しよに買い物に行く予定が決まっていた。

「そういえば、洸あきらくんとは連れん絡らくとった？」

「あ、ああ。今度一緒に飲もうと、しきりに誘さそわれたよ」

　一いち之の宮みやは一流大学に進学して元気にやっている。親父さんの会社も今回の件でとばっちりを喰らったが、被ひ害がいは最小限に抑おさえられたそうだ。

「ヘッドハントされないでよ」

「そうじゃないよ。あいつも、色々大変らしくてさ」

　相変わらず完かん璧ぺきなヒーローキャラの一之宮だが、エグゾディア・エクソダスの一件以来、何かと連絡をもらう。頼たよりにされているというと聞こえはいいが、愚ぐ痴ちの受け皿のようになっている気がする。

「保管してあるサーバーの引き取りは問題ないってさ。こっちのオフィスに配送は頼んでおいた。向こう持ちで送ってくれるってさ」

　滝たき沢ざわがファーストパレスで使っていた機材とデータを、無む償しようで提供してくれることになっている。今回の件でゲーム事業からは撤てつ退たいするそうだ。代わりに、ヘルランディアに色々協力する形で話が進んでいる。

「そういえば、２Ａギルドの同窓会をするかも知れないって言ってたぞ」

「あ、いいね。久しぶりにみんなに会いたいよ」

「そういえば毒ぶす島じまからも、前にメールがあったな。今度会えるかも、なんて書いてあったけど」

　凛々子は微かすかに眉まゆを寄せた。

「毒島さんは宮みや腰こしさんとモデルの仕事をしているんだよね？　どうして駆流に？」

「さあ？　同窓会のこと知ってたのかもな。昔話に花を咲さかせたいんだろ。あのときは色々あったけど、戦友みたいなもんだし」

「たまに頭の中がお花畑だよね、駆流って」

「……」

　どういう意味？　と訊いても、答えてくれなかった。

　でもまあ、あれ以来あまり顔を合わせていない奴やつらもいるし、やっぱり楽しみだ。

　みんな、それぞれに新しい人生を歩んでいる。

　例えば、有あり栖す川がわは動画投とう稿こうサイトで可愛かわいすぎる男の娘ことして大人気。女装コスプレイヤーのコミュニティで神と崇あがめられている。

　扇おうぎ谷やは普ふ通つうに大学に通っているらしい。リハビリ中はレーサーになるとか、盆ぼん栽さい師になるとか、靴くつ職人になるとか、しょっちゅう言うことが変わっていたが、結局何を目指すか決まったのだろうか。

　悠ゆう木きはＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）で通院を続けているそうだが、凛々子に聞いた話では、最近は専門学校に通い始めたとか。

　雫しずく石いしは──、

「そういえば、のんのんは？」

「ヘルシャフトとしての活動レポートを出せと、毎日催さい促そくが来る」

　俺はうんざりしたように答える。

　あいつはブレない。

　奴は今でも黒髪の魔ま女じよだ。しかし、少し変わったところもある。

「のんのんの新しいＰＶ観みた？」

「あ、そういえばまだだった」

　スマホを出して、雫石乃音のんで検けん索さくすると、すぐに動画が見つかった。

　それはゴスロリ風の衣い装しようを着て、歌い踊おどる雫石だった。物もの憂うげな表情を浮うかべ、やがて激しく、情熱的に歌い上げる。

　あれだけ歌っているところを人に見られるのを嫌きらっていたあいつが、何十万人にも見られている。これは実に大きな変化だ。

「相変わらず歌上手うまいな」

「だね。それに山やま田だくんの曲もいいね」

　そう、まさかのミスター普通、普通のプロ、山田が実は普通じゃなかった。奴には音楽の才能があったのだ。何でも元々、自宅でＤＴＭとかやっていたそうだが、エグゾディア・エクソダスの中じゃそんな機材あるはずがない。

　本人曰いわく、「俺は音楽以外取り柄えがないから」ということだった。

　その才能を雫石に利用され、楽曲を作らされているらしい。雫石がなぜそんなことをしているかと言うと──、

「ふふふ、私の新しい経きよう典てんを聴きいているようね」

　──来やがった。

　入り口の扉とびらを開け、ドヤ顔の雫石が入って来た。

「あ、のんのん。今回のＰＶもすごくいいね」

「ふっ、当然よ。既すでに百万再生。ＤＬ販はん売ばいも順調よ。今度はブルーレイも出すわ」

「のんのんの方がビジネスは順調だね」

　雫石の目がギラリと光った。

「否いな！　これはビジネスではないわ。革命よ！」

　びしっとポーズをキメた。あ、それ俺が前にしたポーズ。

「この世界にヘルランディアを建国する。それが私たち黒の黎れい明めい団の使命！」

　そんな雫石を朝霧は温かい目で見守った。

「のんのんは今日も絶好調だね」

「……のんのんって呼ぶのはやめて」

　今では中二病を隠かくさなくなった。むしろそれを生かして、ネットで活かつ躍やくしている。メジャーデビューをしていないが、直接ファンへの楽曲販売を行ったり、動画配信サイトでそれなりの収入がある。

　雫石が今の稼かせぎ頭がしらであることは間ま違ちがいない。

「ともかく、私の経典で新しい信者が大量に獲かく得とく出来るに違いないわ！」

「信者じゃなくて顧こ客きやくな」

「堂巡くんも、少しは私を見習いなさい。ヘルシャフトとしての立ち居振ふる舞まいを忘れたら殺すわよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。何と言っても、常にヘルゼクターが一いつ緒しよにいるからな。ヘルシャフトを忘れるなんて出来ないさ」

「そう、だったわね」

　少し顔が曇くもった。俺のことを多少は気き遣づかってくれているのか……と思ったら、

「会社のホームページを作るときの為ために、鎧よろいを用意しないといけなかったわ……」

「お前は俺に何をさせる気だ!?」

「エグゾディア・エクソダスを再生させる会社でしょ？　だったらいいじゃないの。話題になるわ」

　そう、ヘルランディアの設立目的は、エグゾディア・エクソダスを蘇よみがえらせること。廃はい棄きされる寸前のハードとデータを、必死に回収したのもそのためだ。

　会社の業務としては、ソフトウェアとコンテンツを制作することだが、究極の目的はエグゾディア・エクソダスのシステムを復旧し、データを修正し、さらに全すべての面においてアップデートを加え、次世代ＶＲシステムを進化させることだ。

　そうして、もう一度あの世界へ行く。

　ヘルズドメインとファーストパレスから回収したデータストレージには、当時のデータが残っている。

　もしかしたら、死んだ連中のデータも残っているかも知れない。

　ゲーム内で死んだといっても、意識データが記録してあった領域に上書きの許可フラグが立っているだけだ。消しよう滅めつしたとは限らない。

　ヘルズドメインや警察はとっくにあきらめている。可能性はあるが、根こん拠きよのない希望だというのは、それはそれでもっともだ。

　でも俺はあきらめたくない。

　凛々子が俺の肩かたに優やさしく触ふれる。

「早く会いたいね」

「ああ……それに、意識データさえあれば、いずれこっちの世界でも体を用意してやれるかも知れないからな」

　いずれはサイバネティクスの分野にも進出したいが、それはまだまだ先の目標だ。まずはエグゾディア・エクソダスを復活させる。

　コア部分を開発した滝沢隆りゆう二じはもうこの世にはいない。

　ログアウトした後、事前に仕込んでいた追つい跡せきプログラムのおかげで、滝沢の居所が判明した。そして、俺たちがログアウトした翌日に逮たい捕ほされた。

　だが滝沢は、全てを白状した後、警察と医者の目を盗ぬすんで自殺した。だからシステムの全容を知る者はいない。資料も大部分が処分されてしまっていた。

　よって、これからデータを解かい析せきしなければならない。相当な困難が予測されるが、それでも俺はやりたい。

　もう一度、あの世界へ行きたいのだ。

　常に死の恐きよう怖ふにさらされた、苦難の日々。精神と体力をすり減らしながら一人何役もこなした、カミソリの刃はを渡わたるような、命ギリギリの日常。

　今はなぜか、あの日々が恋こいしい。

　エグゾディア・エクソダスの空が、バルガイア大陸の荒こう野やが、ログレス大陸の森が、果てしない海が、カルダートの喧けん噪そうが、美しいエルフの国が、そしてインフェルミアが。

　メルに、めぐるにだって、もう一度会えるかも知れない。

　ゼラギエルやウルリエル、カルハリアスや他ほかの連中に。

　そして何より、アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスに。

　あの世界で会いたい。

　今は俺の頭の中に住んでいるヘルゼクターを、ゲーム世界へ解き放ってやりたい。

　そこで俺たちはもう一度出で逢あうのだ。

　俺はポーズをキメた。
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　エピローグの堂巡の心の声は、僕の声でもあるのかも知れない。このあとがきを書きながら、そんなことを思いました。

　本当にエクスタスの思い出はいっぱいあります。楽しい事は、もう数えきれないくらい。苦労したのは、伏ふく線せんと整合性、そして魔王ポエム（笑）。

　バカバカしく失しつ笑しようを買うもののはずなのに、なぜかクライマックスだとカッコ良く聞こえてしまう。そんなものを目指しました。どれも熟考を重ねて詠よんだもので、一つ一つに思い入れがあります。
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